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身から出た錆




『恋愛結婚なんてしない。恋愛感情なんかもう絶対に信じない。もしも結婚の必要に迫られたら、私は経済力で相手を選ぶ。お金さえあれば誰でもいい』

　それは、確かに私が誰かを好きになり失敗するたびに言っていた言葉だ。

　中二から始まり、最後は一年前の二十三歳まで。二十四年生きてきた中で経験した失恋は五回。最後の三回については、どれも付き合い始めて一カ月も経たないうちに相手から一方的に振られた形で、理由は揃そろいも揃って『ちょっと重いかなって』だ。

　純粋な〝好き〟という気持ちに重いも軽いもない。

　両想いであるなら、ただお互いにその想いを育んでいけばいいという抗議にも、『重いって、もしかして私の家柄とかが関係してる？』という私の問いかけにも、元彼たちは苦笑いを返すだけだった。

　当然納得なんてできなかった。

　今は亡き祖父から〝沈黙は金〟、つまりペラペラ語るよりも黙っていた方がいい時がある、と教えられてはきたけれど、唐突で一方的な失恋は到底静かに飲み込めるものではない。

『恋愛結婚なんてしない』『経済力で相手を選ぶ』は、ゆえに漏れた言葉だ。いわば、悔し紛れ。負け惜しみ。負け犬の遠とお吠ぼえとも言える。

　当然、本心は違った。

　恋愛に何度失敗しても、やっぱり好きな人と結婚して幸せな家庭を築きたいと思っていたし、実際にそうするつもりだった。

　――はずなのに。

「お父さんがね、春はる乃のちゃんの希望通りの相手を見つけてきてくれたの。ほら、春乃ちゃん、経済力で相手を選ぶって言ってたでしょう？　日本中どころか海外にまで手を広げる大企業の御曹司よ。きっと春乃ちゃんも気に入ると思うの」

「……え？」

「あ、もう相手の方は快諾してくれているから大丈夫。衣食住全部あちらで用意してくださるって話だから、春乃ちゃんはなにも準備せず身ひとつでいいって」

『恋愛結婚なんてしない』『経済力で相手を選ぶ』

　それは、私が失恋するたびに言っていた言葉だ。言葉、だけれど……。

　だってまさか本当に両親がそんな相手を用意してしまうなんて誰も思わない。

　子どもの言う〝絶交だからね！〟と同じレベルの、ついカッとなってこぼれてしまっただけの意味なんてないものだったのに。

　母からの突然の報告がうまく思考回路を通っていかず、頭がクラクラしていた。

「春乃ちゃんの希望通り、素敵なお話でしょう？」

　それでも、『経済力で相手を選ぶ』と散々口にしてきた自覚があるだけに、にっこりと笑顔で言う母に反論なんてできなかったし、天国の祖父に心の中でごめんなさいと謝るほかなかった。

　誰がなんと言おうが、どんな飲み込めない思いがあろうが、沈黙は金なのだ。




　私、宮みや澤ざわ春乃は、両親と兄の四人家族。

　祖母がドイツ出身だったため、六歳上の兄も私も、髪色と瞳に少し茶色が混ざる。ミルクチョコレートみたいな色だと表現するとわかりやすい。

　ショートやミディアム、そして時にはパーマと毎年変えて楽しんでいた髪は、ここ数年は胸あたりまでのロングのストレートで落ち着いている。

　二重の目と特に目立たない鼻、唇といった顔立ちは、クオーターだと自己申告しなければまず気付かれない日本人寄りのもので、唯一要素をあげるとしたら先に挙げた髪色と瞳くらい。

　瞳に限ってはよく覗のぞき込まなければ気付かないような些さ細さいな違いだ。

　外国人のように長身で手足がスラッと長いわけでもなく、どこをとっても平均的なスタイルに大きな不満はないけれど、一六〇センチを目前にしてストップした身長だけは未だに悔しく、会社の健康診断のたびに伸びているといいなと希望を持っている。

　そんな私が、大学を卒業した二年半前から勤めているのが〝レイドバッグホームズ〟。

　父が取締役を務める〝レイドバッグホームズ〟は、父のおじいちゃんの代から続くハウスメーカーだ。地元密着型としてスタートをきった会社は、五十五年という月日をかけエリアを拡大していき今や関東でのシェア率、一位二位を争うまでに成長した。

　本社と関東圏内の支部を合わせると従業員も千人近くおり、もちろん、営業職についている社員も多い。

　なのに、社内で一番仕事をとってくるのが取締役である父なのだから、営業はたまったものじゃないと思う。

　明るく面倒見がよく誰の心にもスッと入り込む父は、他人から信頼されやすく恐ろしく顔が広い。そして、その広大な交友関係の中には企業の取締役など重要なポストに就いている人も多いため、父に舞い込んでくる依頼はビルやホールといった、一般的な住宅とは桁がひとつもふたつも違うような契約ばかり。

　そんなとんでもなく顔の広い父だけど、だからといって私の結婚相手の契約までとってくるなんて誰が予想できただろう。

「ほら、春乃ちゃん、お父さんくらいの経済力がある人がいいって言ってたでしょ？　それくらいあれば生活に支障ないし割り切って結婚できるって。こんなこと言うとお父さんにも社員にも失礼だけど、蓮はす見みさんの会社はうちとは比べものにならないくらいの大企業よ。御お節せちで言ったら伊い勢せ海え老びと黒豆くらいの差があると思うわ」

〝失礼〟なんて言いながらも堂々と父の会社を豆にたとえた母が、「あ、私は伊勢海老よりも黒豆が好きだから」と付け足しながら、ティーカップに入った紅茶を私の前に置く。

　休みの日の十五時は、外出していない限りこうしてお茶をするのが昔からの日常だった。

　茶葉の種類は、その日の母の気分によって変わる。今日はアッサムだった。

　テーブルの中央に置かれている白く四角いお皿に並ぶのはマドレーヌ。老舗メーカーのパッケージに包まれたマドレーヌは大好きでも、今は手を伸ばす気にはなれずすぐに母に視線を戻した。

　ちなみに、うちの会社は接客業なので定休は毎週水曜日と、第一第三木曜日。今週の土日に関してはどうしてもと母に頼まれ有休をとったのだけれど、まさかこんな話になるとは思いもしなかった。

「あの、相手の蓮見さん？は、なんで快諾してるの？　会ったこともないのにおかしくない？」

　蓮見さんは見ず知らずの私のいったいどこを快く思い結婚相手として承諾したのか。

「うーん。でも政略結婚なんてそんなものじゃない？　今の人はドライだって言うし、自分の希望にさえ沿っていれば他は興味ないんじゃないかしら。ほら、春乃ちゃんだって経済力さえあれば誰でもいいって言ってたでしょう？　同じよ」

　痛いところをつかれ、ぐっと黙る。

　母からしたら嫌味のつもりはないのだろうけれど、経済力うんぬんは本心からの発言じゃないため、こうして持ち出されると勝手に責められている気分になってしまう。

「……え。待って。さっき政略結婚って言った？」

　母の言葉の中に聞き流せない単語が混ざっていた気がして聞くと、すぐに「そうよ、政略結婚」と笑顔で頷うなずかれた。

「お父さんの会社と蓮見さんの会社が提携するのよ」

「提携……？　じゃあ、そのために私が差し出されるってこと？」

　そう声に出してすぐに、自分自身の発言に首を傾げた。

「……今の時代にそんなことってあるの？」

　そんなの、武将のいた頃までとは言わずとも、大昔の話だと思っていた。

　その疑問は母も同じだったらしく、持っていたティーカップを置いてから難しい顔をする。

「そうなのよね。今時、会社同士の合併や提携のために両家の子孫が結婚なんてなかなか聞かないものなのよ。それなのに提携の話をしていた場でお父さんがちょっと春乃ちゃんの話題を出したら、蓮見さん、すぐに食いついたらしいの」

「食いついたって……」

「少し不思議よね。でも別にいいじゃない？　あれだけの企業の御曹司に嫁げるチャンスなんて二度とないもの。今は専務の役職についていらっしゃるそうで、仕事のできる素敵な方だってお父さんが言ってたわ。ほら、春乃ちゃん、とってもほだされやすいし、生活を共にしてたら気持ちだって後からついてくるわよ」

　大事な部分を〝少し不思議〟で片付けた母に脱力する。

　同時に、娘のほだされやすさを危惧するわけでもなくこれ幸いとばかりに持ち出され、げんなりした。

「春乃ちゃん、他人のいいところを見つけるのが昔から得意じゃない？　それは春乃ちゃんの長所だけど、ここだけの話、お父さんと心配してたのよね」

「心配って、なにを？」

「春乃ちゃんがどうしようもない男性に惹ひかれちゃったらどうしようって。ほら、どんなにダメな男性でも、いいところってひとつやふたつあるものでしょう？　春乃ちゃんはそういうところを律儀に見つけてほだされちゃいそうだから」

　私は好き好んでほだされてきたわけじゃない。

　ただ、一緒に過ごす時間が増すうちに、私だけに見せてくれるようになった意外な側面だとか、みんなといる時とは違う笑顔だとか、そういう特別に弱いだけだ。

「だからって、会ったこともない相手と結婚なんて……」

「経済力さえあればいいって言ったのは春乃ちゃんでしょう？」

　ビシッと言われ思わず黙った。

〝あなたが望んだことでしょう？〟と問う母の瞳には逆らえないので、反論は飲み込むしかなくなる。

「それに、一応仕事の席で出た話で、もうお互いに了承済みだもの。今さら破棄なんてなったら提携の話にだって響きかねないんじゃないかしら」

　紅茶を飲みながら話す母に、眉を寄せ視線を落とす。

　確かに、いくら別の話だとしてもこちらから一方的に破棄するのはまずい気がする。

　提携には条件が色々あるのだろうし、私が会う前から婚約破棄なんかしたら誠意がないと判断され、そういった条件がこちらに不利になるよう書き換えられたりしてしまう可能性がある。

　それに、今回の件は勝手には思えるけれど、元を正せば全部私から始まっている。

　両親は私が言っていた〝経済力がある人と結婚したい〟という希望を信じ叶えようと動いてくれただけで、相手の蓮見さんもそれを受け入れただけで……つまり、私の発言のせいであるのは疑いようのない事実だった。

　完全に自業自得だ。

　当然、過去の自分の負け惜しみを悔やんだし、自分の負けず嫌いの性格も呪ったけれどそんなの後の祭りでしかない。

「それでね、結婚式だとか入籍はおいおいするにしても、とりあえずは同居しましょうって話にまとまったの。蓮見さんが〝突然入籍するのは春乃さんも戸惑うと思うので〟って気を遣ってくださってね。あちらのご両親にも挨拶は待つよう言ってくださるって……本当に優しい方よね」

　私の焦あせりなんて知りもしない母がニコニコして言った言葉に、ゆっくりと顔を上げた。

「同居って言った？」

「ええ。同居。つまりは新婚生活の予行練習ね」

「予行練習……？」

「蓮見さんの住んでいるマンションでって話よ。さっきも言った通り、春乃ちゃんは身ひとつでいいって言うから、明日には行くって伝えてあるの。さすがに洋服は持たせるって言っちゃったから、用意してね。あ、これ蓮見さんの住所と電話番号ね」

　手渡されたメモを見て愕がく然ぜんとする。

　予想していた十倍くらいのスピードで話が進んでいる。

　こんなロケットみたいなスピードで娘の結婚話を進めるうちの両親も両親だけど、それを快諾する蓮見さんはだいぶおかしいと思う。

　そう考え、ふと疑問が湧いた。

「ねぇ。ところで蓮見さんって誰なの？」

　今のところ、提携先の大企業のご子息という情報しか知らない。

　母は、食べていたマドレーヌを飲み込んでから笑顔で答えた。

「〝ロータステクノロジー〟の現取締役のご子息、蓮見大だい祐すけさんよ」

〝ロータステクノロジー〟は、世界トップクラスの電子部品メーカーだ。企業向けネットワークのシステム開発や、医療機器の研究開発まで幅広く手掛けている大企業で、おそらくその企業名を知らない日本人はいない。世界的にもだいぶ名が知れ渡っていると思う。

　失礼ながら、母の言った御節の比ひ喩ゆは正しい。

　そんな〝ロータステクノロジー〟がなぜ父の会社と提携を結んだのかというと、太陽光発電が理由らしい。

〝ロータステクノロジー〟は、ここ最近太陽光発電の開発にも手を広げていて、一方の父の会社は木造も鉄骨も床暖もライバル社に負けない自信があるものの、太陽光だけ力の入れ方が弱かったゆえの企業提携。

　それが両社にメリットになるのは私でもわかるので、なるほど、と納得せざるを得なかった。凹凸が見事にはまっている。

　でも、だからと言って同じ席でついで同然にされた結婚話には到底納得できない。

　けれど、今さら〝経済力さえあればいいなんて嘘でした、ごめんなさい〟は通用しない。大人の世界がそういうものだってことくらい、私だって知っている。

　――ならば。

　壊すほかない。




「……ここか」

　決戦の地は、と心の中で続ける。

　知らないうちに逃げられない状況まで追い込まれていたので、こうなればもう飛び込んで壊すしかない。そう覚悟を決めながらもどうしても踏ん切りがつかず、家を出たのは十六時を回ってからだった。

　そこからタクシーを走らせること二十分。最低限の荷物だけを手に行き着いたのは、見るからに高級そうなマンションだった。

　グレーとベージュを基調とした八階建ての建物は臆することなく大通り沿いにどんと構えていて、存在をこれでもかってほど主張している。

　エントランスまで続く通路には緑が添えてあったり、暖色の照明が灯っていたりと柔らかい雰囲気はある。でも、無駄なものなんてなにもない洗練されたデザインに圧倒され、なかなか足が踏み出せなかった。

　それでも、ガラスの向こう側からすでに私をロックオンしている上品なおじ様コンシェルジュがニコニコと微笑んで待っているので、仕方なく歩き出す。

　あまり立ち往生していたら不審者だと思われかねない。

　九月中旬の外気が気持ちよく肌にあたる。

　秋は四季の中でも一番過ごしやすくて好きな季節なのに、上空に広がる綺麗な空とは反対に私の心はどんよりと重たくなる一方だった。

　実家は父が持てる技術をすべてつぎ込んで建てた自慢の一軒家なので、マンションには慣れていない。

　こんな高級マンションなら階ごとにもオートロックがありそうだし部屋まで行くだけのことで迷ったり困ったりするのも面倒だ。コンシェルジュがいてくれてよかった。

　五十メートルプールが作れそうな広さのエントランスはシンプルで、壁には一枚の大きな絵画が飾ってあり、雰囲気も相まって美術館のようだった。

　静かなエントランスに私の足音だけが響く。

「初めまして。宮澤春乃と申します。こちらにお住まいの蓮見さんに用事があって伺ったのですが……」

　話している途中で、エレベーター横にあるインターホンの存在に気付いた。

　あれで部屋番号を押せばよかったのか。

　無駄な手間をかけさせてしまった、と思いながら引き下がろうとしたのだけれど、六十代半ばに見えるおじ様は「宮澤様ですね。蓮見様から伺っております」と返した。

　どうして、と一瞬抱いた疑問を追いかけるようにして答えが浮かぶ。

　コンシェルジュなのだから、部屋の住人の人数や名前、顔は把握しているのだろう。そうでなければ不審者の見分けがつかない。

　それにしても、蓮見さんがもう私のことを伝えてくれている迅速さに驚いた。

　母が言うには〝気が利く優しい人〟らしいし、一応、困らないように考慮してくれたのだろうか。

　コンシェルジュのおじ様がロックを解除し、呼んでくれたエレベーターで八階まで上がる。

　天井と床はグレー、壁は木目調という落ち着いた色合いの通路を進む。かなりの間隔を空けて設置されている黒い玄関ドアにはゴールドで数字が刻まれていた。

　蓮見さんの部屋は〝８０３〟。一番奥の部屋だった。

　こんなに広いフロアなのに三戸しかないのか、と驚愕しつつ玄関ドアの前に立ち、インターホンを押した。

　わずかな緊張を感じ体が強張るのは仕方ない。

　だって、蓮見さんの素性をよく知らないのだから。

　私が持っている情報は〝蓮見大祐〟という名前。三十歳という年齢。それに、〝ロータステクノロジー〟の御曹司という立場のみ。

　それらはペットボトルでいえば外側のフィルム部分だ。しかもそのペットボトルは黒塗りされていて中身がどんな色をしているのか、炭酸なのかアルコールなのかもわからない。

　そんな状態で〝試してみろ〟と言われても、普通に考えて怖いに決まっている。

　とんでもない劇薬の可能性だってあるのだ。

　劇薬……もちろん、政略結婚なんて壊すつもりで来たけれど、その前に蓮見さんがとんだ変態だったら私の人生詰んだかもしれない。

　立場があるからといって、まっとうな人とは限らない。

　迫りくる身の危険を感じ背中をぞわりとしたものが這はい上がった時、玄関のロックが解除される音がした。

　ゆっくりと開けられたドアに、嫌なドキドキを感じながらも視線を上げ……目が合った人物に息を呑のんだ。

　涼しそうな二重の目に、知的さを感じさせる眉。鼻筋がスッと通っていて、その下には形のいい唇。無駄のない輪郭。首筋から首元にかけてのラインがとても綺麗で色っぽい。

　向かって左眉の上で分けられた黒髪は自然に流されていて、長さは耳に少しかかる程度。

　顔立ちが整っている男性に対して、イケメンだとかカッコいいだとか色々と表現はあるけれど、〝眉び目もく秀しゅう麗れい〟という単語がポンと浮かんだ。

　クールな雰囲気には〝美形〟や〝綺麗〟という言葉がよく似合う。

　体形はスラッとしていて背が高い。一八〇センチ近くありそうな体は、今はＹシャツとチャコールグレーのスラックスに包まれていた。

　ボタンをふたつ開けた首元からは鎖骨が見え、慌ててそこから目を離した。

　それと同時に、思いがけず目を見張るほどの美形が現れたせいで言葉を失っていた自分にハッとし、身を引きしめる。

　うっかり見み惚とれている場合じゃない。

　いくら見た目がよくたって、突然ポンと提案された政略結婚をその場で快諾するような人だ。どこかおかしいに決まっている。

　私も見つめすぎた自覚はあるので言えた立場ではないけれど、蓮見さんも失礼に感じるくらいにこちらを見ていた。

　私の方から目を逸らすのは負けた気がして嫌なので、眼差しに気合いを入れ直す。

　いくら政略結婚で、いくらすぐにでも破棄に持っていこうと企んでいても、今日からの同居相手だ。

　とりあえず、生理的に無理な相手じゃなくてよかった、と安あん堵どしつつジッと見上げた。

「初めまして。宮澤春乃です」

　視線を重ねたまま自己紹介する。

　途端、それまで真顔だった蓮見さんがやや不満げに眉を寄せた。

　明らかに文句がありそうな顔に首を傾げそうになってから、ハッとして前のめりに口を開く。

「あ、もしかして、生理的に無理ですか？　私を気に入らないようでしたら、遠慮なしにそう言ってくださって大丈夫です。結婚の話は破棄で構いません。結婚と会社の提携は別の契約ですし、提携だけ予定通り進めていただければこちらとしてもまったくもって問題はない……」

　私が蓮見さんの顔を知らなかったように、蓮見さんも私の顔を知らなかった可能性はある。

　政略結婚を了承するような人だ。

　わざわざ結婚相手の写真なんて確認しなかったのだろう。

　だから、気に入らなかったのであればここで婚約破棄にこぎつけられるかもしれないと思い話し出したけれど、蓮見さんは「いや」と私の声を遮さえぎった。

「そうは言っていない。入れ」

「遠慮しているなら全然……」

「早く入れ」

「……はい。おじゃまします」

　最短での婚約破棄は叶わず、肩を落としながら玄関ドアを閉める。

　うちよりも広い玄関は濃いグレーのタイルで、左側にはタイルと同じ色の背の高いシューズボックスがあった。大理石の質感を演出している、デザイン性の高いものだ。

　一応、仕事がハウスメーカー勤務なので、見た目のよさだけでなく容量だとか使いやすさが気になったけれど、どちらも二重丸がつけられると思う。姿見もついているので出かけに便利だ。

　通路を歩いている時から感じていたけれど、このマンションは天井が一般的な住宅よりも高い造りになっていて開放感がある。

「使え」

　頭の中で玄関スペースの評価をつけている間に、蓮見さんによって、アイボリーのふわふわした素材の真新しいスリッパが床に置かれる。

　男性のひとり暮らしなら、蓮見さん自身が使わないタイプの場合、来客用はおろかスリッパが一足もない可能性を考えた。

　その場合、よそのお宅にスリッパなしで上がるのは気が引けたため、一応携帯用スリッパを持参していたのだけれど、せっかく用意してくれたので、お礼を告げそちらを使わせてもらうことにする。

　蓮見さんは……と思い、もう歩き出している足元を見ると、彼は黒いスリッパを履いていた。

　室内ではきちんとスリッパを履くタイプのようで、そこの価値観の一致に少しホッとすると同時に、私に与えられたふわふわのスリッパを不思議に思う。

　誰用なのだろう。

　政略結婚の相手のためにわざわざスリッパを新調するとも思えないので、これは来客用とかそんなところだろうか。

　だとしたら、このふわふわスリッパは履き手を選びそうで来客用には相応ふさわしくないように思えたけれど、私に限って言えば昔から冷え性で特に指先足先は症状がひどいので、暖かいスリッパはとても助かる。

「こっちだ」

「はい」

　左右にドアが一枚ずつある廊下を進むと白いタイルのリビングダイニングが現れ、あまりの広さに目を見開く。

　四十畳……いや、もっとあるかな、と顎にこぶしをおき考える。

　南側はほとんどが窓ガラスになっていて、秋の気配のする気持ちのいい外気がレースのカーテンを揺らしていた。

　このマンションに入ってから、エントランスも通路も空調が効いていて、その閉鎖感に少し萎縮していたため、外の空気が流れ込んできていてホッとする。

　元から気管支が強くなく花粉などのアレルギーもあるのだけれど、私の症状にはこもった空気が一番悪い意味で効いた。だからそんな私を思って、父は季節関係なしに窓を開けて換気していた。

　外気にホッとするのはそんな環境で育ったせいもあるのかもしれない。

　部屋に入って左側にはアイランド式のキッチンと冷蔵庫、ダイニングテーブル、それとおそらくパントリーらしき扉が一枚確認できる。

　床も壁も天井も白の中、濃いグレーのキッチンと冷蔵庫が色合い的に綺麗だ。ふたり掛けのダイニングテーブルも似た色合いをしていた。

　通路を真ん中として、部屋の右側にあるのがリビングで、六人くらい座れそうなアイボリー色のソファと、黒いガラス天板のローテーブルが鎮座している。

　敷かれているラグは白地にベージュでダマスク柄が描かれていた。

　かわいらしい部屋よりもシンプルな部屋が好きなので、この部屋の家具や照明、雰囲気は好みなのだけれど……でも、まるでモデルルームだ。

　マンションの外観同様にシンプルでおしゃれな部屋には生活感は皆無だった。

　今日からここで新婚生活の真ま似ね事ごとをするの……？

　想像力は豊かな方なのに、おはようからおやすみまでなにひとつ思い描けず、自然にゴクリと喉が鳴った。

「おい。こっち」

　蓮見さんが、リビング右奥にあるドアの前で呼ぶ。

『おい。こっち』なんていう命令にほいほい従うのは引っかかったけれど、とりあえず今後生活するためには部屋の案内をしてもらわないことには始まらない。不服に思いながらも素直に足を向けた。

「配送が間に合わず、家具にまだ不備がある。今日はとりあえずこの部屋のベッドを使え。クローゼットは寝室奥にある。シューズボックスは玄関入って左だ。その他、収納については空いているスペースは自由に使ってくれて構わない」

　部屋の中にはダブルサイズくらいのベッドが置いてある。ここが寝室らしい。

　私がここで寝るということは、蓮見さんが眠るようにもうひとつ寝室があるのだろうか。

　持っていた荷物をベッドの脇に置くと、蓮見さんが「荷物はそれだけか？　言ってあった通り、必要な物があれば用意するが」と聞くので、目を泳がせながら嘘をつく。

「あ、いえ。母から話を聞いたのが急だったので、とりあえず必要なものだけ持ってきて、残りは順次送る予定です。なので、身の回りの物について用意していただくものはありません」

「そうか。ならいい」

　もちろん、そんな予定はない。ワンシーズンと言わず、コートが必要になる時期までには破棄して出ていくつもりなので余計な荷物は持ってきていないだけだ。

　私は嘘が下手だと定評があり自負すらしているのにそれ以上は詰められず胸を撫なでおろす。

　もっとも、蓮見さんも別に私の服の量が多かろうと少なかろうとどうでもいいのだろう。

　その後も、「おい」だの「来い」だのという威圧感たっぷりの声に奥歯をギリギリさせながらも従い、お風呂やトイレ、キッチンなどの案内を終える。

　やたらと広く綺麗な部屋は色々と最新式で、テレビは、リビングの天井照明に付属しているプロジェクターで壁に映して見るだとか、お風呂の照明の色合いが何段階も調整できるだとか。蓮見さんは無表情で淡々と、でも一応教えてくれたのだけれど、機械が苦手な私は余計なものは触らないようにしようと決意を固めるばかりだった。

　そんな事務的な時間を終えた後、また「おい」と声がかかったので、さすがに眉を寄せながら蓮見さんを見た。

　この部屋に入ってから六度目の『おい』だ。

「今日はこれから外せない仕事があって、地方に出向く。帰りは半月後になるが、それまでになにか質問があれば聞いておく」

「え、半月後……？」

　このまま夜になっても、ちっとも打ち解けて話せる気配はなかったので、出張だという蓮見さんに内心喜んでから、その長さに驚く。

　私の反応に、蓮見さんは不思議そうに「なにか問題があるか？」と聞くので、なんとなく腑ふに落ちない気持ちのまま首を横に振った。

　別に蓮見さんが半月家を空けるくらい、私にとってはなんの問題もない。ただ、同居初日から半月、仮にも結婚予定の相手を放っておくというのは常識的にどうだろうと疑問は残った。

「いえ……大丈夫です。それより、少しいいでしょうか」

　気を取り直して蓮見さんを見る。

「ああ」という了承を得て、やっとこちらのターンがきたかと口を開いた。

「あの。自己紹介もまだされていないんですが。もしかして、政略結婚だと名前も教えてもらえないんでしょうか」

　ちょっと嫌味を込めて言うと、蓮見さんは私をジッと見てからひとつ息をついた。

「蓮見大祐だ」

「蓮見さん。私は、さっきも言った通り、宮澤春乃です。なので、〝おい〟だの〝こっち〟だの呼ばれても今後は返事も反応もしません。もし、名前も呼んでくれない相手にも尻尾を振って従うような相手を望んでいらっしゃるなら、価値観の不一致による婚約破棄で構いません」

　今までの様子から、どうも亭主関白っぽい蓮見さんにはっきりと物申す。

　本気でモラハラを押し通す生活を送りたいなら、速攻で歯向かってきた私は不適合だと判断するかと思いそれを望んで強く出たけれど、意外にも蓮見さんは気分を害した様子は見せず。

「そうか。わかった」

　そう端的に返すだけで拍子抜けする。

　威勢よく喧けん嘩かを売ったのにまるで感情のない返事をされ、不発感が残った。

　相手が望んでいるのがドライな生活、というのはなかなか破棄に持っていきづらいものだとここにきて初めて気付く。

　喧嘩にすらならない。

「ところで、今日からの同居について、春乃はどう聞かされている？」

　さっそく〝春乃〟と名前で呼ばれ驚く。

　案外素直らしい。

　呼び捨てにされるのは抵抗があったけれど、蓮見さんは六歳も上だしそこは突っかからないことにした。

「予行練習だと伺っています」

　最後にぼそっと「新婚生活の」と足した私に、蓮見さんは表情ひとつ変えずに答える。

「その認識で間違っていない。ただし、予行練習だからといって曖昧な関係性のまま暮らすつもりもない。俺のことは〝夫〟として見て接しろ。俺も春乃を〝妻〟として見る」

「……わかりました」

　蓮見さんの言い分はわかった。

　予行練習だって本番同様本気で執り行わなければ意味がない。

　運動会と一緒だ。

　とはいえ、夫婦として接するようにとひと言で言っても、夫婦という関係性には〝オシドリ〟だとか〝仮面〟だとか色々な形がある。

　そこのすり合わせをしておかないと後々問題が起きそうだけれど、お互いの描いた夫婦の理想像のすれ違いから生活に多大なストレスがかかり、蓮見さんが婚約破棄を言い渡してくれるかもしれないので、その辺は言わないでおく。

　その代わり、ずっと不思議だったことを聞いてみる。

「あの、蓮見さんはこの結婚、納得されてるんですか？　そもそも蓮見さんはどうして結婚しようと思ったんですか？」

　私の条件は誤解ではあるものの経済力。だったら蓮見さんの条件はなんだったのか、それをまだ聞いていない。

　お互い条件が一致したからの政略結婚のはず、と見つめている先で、蓮見さんがソファに座る。

　背もたれに寄りかかり長い足を悠々と組む姿はとても絵になっていた。

「二年ほど前から、周りに結婚についてよく聞かれるようになった。今後も独身でいた場合、断りにくい話も持ちかけられるかもしれない。そうなったら面倒だと考えていた時、宮澤社長から春乃の話が出たから丁度いいと受けたまでだ」

　一応は納得のいく説明だったので「なるほど」と頷く。

　蓮見さんほどの立場のある人が面倒だと感じる相手なんてそういないようにも思うけれど、世界は広い。石油王の娘だとか、海外のとんでもないやり手実業家の娘だとか、それこそ、企業提携をより強固のものにするために国を跨またいでの政略結婚だってあり得そうだ。

　石油王の娘との結婚生活は確かに面倒に思う。

　金色のキラキラしたあれこれに囲まれて普通に生活できる人と価値観なんて合う気がしない。

　それと比べたら私は安パイだと自分自身で納得する。

　別に私でなければならない事情はないにしても、それはタイミングがよかったに尽きるのだろう。

　うちは一応しっかりした家柄ではあるし、蓮見さんが結婚の弊害になると判断するような事件は会社的にも個人的にも起こしたことはない。それに、こんな言い方は癪しゃくだけれど、もし関係がごたついてうちが噛みついたところで蓮見さん側からしたら脅威でもなんでもない。

　つまり色々と丁度よかった、それだけだ。

　でも……こうして話していてわかった。

　やっぱり蓮見さんはこの結婚に気持ちは求めていない。本人の口ぶりからもわかるし、それに、そうでなければ〝夫〟は同居初日に家を空けない。しかも半月も。

〝妻〟の私がどうでもいい、これ以上ない証拠だ。

　ならば私も破棄に向けて動き出そうと決意して蓮見さんに視線を定めた。

　最終目的は婚約破棄。それも、できるなら蓮見さん側からの破棄が好ましい。

　いくらこの政略結婚に仕事は関係ないとは言え、こちらからの一方的な破棄となれば、提携の契約内容がうちの会社に不利なものになる可能性があるし、それは避けたい。

　あと、私から破棄して両親にわがままだのなんだのと色々言われる展開も避けたい。

　普段穏やかな両親は、たまに逆らうことを許さないような圧倒的なオーラをまとうから怖いのだ。

「ところで、今後のためにお聞きしたいのですが、蓮見さんはどんな女性がタイプですか？」

　急に踏み込んだ問いをしたからか、蓮見さんはわずかに眉を寄せた。

　そして、しばらく疑惑の浮かんだ眼差しで私を見てから口を開く。

「家庭的だとか献身的ではない方がいい。基本的には一定の距離を保ちたい。ベタベタ触れてくるのは論外だし、感情を見せられるのも面倒だな」

　いっそ人形とでも暮らしたらいいと思いますが、と喉元まで出かかった声を飲み込む。

　そんな絵に描いたような仮面夫婦私は絶対に嫌だと思いながら、先ほどの蓮見さんの好みのタイプを頭の中で復唱する。

　私がさっきのタイプとは真逆の〝妻〟を演じれば、つまり〝家庭的で献身的で、適度な距離感を保てない、ベタベタ触る感情的な女性〟を演じれば、我慢ならなくなった蓮見さんから婚約破棄の言葉を引き出せるかもしれない。

　そんな〝いかにも〟な新婚ごっこは私にもそれなりのダメージがありそうだけど……ここで尻込みしている場合じゃない。

　なぁなぁで暮らすわけにも、同居生活が長引いてそのうちにうっかりほだされるわけにもいかないのだ。

　九月中旬の爽さわやかな風がレースのカーテンを揺らす。

　それをバックに優雅にソファに座る蓮見さんを見て、ひとりメラメラとやる気を燃やしていた。

　一生懸命演じて嫌われて絶対に破談にしてやる。

　同居初日、そう固く心に決めたのだった。










政略結婚の破談の仕方




　未定だとしても、とりあえず今のところ新妻予定の私をひとり残して、本当に蓮見さんは出張に行った。

　それは私としてはラッキーだったのだけれど、冷静に考えてみると疑問が残る。

　普通、誰だって会って間もない初対面の人間を自宅にひとりにするのは防犯の面で不安だ。どこを家探しされるかもわからないし、最悪盗みを働かれる可能性だってある。

　それだけじゃない。貴金属だけでなく、バレたくない趣味だとかそういうものが見つけられる可能性もあるのだ。

　見た目は涼しそうで話し方も淡々としていて、いかにも仕事できますオーラを醸し出していたけれど、案外危機管理ができていないタイプなのだろうか。

　別にアブノーマルな趣味はないけれど、それでも私だったら、信頼関係もなにもない蓮見さんを私の自室に残して出かけたりできない。五分でも嫌だ。

　結果的に私が他人のものを勝手に触ったり探ったりするのが嫌だという性格をしているから蓮見さんは助かっただけだと、そんなことを考えながらお風呂から上がりウオーターサーバーからコップに水を注ぐ。

　初日こそ、勝手にいいのかな、と一瞬ためらったけれど、十一日経った今はもうそんな遠慮は皆無だ。

　それはウオーターサーバーだけでなく、パントリーの中の炭酸水だとか、ティッシュなどの消耗品だとかも同様で、この部屋での生活に気を遣うことがなくなり……つまり、だいぶ慣れてきていた。

　炭酸水だとかティッシュやトイレットペーパーに至るまで、実家で使っていたメーカーとことごとく同じなのも、この部屋に慣れるスピードを後押しした。

　水を飲んでから、携帯を持ちソファに座る。

　そして、もはや恒例となりつつある蓮見さんからのメッセージを待つ。

　蓮見さんが出張に行ってから今日で十一日。

　初日は特に連絡もなかったのだけれど、二日目に蓮見さんからメッセージが届いた。

【なにか困っていることはないか】

　一応、私を気にかけてはくれているらしいメッセージには、特にないと返した。

　そしてその翌日。

【しっかり眠れてるか？】

【もし、気持ちが落ち着かないようならパントリーにカモミールティーが入っている。好きに飲んでいい】

　私の睡眠を心配してくれている内容が送られてきた。

　確かに私は実家以外では寝つきが極めて悪くなるタイプなので、前日はグッスリというわけにはいかなかった。

　ベッドに入ってから一時間以上は寝つけずにゴロゴロしていたと思う。

　カモミールティーは、実家にいた頃、私がなかなか眠りにつけない時に母が入れてくれたハーブティーだったため、懐かしさもあり、蓮見さんの言葉に甘えさせてもらった。

　初日は自分でもどうかと思うほど喧嘩腰だったけれど、こうして私を気にかけてくれている文言を前にしたら、トゲトゲとした気持ちも出てこない。

【今、飲んでます。香りもよくて落ち着きます。ありがとうございます。蓮見さん、普段ハーブティー飲まれるんですね】

【たまに飲むくらいだ。普段、家で飲むのはコーヒーか水、アルコールが多い】

【アルコール、結構飲まれるんですか？】

【味を楽しんでいるだけだから飲んでも一、二杯だな。酔うほどは飲まない】

　この日のメッセージは、七往復した。

　その間、ゆっくりと時間をかけてカモミールティーを飲んだおかげか、前日よりもスッと寝入れたので、一応お礼を言っておくべきかと思い、翌朝蓮見さんにメッセージを送った。

　それが、私から彼に送った初めてのメッセージだった。

【おはようございます。昨日はゆっくり眠れました。ありがとうございました】

【そうか】

　なんとなく、本当になんとなくなのだけれど、たった三文字の返信にガックリした自分に驚き、なにかの間違いだと言い聞かせた。

　その後も、毎日二十二時前になると蓮見さんからメッセージが届くので、その時間前にお風呂を済ませ、カモミールティーを準備し、ソファで携帯をそばに置き待機する……というルーティンができ上がっていた。

【南側の窓は、開けても構わないがロックをかけておけ。十センチ以上開かなくなる。防犯上、在宅時でもひとりの時には基本的には施錠しておいた方がいい】

　四日目、そんなメッセージが届いた時には、八階だから大丈夫だろうと開け放っていた窓をこっそりと閉めた。

【時間が余るようなら、寝室の隣の部屋に本棚がある。どれでも好きに読んで構わない】

　蓮見さんが自室として使っているであろう書斎らしき部屋に好きに入っていいと言われた時には、ドキドキした。

　おかしな趣味でも発見してしまったらと考えると怖かったけれど、〝書斎〟という言葉を具現化したような部屋はどこまでもクリーンでいらない心配だった。

　立派な木枠の本棚に並んでいた本は、仕事関係が六割、小説や画集が四割で、小説のジャンルはヒューマンやミステリーと私の好みと合っていた。

　メッセージの内容は、いつも私の体調や睡眠、生活を気にする言葉から始まり、蓮見さんの出張先の話になる時もあった。

【今日は茶屋街にある料亭で食事をしてきた。三味線や太鼓の音がして、風情があった】

【素敵ですね。小さい頃に家族で行った記憶がありますが、また行ってみたいです。大人になったからこそわかる魅力がたくさんありそうですし】

　私から家の中のことで聞くこともあった。

【あの、お風呂のジェットバスは結構ゴゴゴって音がしてても問題ないでしょうか。気持ちはいいんですが、振動と音がちょっと気になって】

【問題ない。浴室内だから大きく聞こえるだけだ。そのマンションは空調も防音設備も最上級のものを取り入れている。周りへの気遣いは無用だ。あるものは変な遠慮はせずに使え】

　そんな話を、毎日少しずつ交わし……そして、すっかり日常と化した十三日目。

【明日帰る。土産みやげの希望があれば聞いておく】

　蓮見さんからのメッセージを読んだ途端、胸が小さく跳ねた。

　蓮見さんが帰宅する予定に、緊張というよりはときめきのような鼓動を心臓が弾はじき出した気がして首を傾げつつ、出張先についてネットで検索する。

「えっと、なにが有名なんだろ」

　色々と有名なお菓子や特産物が羅列される中から、あまり重たくなさそうなものを選び、メッセージを返信する。

　その後、二、三通やり取りしてから蓮見さんの【おやすみ】を合図にベッドに入る。

　最初は寝つけなかったこの部屋でも、もうなんの問題もなくすぐに寝入ることができるようになっていた。

　同居開始と同時の蓮見さんの出張には、初めは文句も浮かんだものの、今思えばあのタイミングで半月ひとりにしてもらえたのは私的にはよかったのかもしれない。

　まず、部屋に慣れることができたから。

　慣れない部屋で、慣れない蓮見さんとふたりで急に生活を始めるのにはやっぱり少し無理があった。だから、ちょうどよかったのだと今思う。

　蓮見さんとのメッセージのトークルームは、いつの間にか何度スクロールしても初めてのメッセージに辿たどり着かないほど並んでいる。

　蓮見さんが送ってくるのは淡々とした言葉だけれど、それでもそのひと文字ひと文字を打ってくれているのだと思うと冷たいものだとは思えない。あと、案外マメだ。

　そして多分、そこまでおかしい人でもない。

「思わぬ産物とでも言うのかな」

　どこか事務手続き感の漂う、たまに驚くほど短いメッセージのやり取りでも、毎日繰り返せばそれなりに相手との距離は縮まるものなのかもしれない。

　実際に蓮見さんと顔を合わせたのは半月前で、しかも一時間ちょっとだけということを考えると不思議な気分だった。

「どんな感じだったかなぁ」

　蓮見さんの雰囲気や話し方、表情を思い浮かべながら独り言を呟つぶやく。

　明日、どんな顔で会えばいいのかに少し悩みながらも、すっかり慣れた布団に誘われるまま意識を手放した。




　……いや、〝どんな顔で迎え入れればいいのだろう〟じゃない。

　ここ半月毎晩メッセージをやり取りしたせいで少し蓮見さんのことが知れた気がして嬉うれしくなったり、今日久しぶりに顔を見られることを心待ちにしているのはおかしい。

　私はこの結婚を破棄に持っていくために行動あるのみなのだ。

　当初の目的を忘れちゃダメだと考えながら父の会社である〝レイドバッグホームズ〟のモデルハウス受付という仕事をこなしてマンションに戻る。

　スーパーでの購入品が入ったエコバッグを肩にかけ直しながら歩いていると、コンシェルジュのおじ様、国くに木き田ださんが「おかえりなさいませ」とにこやかな笑顔で迎えてくれるのでこちらも笑顔で会釈を返す。

「ただいま帰りました。朝も思いましたが、ネクタイの色、とても素敵ですね」

　国木田さんのオレンジとも黄色とも違うネクタイは、これから紅葉していく葉のようだった。奥深く品のある色味だと微笑む。国木田さんも同じように目を細めた。

「ありがとうございます。宮澤様がよく褒めてくださるおかげで、毎日ネクタイを選ぶのが楽しいです。そのうちにプレッシャーになるかもしれませんが」

「それは申し訳ないです。でも、本当に素敵です。よく似合ってます」

　クスクスと笑いながらエレベーター前で立ち止まり、ボタンを押す。

　この半月、毎日国木田さんと挨拶や短い会話を交わしているうちにだいぶ親しくなれ、それはこのマンションでの暮らしを少し優しくしてくれていた。

　仕事だとしても、毎日〝いってらっしゃいませ〟〝おかえりなさいませ〟と笑顔で声をかけてくれるのはありがたいし、とても嬉しいものだ。

　エレベーターに乗り込み、初日に蓮見さんから渡された部屋のカードキーを取り出した。

「合鍵……合鍵っていうか、合カード？」

　恋人の部屋の合鍵を渡されるというイベントに正直憧あこがれはあったのだけれど、イメージしていたものとは状況もキーの形もかけ離れていて首を傾げたくなった半月前。

　うちの会社もカードキーを扱っているけれど、個人的には手に伝わる重さや感触といった面で普通の鍵が好きだ。

　でも、今はこのカードキーがすっかり手に馴な染じんでしまった。なんだかんだ言いつつも、これはこれで便利である。

　慣れた手つきで玄関をカードキーで開けて入室する。

　十月第一週の月曜日。

　十九時の室内は暗いけれど、玄関先と廊下のセンサーライトがすぐに点灯し視界を広げた。

　蓮見さんは今日の二十時頃帰宅予定なので、当然ながら部屋は私が朝出ていったままだ。

　それでも、これから蓮見さんが帰ってくることを思うと気持ちがそわそわする。

「よし。作ろう」

　この半月で準備していたエプロンをさっそく身に着け、エコバッグの中から食材を取り出し作業台に並べていく。

　白の大理石調の作業台は、うちのお客様からの支持も常に一番だけれど、こうして眺めるとやはり綺麗で人気の高さも頷ける。

「にんじん一本と玉ねぎひと玉に、じゃがいもは……三つでいいかな」

　そもそも蓮見さんの胃の大きさがわからないので、とりあえず多めに作ることにする。余れば明日、私がお弁当に持っていけばいい。

　昨日までは適当に買ってきたもので済ませたりもしていたけれど、今日からはそうはいかない。

　蓮見さんの苦手な〝家庭的な女性〟を演じるにはまずは家事……というか、家事以外思いつかなかったので、中でもダメージの大きそうな手料理は毎日作ると決めていた。

　母に料理を習っておいてよかったと思う。

　正直、仕事を終えてから料理をするなんて腰も気も重いけれどこれも作戦だと割り切り、水洗いしたニンジンに包丁を入れた。




「お、か……えりなさい」

　にっこりとした笑顔であたたかい雰囲気をこれでもかというほど作り出して迎え入れてやろう。半月滞在していた事務的なホテルとのギャップに思わず眉をひそめさせてやる。

　そんな私の計画は、蓮見さんが帰ってきた途端失敗した。

　用意していた明るい声は蓮見さんの顔を見ると同時に喉に引っかかり、笑顔も瞬時に消えた。代わりに発したのは通常よりも小さくてぼそぼそとした声で、そんな自分が嫌になる。

　柄にもなく緊張したせいでやや不機嫌にも聞こえる声で迎え入れられた蓮見さんは、わからなそうに私をジッと見てから「ああ。ただいま」とだけ口にした。

　玄関先で待っていたくせにこんな低いテンションで接してくる私への疑問は、痛いほどにわかった。でも蓮見さんが私に無関心なおかげで追求されずに済みホッとする。

　仮面夫婦も悪いことばかりではないということと、家庭的を押しつけるハラスメントは案外難しいことを同時に思い知った瞬間だった。

　追って、蓮見さんの顔を見てどこかホッとしている自分に気付く。

　やっぱり家主不在という生活に多少の緊張感は生まれていたらしい。

「留守中、変わったことは？」

　出張中はメッセージのみのやり取りだったため、声を聞くのは久しぶりだった。

　一応、蓮見さんからもらったメッセージはすべて頭の中で彼の声で再生されていたけれど、実際にこうして聞くと、実物の方が滑らかで耳障りがいい。

　低く艶のある声に懐かしさすら感じるのは、この半月の間、思いがけず蓮見さんのことを考える時間が多かったからかもしれない。

　でも、それも仕方ないのだ。

　蓮見さんの部屋に住んでいるのだから、思考は自然とそちらに傾く。

　やたらと彼と親しくなった気になってしまうのも同じ理由だ。

「大丈夫です。問題なく過ごせました」

　こうして目を合わせるのも久しぶりだな、と思いながら答えた。感情の見えない瞳は変わらないのに、別に冷たいわけではないと思うのは半月という熟成期間のせいだろうか。

「そうか。荷物は届いたか？」

　洗面所で出張用の鞄かばんから洗濯物を取り出しながら聞かれる。

　初日の様子からてっきり亭主関白タイプかと思っていたので、自分のことを自分でしているのには驚いた。

　二週間分にしては洗濯物が極めて少ないのは、ホテルで都度クリーニングに出していたからだろう。意外と生活力がありしっかりしている。

「荷物というか、さっき大きなベッドが届きましたけど」

　私はキッチンにいたし、業者の人も運び込む部屋や位置を全部蓮見さんから聞いているというので、特に立ち会わなかった。

　荷物が届くと蓮見さんからあらかじめメッセージは届いていたものの、まさかベッドだとは思わなかったので、サインのためのボールペンを持って出ていってから驚いた。

　荷物と言われれば、誰だってポンと手渡される物を想像する。

　薄々勘づいていたけれど、蓮見さんは言葉が足りない節があり、それはメッセージでも健在らしい。

「そうか」

「家事、するんですか？」

　この部屋にはあまり生活感がないので、一応ひと通りある家電はもはやインテリア状態かと想像していた。

　衣服はクリーニングに出して、掃除はハウスキーパーなりに依頼しているのだろうと。

　でも、予想に反して蓮見さんは「する。嫌いじゃないからな」と答えた。

　蓮見さんがリビングに向かうので、私も後ろに続く。

　そんな私を顔半分振り返った蓮見さんがわずかに笑う。めずらしく笑顔を向けられキョトンとしていると「寂しかったのか？」と聞かれた。

「え？」

「ずっと俺の後ろをついてきているだろ。そんなにひとりが寂しかったのか？」

　指摘されて初めて自分が蓮見さんの後ろをずっとついて回っていたことに気付き、一気に恥ずかしくなる。

「違います。ただ、その、妻として迎え入れただけであって……」

　もごもごと言い訳はしたけれど、蓮見さんは信じていないようだった。一度くっと笑ってからネクタイを緩める。

「あの。本当に違いますから」

「ああ。わかった。さっきの話の続きだが、家事に関しては時間の関係もあるし基本的には気がついたところは自分でやって、あとは週に一、二回ハウスキーパーを呼んでいる。そのへんのことも後で説明する」

「……料理は？」

　蓮見さんが料理できる場合とできない場合では、手料理からくるダメージが違ってくる。

　だから、恐る恐る返事を待っていると、蓮見さんはそんな私を不可解そうに見ながら「料理はしない」と答えた。

　それからダイニングテーブルに視線を移し、そこに並んでいる料理を見てわずかに眉を寄せた。

「作ったのか？」

　声色からはそこまでの不満や嫌悪は聞き取れないけれど、意外そうな顔はしているので、反応としてはまずまずだ。

「はい。時間があったので」

　本当は時間のない中かなり無理をして作ったのだけれど、こう答えておいた方が家庭的っぽいだろうと思った。良妻は隙間時間でパパッと作るはずだ。

　今日からの同居生活で私が演じるのは、経済力だけで結婚相手を選びながらも家庭的な雰囲気を好み望む〝宮澤春乃〟。

　あれもこれもと欲しがっている印象は否めないけれど、一応社長令嬢ではあるのでどれだけ矛盾したわがままを言っても蓮見さんは納得するだろう。ついでに呆あきれて婚約破棄してくれたら万々歳だ。

　世間一般的な〝お嬢様〟のイメージには昔から、〝わがまま〟がはびこっているのは嫌というほど知っていた。

「準備しておくので、必要なら着替えてきてください」

　蓮見さんはなにか言いたそうにはしながらも「わかった」と、クローゼットのある寝室に入っていった。

　今日の夕飯は牛肉を使った肉じゃがと、ブロッコリーとエビのサラダ、ワカメと野菜のスープ、それに十六穀ご飯。今後いつでも出せるようにと、常備菜として作ったひじきも並べる。

　これぞ手料理！という私のイメージを具現化した食卓は、仕事後のなけなしの体力を振り絞っただけあり満足のいく出来だった。

〝家庭的〟を望まない蓮見さんは相当嫌がるはずだ。

　栄養バランスを考えたメニューは精鋭揃いだけれど、中でも肉じゃがは牛肉派か豚肉派でわだかまりを残せる可能性もある。これ以上ないベスト選択だ。

　だから、食卓についた蓮見さんに笑顔で〝おかわりありますからね〟と告げるプログラムは、〝おかえりなさい〟同様に直前に恥ずかしくなり失敗したものの、そんなのはたいした問題ではない。

　手を合わせ「いただきます」と言う私を見た蓮見さんは若干の間の後、私の手前、同じようにした。

　きっといちいち手を合わせるのも挨拶するのも面倒だと思ったのだろう。

　繰り返すようだけど、メニューは精鋭揃い……とはいっても、考えてみれば、手料理を家族以外に振る舞うのは初めてだ。

　おかしな味覚はしていないと思う。でも、やっぱり蓮見さんの反応は気になった。

　盗み見する先で、蓮見さんが肉じゃがを口に運ぶ。

　ドキドキしながらも反応をうかがっていると、蓮見さんは目線を料理に向けたまま「うまいな」と呟いたので、嬉しさから箸を持っている手に自然と力が入ってしまった。

　これは嫌がらせだけど、それでも手間をかけて作った料理を美味しいと言われるのは嬉しいに決まっている。

　味を認められ安心すると一気に気分が上昇するので、口元がにやけないように意識した。

「料理はいつ習ったんだ？」

　食事をしながら聞かれる。

　蓮見さんを見たけれど視線はぶつからなかった。

「中等部に入った頃に母に教わりました。それまでお米のとぎ方も知らなかったので、それなりに作れるようになるまでだいぶ時間はかかりましたけど」

「その頃になにか心境の変化でもあったのか？」

　突っ込んだことを聞かれ、チラッと蓮見さんを見る。

　でも彼はいつものように淡々として見えたので、きっと深い意味はなかったのだろうと判断した。

『お母さん、料理教えて』

　中等部から帰宅するなり私が並々ならぬ決意を持って言ったのは、一年生の五月頃。

　授業の調理実習でみじん切りをしていた時、うっかり左手の人差し指を切ってしまい四針縫う怪我をしたことがあった。

　その翌日登校すると私の怪我はちょっとした噂になっていて、しかも、そこには〝やっぱりお嬢様だから料理なんてしたことないんじゃない？〟というような余計なものがついて回っていたので、頭にきて……という流れだ。

　事実そうだったから、だからこそそのままでいるのは嫌だった。

　自分の負けず嫌いな部分は後から考えると面倒だとも思うけれど、おかげで、次の調理実習では即戦力になれたし今だってこうして料理を作れているのだから、役に立ってもいる。

　それをそのまま説明しようとして、ハッとした。

　蓮見さんとはそんな思い出話をする間柄ではないと思い出したからだ。

　この半月のメッセージのせいで、明らかに蓮見さんへの対抗意識が抜け落ち、親近感を抱いてしまっている自分に気付いて気を引きしめる。

　早々に婚約破棄に持っていく予定なのだから、思い出話を仲よく共有する必要はない。

「なにも。ただ、なんとなくです。でも、これから毎日夕飯は私が作るので、外で済ませてくる日は連絡してください」

　望んでもいない手料理を毎日作られる上、いらない場合は要連絡。

　今までの蓮見さんの生活になかったルールはさぞかしうっとうしいはず。

　もうここで婚約破棄宣言してくれても構わないけれど……と思いながら見ていたのに、蓮見さんは表情ひとつ変えずに「わかった」と返すだけ。

　またしても不発感が否めない中、ふたりで「ごちそうさまでした」と食事を終えたのだった。




　ドライヤーを切ってからリビングに戻る。

　だいぶ照明の絞られたリビングダイニングに、先にお風呂を済ませた蓮見さんの姿はなく、本当はずっと頭の中から消えない疑惑が主張し出す。

　その疑惑が生まれたのは、今日帰宅後、宅配業者が来てからだ。

　大きな段ボールをいくつも持ってきた業者が組み立てたのはキングサイズのベッドだった。

　うちの両親が使っているサイズと同じだから間違いない。

　そして、そのキングサイズの代わりに引き取っていったのは昨晩まで私が使っていたダブルサイズ。

　それを肉じゃがを煮込みながら眺めていた時から、疑問はあったのだ。

　この家には、寝室って実はひとつしかないんじゃないかって。

　半月前のルームツアーでも、蓮見さんは残りのふた部屋について、ひとつは書斎、もうひとつは今のところ使い道はなく物置状態だと話していた。

　でも、私はてっきり物置状態の部屋にもうひとつベッドがあって、蓮見さんはそちらで寝るものだとばかり思っていたのだけれど……それだと、あのキングサイズに説明がつかない。

　いくら〝ロータステクノロジー〟の御曹司でも、キングサイズにひとり寝はしないだろうし、普通に考えるとあれにふたりで寝るのが……いやいやいや。

　ありえない。普通に考えて早すぎる。

　半月前が初めましてで、しかも蓮見さんはすぐ出張に行ったので、ふたりで過ごした時間はトータル五時間にも満たない。入籍だってまだなのだ。

　勝手に用意した夕飯をおかわりまでしてくれたのはちょっと嬉しかったけれど。メッセージで確かに距離は縮まってしまったけれど。

　私の〝おかえりなさい〟を無視せずに〝ただいま〟と返してくれたり、きちんと〝ごちそうさま〟と言ってくれたのも胸にじんわりときたけれど。

　だからってお互いのことだってほぼ知らない状態でそんな……ねぇ。

　ありえない、と思いながらも寝室を前に動けない。だって、私と蓮見さんは一応〝夫婦〟の予行練習中なのだ。

　そして普通、〝夫婦〟はそういうことをするものだ。

　……誰かに相談する？

　でも、内容が内容なだけに家族には言えないし、この状況を知る友達もいない。一から説明する時間は今はない。

「ソファで寝落ちしたふり……は、だらしないし」

　母の『ソファは寝る場所じゃないわよ』という、穏やかながら厳しい声が聞こえてきてふるふると首を振る。女性としてそれはダメだと教えられてきたし、母の目がないからといって約束は破れない。

　蓮見さんがどういうつもりなのか測りきれなくて、ドアの前で腕を組み仁王立ちして少しが過ぎた時、中からドアが開き、ビクッと肩が跳ねた。

　現れたのは当然蓮見さんで、襲いかかられたらどうしようと怖気づく心臓がドッドッと緊張の音を鳴らしていた。

「上がってたのか。遅いから倒れでもしているのかと思った」

　真顔で言われる。

　一応、心配してくれたのかな？と思ったけれど「面倒なことになっていなくてよかった」と続いたので、言おうとしていたお礼が引っ込んだ。

　これは政略結婚で気持ちなんて伴っていないのだから、心配しなくて当然ではある。お互いに無関心が鉄則なのもまぁ、わかる。

　……にしても、それ以前にやっぱり蓮見さんの言い方にはデリカシーというか人の心がなさすぎるようには思うけれど。

　蓮見さんが寝室に戻るので、ひとりで内心ぶつぶつ思いながらそれに続く。

　寝室の明かりは、壁についている小さな照明だけ。パジャマを取りにきた時も強引に視界に入れないようにしていたベッドは直視するとやっぱり大きくて、目を逸らしたくなった。

　それらしい雰囲気が少し漂っている気がして心臓がそわそわする。

　あまりの緊張に、もういっそ、するつもりなのかそうじゃないのかはっきり宣言してほしいとすら思った。

「荷物」

「えっ……え、荷物？」

　張り詰めた空気の中、話しかけられ異常に驚くと、蓮見さんは不思議そうに聞く。

「荷物、まだ運び入れていないのか」

　私の服が三、四枚しか収納されていないクローゼットを見たのだろう。

「あ、はい。その、仕事もあるので」

　もごもごとごまかしていると、蓮見さんがベッドに座るので、もう我慢できずに直接聞こうと口を開く。

「あの、念のため聞きますが、このベッドで眠るのは誰ですか？」

「俺と春乃に決まってるだろ」

　即答される。

　驚いたのは、蓮見さんが〝なにを当たり前のことを〟とでも言いたそうな顔をしていたからというのもあるし、その態度があまりに普通だったからだ。

　そういう、いやらしさというか下心をまるで感じさせない返答に、ああそうかとようやく納得がいく。

　同じベッドで眠るイコール体の関係というわけじゃない。

　仮にも夫婦予定なのだから、同じベッドで眠るくらい普通だ。

　私が勝手にふしだらな想像をしていただけなのだとわかり、なんだかひとりで恥ずかしくなりながら「ですよね」とぽそりと言い、蓮見さんとは逆サイドからベッドに入る。

　同じベッドでも、これだけの広さがあれば二枚の布団で寝ているも同然だ。振動は伝わるにしてもそれくらいは我慢できる。

　ただ心配なのは自分の寝相の悪さだった。

　私は寝相がひどくてシングルだと必ずと言っていいほど床に落ち、小さい頃二度ほど鼻血を出した経験があるので、中等部から両親にダブルサイズを与えられていた。

　ちなみに寝相の悪さは母譲りなので、そういった理由から両親はキングサイズを使っている。

　だから、大きなベッドは助かると言えば助かるのだけれど、それにしても広い。

「蓮見さんって、相当寝相が悪いんですか？」

　ふたりで寝るとはいえ広すぎる、と思い言うと、携帯でアラームを設定していた蓮見さんが眉を寄せて私を見た。

　非難している目だった。

「寝相が悪いのは春乃だろ。それを考慮するとふたりで寝るにはこのサイズが妥当だ」

「え……」

「悪かったな。結果的にせっかく前のベッドに慣れた頃に新調することになった。本来なら春乃がここに来る前に届く予定だったが、店側に不備があったらしく今さらになった」

「あ、いえ。蓮見さんのせいじゃないですし」

　私の寝相の悪さを誰から聞かされたのかが気になったものの、話題が流れて聞きそびれる。

　蓮見さんはそんな私を不思議そうに見た。

「それなら、その顔はどうした？　不満そうに見える」

　指摘され、目をしばたたかせる。

　不満……に思っていることはないけれど、もし顔をしかめていたのなら理由に心当たりはあったので、上半身を起こしたまま目を伏せた。

「いえ……その、同じベッドに入ることに少し違和感を抱いていただけです」

　ベッドの上。私と同じように上半身を起こしている蓮見さんからの視線を隣から感じた。

「違和感？」

「はい……その、だって、蓮見さんは同居開始と同時に半月も家を空けてたから、こうして同じ空間で会話をするのだって久しぶりですし、会話した時間は初日と合わせても二時間にも満たないと思うんです」

　しかも初日はほとんどこの家の取扱説明書だった。

「だから、ちっとも夫婦らしいことはしていないのに同じベッドで眠るのが不思議というか……」

　仮面夫婦だって同じベッドでくらい寝る。

　頭ではそう思ったけれど、実際に同じベッドに入ってみたら違和感がすごかった。

　嫌ではないにしても……とにかくすんなりとは受け入れられないなにかがある。

　それはきっと、蓮見さんと過ごした時間があまりに少ないからだろうと私なりに推理して言うと、蓮見さんは「夫婦らしいことか」と呟くように繰り返した。

　彼の声で発された言葉を聞いてから、恥ずかしい発言をしたことに気付いて慌てて隣を見た。

「違います！　その、そういう意味じゃ――」

　不自然に声が止まったのは、蓮見さんに押し倒されたからだった。

　厚みのあるマットレスのスプリングがギシッと音を立てたと思った次の瞬間には蓮見さんに組み敷かれていて、状況についていけていない私は瞬きを繰り返すしかできない。

　絞った照明により顔に影ができた蓮見さんが、数十センチ上から私をジッと見つめる。

　ずっと無感情だった蓮見さんの瞳がオレンジ色の照明を受け光っていて、その中に映る自分にドキッとした。

「こういう意味じゃないのか？」

　視線が重なったまま、ゆっくりと問われる。

　彼の瞳に熱がくすぶって見えるのは気のせいだろうか。

　涼しそうな綺麗な顔をしているのに、その眼差しだけは情欲の色を浮かべていて、じりっと焼かれたように胸のあたりが苦しくなった。

　現状がうまく把握できずに戸惑うことしかできない私をしばらく見つめていた蓮見さんがふっと笑う。

　彼の、挑発と色気が同居したような笑みに目を奪われる。

　まずい、と直感が知らせたのは、ただピリピリと張り詰めていただけだった緊張にわずかな甘さが加わったことに気付いたからだった。

　そして、蓮見さんの艶っぽい眼差しに足をとられ、逃げ出すタイミングを失った自分に気付いたから。

　蓮見さんが放つ圧倒的なオーラに、ベッドに貼はりつけられているように感じた。

　身動きがとれないのに、心臓だけがうるさい。

「春乃の言う通りだな。結婚するなら同じベッドで眠るのも、体を重ねるのも当然だ」

「違……っ、本当にそういう意味じゃなくて……」

　頬に触れられ、ビクッと体がすくむ。

　触れる手は優しかったのに大おお袈げ裟さに反応したのは、蓮見さんが私に触るのは初めてだったから。

　そんな私を笑った彼は、意地悪に口の端を上げた。

「こういう意味じゃないのなら〝新婚ごっこ〟だとか〝ままごと〟をするためにここに来たのか？　春乃がそうしたいなら付き合ってやらないこともないが……〝お嬢様〟には刺激が強すぎたか」

　くっと喉で笑われ、それまで思考すべてを覆っていた戸惑いが飛んでいく。

　どうせこの婚約は破棄になるのだから、ここで変な意地を張って応戦する必要はない。私は好きでもない相手とそういうことをするつもりはないとはっきり突っぱねればいいだけだ。

　冷静な自分がそう叫ぶのに、カッとなった頭にそんな声は届かない。

　ここで引くのは私の負けに思えた。

　自分の悪い部分だとどんなにわかっていたって、一度ギアが入ってしまったら最後、もう止まれないのだ。

〝お嬢様〟だとか〝社長令嬢〟は、昔から私のストッパーを一撃で破壊する呪いの言葉だった。

　それでも、祖父の言いつけを守り沈黙に徹することもあるけれど、負けず嫌いな私にはそれができないことも当然あり……今は後者だった。

　挑発の意味で〝お嬢様〟と口にされた以上、黙ってなんていられない。

「蓮見さんの方こそ、出張だとか言い訳して早々に家を空けていたので逃げたいのかと思ってました」

　ジッと見上げて言った私に、蓮見さんはわずかに驚いた顔をした後、笑う。

「口が減らないな」

「私は最初からそのつもりでしたし覚悟もしてますから」

　決して口先だけじゃないと睨にらんでいると、蓮見さんの手が私の前髪を頭に撫でつけるので、その仕草に内心ドキドキする。

　ひどく優しい手だった。

　私と蓮見さんの間にはなんの感情もないのに、雰囲気が甘く色づいている気がした。

　湿度が上がったしっとりとした空気に勝手に息が上がっていく。

　蓮見さんが甘やかすように私の耳や首筋に触れるので余計だ。

「経験は？」

「ものすごいあります」

　見栄を張った私に気付いてかそうではないのか、蓮見さんは「それなら多少手荒にしても大丈夫か」と静かに目を細める。

　手荒ってどんな……？　まさかと思うけれど痛いやつ……？と内心焦る。

　正直、立っていたら確実に後ずさっていたし、今だって緊張でどうにかなりそうだ。

　それでも負けたくない一心で目を逸らさない私に蓮見さんがゆっくりと近付く。

　そっと触れた唇に、心臓がドコドコと暴れていて飛び出してきそうで気が気じゃない。

　そんな、キスに集中できない私を注意するように蓮見さんの舌が私の唇をなぞる。

「春乃。口」

　……無理だ。無理。

　こんな大人なしっとりとした空気なんて初めてで、視界も思考もぐるぐると回りっぱなしだった。私が微動だにできない間も、キスを続ける蓮見さんに焦ることしかできない。

　これ以上耐えられる気がしなくて、悔しいけれど〝もう無理〟と白旗を上げようとしたところに、蓮見さんの舌が入り込んできて頭が真っ白になった。

　重なった舌がわずかな水音を立て、一気にパニックになる。

「ん……っ」

　咄とっ嗟さに蓮見さんの肩を押したのに、びくともしないどころかより深く唇が重ねられる結果となり、呼吸する隙間もないほどしっかりとお互いの唇が合わさっていて息苦しい。

　他の抵抗を試みようとしても、咥こう内ないを撫でる舌のせいで集中力が持っていかれ、次第にキスを受け入れるだけでいっぱいいっぱいになる。

　好きでもない人とこんなキスをしている自分も、嫌悪感を抱かない自分も信じられなくて混乱しているのに、それを蓮見さんの舌が拭って、甘さを植えつけていく。

「ふ、ぅ……っ」

　私の顎を固定した蓮見さんに執しつ拗ように唇を重ねられ舌をからめとられているうちに、ぞくりとした感覚が体に走り視界がとろけ出す。

　わずかに感じる、蓮見さんのシャンプーの香り。おでこに落ちる私とは違った黒い髪。

　思考回路がろくに働かなくなると代わりに五感が冴さえるのか、キスの合間に漏れる蓮見さんの吐息だとか、なぞるように触れてきた時の唇の感触だとか、色々なものが伝わってきて、もっと、と思う。

　頭の隅っこでは、付き合ってもいない人とこんなこと……！と叫ぶ自分がいるのに、その声がどんどん遠くなり、目の前の蓮見さんに夢中になっていく。

「ん……あ、ぅ……っ」

　パジャマの裾から入ってきた手がお腹のあたりを撫でる。

　直に肌に触れられても嫌悪感どころかじわじわとした気持ちよさを感じ取ってしまう自分に気付き、ああもうダメだ、と思った。

　だって無理だ。

　こんなむせ返るような色気を漂わせる蓮見さん相手に自我を保てる人なんてきっといない。

　蓮見さんの手が、肌の感触を確認するように私の体をゆっくりと這い上がってくる。

　そこから感じるくすぐったさが気持ちよくて流されていたけれど、あることを思い出して勢いよく胸を手で隠した。

　突然、両手を胸の前でクロスさせた私に、蓮見さんはわずかに片眉を上げた。

「なんだ」

「あの、下着が……その、寝る時用のもので」

　もちろんこのまま眠るつもりだったし、頭の隅にあった〝もしや一緒に寝てそういう展開になるのだろうか〟という疑惑をかき消すためにも、下着はいつも通りナイトブラを着けている。

　胸の形を崩さないためとは言え、一見スポブラにも見えるナイトブラを見られるのはさすがに恥ずかしい。

「それのどこに問題がある」

「恥ずかしいですし、その、本気のやつじゃないのでまた別日に……」

「どうせ脱がすことになる。なんの問題もない」

　真面目な顔で言われ言葉を失っていた瞬間、胸を隠していた腕をひと括りに頭の上で押さえつけられる。

　私の両手を片手でやすやすと拘束した蓮見さんは、もう片方の手でパジャマのボタンを外していく。

「や、蓮見さん……っ」

　抗議の声をあげようにも、距離を縮めた蓮見さんが耳に舌を這わせるせいで、気を抜くと甘い色が混ざってしまいそうだ。だから思いきり口を引き結んで耐えていたけれど、再び体を這いだした手にナイトブラの上から胸に触れられればそうもしていられない。

「蓮見さんっ、本当に恥ずかし……んんっ」

　話し出した途端に口を塞がれる。きっとキスした意味は〝うるさい黙ってろ〟で間違いないと思うのに、その口づけがあまりに優しく甘いせいで、文句まで溶かされていくようだった。

「は……ぁ、ん」

　舌同士が触れ合うのが気持ちよくて、いつナイトブラが上にずらされたのかもわからなかった。気付けば、蓮見さんの指が胸の先をくすぐるように撫でていて、体の奥に痺れるような感覚が生まれていた。

　手の拘束はいつの間にかなくなっていたけれど、散々指先でいじられたそこに舌を這わせられたら、もう力強く抵抗なんてできない。

「ん……んっ」

　与えられる快感に声を押し殺し耐えていると、背中に回った手がパジャマのズボンの中に差し入れられる。お尻に触れられ身をよじると、それを咎めるように下着のクロッチ部分を指先で撫でられた。

「あっ……」

　思わず腰が跳ねた私を気にするでもなく、蓮見さんは脇腹に唇を這わせながら指を動かす。脇腹や腰に吸いつかれるわずかな痛みと、下着の上から敏感な部分を撫でられるせいで生まれる快感とが一緒に襲ってきて困惑する。

「あっ、あ……っ、ダメ……っ」

　下着の中まで入ってきた指先から作り出される快感が怖くて、なんとか逃げようとシーツを蹴るのに、蓮見さんは止めてくれる気配を見せない。

　それどころか、大丈夫だと言わんばかりに指はそのままに唇を合わせてくる。

　ただでさえ呼吸が浅くなっているところにキスされて苦しい。それなのに体は喜ぶみたいに蓮見さんの舌を受け入れていて、気持ちと体のちぐはぐさに戸惑う。

「ん……っ、蓮見さ……っ」

　私の意地も見栄もなにもかもを溶かす甘い雰囲気に溺れ、助けを求めるように手を伸ばす。

　縋すがりついた私に気付いた蓮見さんが小さく笑ったのが、キスしながらでもわかった。

　一方的に快感を与え続けた彼がようやく重なってきた頃には、もう理性は残っていなかった。




　完全に雰囲気に流されたわけだけれど、終わってみれば蓮見さんはすごく丁寧だった。

　丁寧というのはもちろんあるにしても、きっと巧かったのだと思う。

　先を急がずにじっくり探ってくる指先だとか、柔らかく触れる舌だとか、合間に何十回とされたキスだとか……すべてに余裕が感じられたし、実際にそうだったのだろう。

　私はされるがままで、与えられる快感すら持て余し途中からはわけがわからなくなっていたほどだったのに蓮見さんは終始落ち着いていたように思う。

　こういうことの偏差値は肌を合わせればわかると誰かが言っていたけれど、それは本当だと悟る。

　経験は、蓮見さんの方が断然多い。

　私がそれを身をもって知ったように、私の自己申告した経験値は嘘だと蓮見さんにももうバレたはず……と悔しさとバツの悪さを感じながら布団の中でもぞもぞしていると、後ろから伸びてきた腕に抱き寄せられる。

『それなら多少手荒にしても大丈夫か』

　始まる前はそんなことを言って脅かしたくせに、時間をかけて丁寧に私を扱った蓮見さんはこのまま情事後のケアもするつもりでいるのか。

　まだ熱の残る腕が甘やかすように抱きしめてくるので、それが気持ちよくて意識が眠気に沈んでいきそうになった。

　疲労感も蓮見さんの腕の重みもこもったままの熱も、全部が心地よくてうとうととしかけ、ハッとする。

　ベッドからすぐに抜け出しパジャマを羽織った。

「春乃？」

「シャワー浴びて寝るので、蓮見さんは先に寝ててください。おやすみなさい」

　早口に伝えて寝室を出る。

　危ない。うっかり体どころか心まで許すところだった。

　私の負けず嫌いが発動したせいで結果的に関係は持ってしまったけれど、ほだされるつもりはない。

　あれは、あくまでも性欲をぶつけるだけの行為であって、愛も恋も関係ないのだから私と蓮見さんの間にピロートークなんて甘ったるい時間は必要ないのだ。

　割り切らないと。

　あんなの売られた喧嘩を買ったまでのことで、たいしたことじゃないのだと、未だ甘い熱を引きずったままの自分に言い聞かせる。

　パジャマを脱ぎ、今日二度目のシャワーを浴びる。ついでにまだお湯を張ったままの湯船につかり大きく息をついた。

　……体が熱い。

　まさか自分が好きでもない人と体を重ねても抵抗を感じないタイプだとは思ってもみなかった。

　今まで恋人以外としたことなんてもちろんないし、こういう行為は愛情あってこそだとも思っていたのに……。

　蓮見さんとしたさっきのがこれまでで一番気持ちがよかったなんてどうかしてる。

『春乃』

　私を呼ぶ低く艶めいた声には愛情なんて含まれていないはずなのに、確かにそれと近いものを感じたのなんて、とろとろに溶けきった脳が原因で起こった幻聴だ。

　私を見つめる真剣な瞳にも、大事なものを扱うように触れる指先にも、特別な感情なんてものは一切込められているはずがないのだから。

　全部全部、幻覚だ。

「はー……しっかりしなくちゃ」

　蓮見さんから婚約破棄の言葉を引き出さなくちゃならないんだから。

　独り言を呟いても火ほ照てった体の熱はなかなか冷めなくて、大きなため息だけがお風呂に響いていた。




　ひと晩寝ればあんなのもうなかったも同然だ、と割り切れる性格ならよかったな。

　うっかりするとそんな弱気が顔を出すので、頭を振って気を引きしめる。

　というか、早々に関係を持ったおかげで、今後いつ襲われるかとそわそわする必要がなくなったぶんむしろよかったとも考えられる。

　つまり計画は順調だ。

　ただ、ああいうことが久しぶりだったから気持ちが昨夜の出来事にずるずる引きずられっぱなしなだけだ。

　……それでもやっぱり、関係を持ったのは早まったかもしれない。

　そんな後悔がどうしても消せない中、朝食作りに励んだ。

　正直、朝は得意じゃないし情けないことにこれまでの二十四年間で自分で朝食を作ったことはない。

　しかも昨日のアレコレの疲れも残っている中、それでも根性で早起きしたのは、幸せな家庭は手作り朝食から始まると考えたからだ。

　蓮見さんが苦手と挙げた〝家庭的〟には、夕飯と同じくらい朝食も重要だ。

　トーストを焼き、イチゴジャムとバターを準備。パックのコーンスープとハムエッグにサラダ。

　全然引いてくれない眠気と、朝からキッチンに立つという慣れない行為に若干うんざりしながらも並べたそれらを、蓮見さんは黙って完食していた。

　そこまで嫌がっている様子は見られないものの、喜んでいるようにも見えないので、作戦は失敗ではないのだと思う。

　食器洗いはサボり、食洗器に放り込んでから歯磨きをするために洗面所に行くと先客があった。

　洗面台の前でネクタイを締めていた蓮見さんは、チラッとだけ視線をこちらに向けてからすぐに鏡に戻した。

「もう終わる。少し待ってろ」

　重なった視線に私はドキッとしたのに、蓮見さんはそんな様子も見せずに淡々と言うので、なんとなくムッとする。

「……はい」

　朝食の場でも思ったけれど、昨日の今日でこうして目が合ったり話したりするのは、私は気まずい……というか、気恥ずかしい。

　散々乱れた自分を知っているから余計に。

　これが恋人だったら照れながらもにこやかに甘い雰囲気を楽しめるのだろうけれど、私たちは違うので、うまい立ち振る舞い方がわからない。

　そんな私の悩みなんて知る由もない蓮見さんの涼しい横顔を眺める。

　背筋が伸びていて姿勢がいい。

　昨日までの半月は当然朝起きてからもひとりだったので、こうして蓮見さんがいるのは不思議な感覚だった。

　それでも、この部屋にふたりきりという状況に違和感や緊張をもう抱いていないのは、毎晩交わしたメッセージと昨日のことが原因かもしれない。

　直接的な〝夫婦らしいこと〟は、そんなつもりはなくとも、確かに蓮見さんとの距離を縮めていた。

　肌を合わせれば相手のすべてがわかるなんてことはないけれど、伝わるなにかはあるのかもしれない。

　昨晩、蓮見さんは情事の後、いったいどんなつもりで抱きしめてきたのだろう。

〝夫〟としての義務感からだとしたら……と考え、胸の奥がザラッとした。

「そういえば、仕事は続けるのか？」

　すぐに〝仕事〟なんて話題を出した蓮見さんに眉を寄せそうになりながらも頷く。

「はい。続けます」

　当たり前だというトーンで答えたものの、蓮見さんからしたらもうこのまま結婚するつもりでいるのだろうし、私が家庭に入ると思っていたのかもしれない。

　私は〝経済力〟で結婚相手を選ぶような人間だと思われていることを考えればそれも当然に思えた。

　わざわざ経済力で夫を選んでおきながら自分も働き続ける女性は、たぶんそう多くない。

　……というか、蓮見さんは本当に今みたいな結婚生活でいいのだろうかと疑問を抱く。

　好きでもない相手と寝起きをともにして、食卓を囲み、体を重ねて、そこになんの意味があるのだろう。それをこの先五十年、六十年続けるのかと思うとゾッとした。

　無の時間が続くだけの地獄だ。

　激動の人生を歩みたいわけではないにしても、私は、穏やかな波に心地よく揺られながら過ごしたい。

　Ｙシャツ姿の横顔を見ながら、そんな味気のない淡々とした生活を希望している蓮見さんっていったいどんな人なんだろうとふと疑問が浮かぶ。

　考えてみれば、彼のことは未だよく知らない。

　とりあえず、すぐに出張に行ったことを考えると、他人が家にいても気にならないタイプなのは確かだ。

　神経質に見えるしパーソナルスペースを気にしそうなイメージを持っていただけに意外だった。

「まぁ、仕事は好きにすればいい。ただ、仕事の後昨日みたいに夕食を作るのは大変だろうから、適当にデリバリーを頼んでもいいし必要ならハウスキーパーに……」

「いえ。問題ないのでお気遣いなく」

　手料理地獄で音を上げてもらう計画でいるのだから、そういうわけにはいかない。

　強く拒否してから、洗面台の鏡の下の方にぶら下がっている歯ブラシホルダーに気付いて眉を寄せた。

「あの、これは……」

　そこには入れておくだけで除菌される歯ブラシホルダーがある。

　それは同居初日の日曜日からあったのだけれど、蓮見さんの黒い柄の歯ブラシの隣に、今まではなかったピンク色の歯ブラシがぶら下がっていた。

「必要だろうからこちらで用意した。今使っている旅行用のものよりいいだろ。どうしてあれで事足りると思ったのか理解に苦しむ」

　私はここに来てから旅行用の歯ブラシを使っていた。

　確かに家で旅行用歯ブラシを使い続けるのは私だって理解に苦しむ。

　でもそれはすぐ帰るし、という考えからで意地にも近かったのに……まさか用意されるとは思わなかった。

　仲よく並ぶ歯ブラシがなんとなくそれっぽく見えて気持ちが重たくなる。

　政略結婚なのに歯ブラシを並べる蓮見さんがおかしいのか。

　それともそんなところにまで〝いずれ結婚したら〟なんて夢を抱いていた私がおかしいのか。

　文字通り他人なのに、寄り添う歯ブラシが滑稽に見えて仕方なかった。










コンプレックス




『宮澤は特別。私の憧れで、一番の友達』

　そう笑ったのは、高等部の一年の頃仲がよかったクラスメイト。

　中等部ではなんだかんだと〝社長令嬢〟と一線引かれることが多かったから、そんな風に言ってもらえてすごく嬉しかった。本当の友達になれたと思った。

　そんな矢先、放課後の廊下で彼女の声を聞いた。

『だって、宮澤、相当な令嬢でしょ？　性格悪いとかはないけど、普通に友達にはなれないでしょ。なんでも持ってるし、常に前を向いててステージが宮澤だけ違うっていうか。だから、戸と村むらくんくらいは私がもらってもいいと思うの。戸村くんだって、話してみたら宮澤のことうっとうしいって言ってたし』

　教室の中で『うわー、ひどーい』という誰かの声が続いたけれど、言葉だけでトーンは楽しそうに弾はずんでいた。

　ショックだった。友達だと思っていた彼女の発言も、当時付き合っていた戸村くんが彼女に私をうっとうしいと話したことも、目の前が霞かすむほどショックだった。

　中等部の頃から付き合い続けていた戸村くんに確認したのは、〝そんなわけないだろ〟と笑って否定してほしかったからだ。一カ月ずっと抱えたまま消化できなかった不安を拭ってほしかったから。

　でも、返ってきたのは肯定だった。

『ごめん。なんていうか、歩幅が合わないんだよ。春乃はいちいち立ち止まらせたがるから。よく、道端に咲く花に目を留める人、とか比喩があるけど、まさにそれなんだ。俺がどうでもいいと思ってる色々なものをいちいち気に留めて俺の腕を引っ張るから……正直、うっとうしいんだ。付き合ってみてわかったけど、春乃ってやっぱり令嬢なんだなって思うよ。色々な場面で、俺とは違う』

　心底嫌そうな顔でそこまで言われたら、私だって落ち込む。

　友達には裏切られ彼にも振られ、そこからしばらく他人と接するのが怖くなり、ブラコンに磨きがかかった。

　立ち直りが悪い方ではないため、数カ月もすれば色々割り切れ新しく好きな人もできたけれど。

　独特の閉鎖感のある当時の学校の雰囲気。聞こえるか聞こえないかのボリュームで囁ささやかれる『別れたらしいよ』という陰口。私が悪いと、非難するような眼差しを向けた戸村くん。

　定期的にそれらが脳裏に思い出され、嫌な気持ちになるのは、私がその過去をしっかり吹っ切れていないからだ。

『歩幅が合わないんだよ』

『春乃ってやっぱり令嬢なんだなって思うよ。色々な場面で、俺とは違う』

　その一件は、それまで以上に、〝お嬢様〟だとか〝社長令嬢〟という言葉に敏感になる出来事となった。




「個室タイプのホルダーならセーフかな。ブラシ部分がくっつく可能性があるのは家族以外……いや、パートナー以外は気持ち悪さが勝つ」

　昼休みの社食。

　隣に座った同期の白しろ崎さきがコンビニ弁当を食べながら言う。

　ちなみに、私が社食で頼んだ和定食を食べ終えそうなところに白崎がコンビニ袋片手に現れたので、私の食事はもう済んでいる。

　けれど、隣で食事をする白崎をひとり残し席を立つのもためらわれ、白崎とは気軽に会話ができることもあり、彼が食べ終わるまでは付き合うことにした。

〝レイドバッグホームズ〟本社の社員は百人強。

　六階建てのビルにはそれぞれ部署が入っており、二階が社食などの休憩スペースとなっている。

　七十ある席の埋まりは半分程度。営業やアフターサービスなど外回りの仕事がある部署は外で済ませる人も多いため、社食が満席となることはほぼない。

　本社ビルの隣のスペースにはモデルハウスが二棟建っていて、そこの受付が私の仕事だ。

　モデルハウス内の掃除から始まり、日中の来客受付、モデルハウス内の案内、お茶出し、資料送付、他にも細かい作業が多いけれど毎日楽しく働いている。

　制服はグレーのベストとスカートに白いブラウス、そして首元にワインレッド系の幾き何か学がく模様のスカーフ。髪は気分次第でまとめたり下ろしたり色々だ。

　土日祝日は来客が多くとても忙しい。なので休暇を取るにしても可能な限りそこは避けていて、そんな私を知っている白崎は、半月ほど前の土日の有給取得がずっと不思議だったらしい。

　母に政略結婚の話をされ、翌日から蓮見さんの部屋で同居を始めた、九月半ばの土日。あれからもう半月以上が経つなんて信じられない気分だった。

　白崎からその有給について社食で顔を合わせた時思い出したように聞かれ、もろもろと説明して今に至る。

　ちなみに白崎は営業部で、高身長高学歴の持ち主だ。ツーブロックの髪に、やんちゃそうな顔立ちは、学生時代相当遊んでいたのだろうと誰もが想像がつく風貌で、性格も明るく軽いので社内では人気がある。

　私はワイルド系よりも、凛り々りしさのある美形の方が好みなので白崎には恋心が動かない……と、そこまで考えたところで頭の中に蓮見さんの顔がポンと浮かんでくるので慌ててふるい落とす。

　ついでに紐ひもづいて浮かび上がりそうになった昨夜の情事も脳内から叩たたき落とす。

　別に蓮見さんは好みじゃない。顔立ちうんぬんではなく、政略結婚できる思考の持ち主という点でありえないし、わかり合えない。価値観の完全なる相違だ。

「なるほど……確かにブラシ部分がくっつくのは嫌かも」

〝ブラシ部分〟の接触は恋人以外無理だという白崎の主張に納得する。

　私も、父の歯ブラシとくっついていたら、捨てはしないにしても少し念入りに水ですすいでから使う。

　親子関係は良好だけれど、それはそれ、これはこれだ。

「でも、そんな細かいところに幸せの家族の象徴を見出すかな、普通。前から思ってたけど宮澤はいちいち夢見がちすぎるんだよな」

「馬鹿にしてる？」

「いや、いい意味で。さっき社長の娘って聞いてすげーしっくりきたもん。夢見がちもそうだけど、こう、汚れてないっていうか品があるっていうかそういうイメージ持ってたから。気が強いのも納得した」

「そういう見られ方するのが嫌だから同期にも隠してたんだよ。ひとりっ子とかもそうだけど、カミングアウトした途端に〝ああ、甘やかされて育ったのね〟って無言の上から目線を感じるっていうか。周りが持ってる固定観念の枠に収められちゃう感じ。あるでしょ、そういうの」

　思い返してみても社長令嬢だと周りに知られてよかったことなんて、ただの一度もない。

　たいてい、ちょっと気を遣われるようになったり、逆に聞きつけた途端にすり寄ってきたりで、ひどい時には『電車の乗り方とか知ってる？』や『別荘って何軒くらいあるの？』といった興味本位の質問をされた。

『いいなぁ』とひたすら羨うらやましがってくるクラスメイトへの対応は、こちらもひたすら困り続けるほかなかった。

　どれも居心地はよくないので、言わない方がいいと判断し、就職を機に家柄は隠している。

　ちなみにひとりで電車は乗れるし、別荘はご期待に沿えず申し訳ないけれど避暑地に一軒だけだ。

　箱入りではないし、むしろ〝社長令嬢だから〟と色々言われるのを避けるために、さまざまなことをできるよう日々努力してきたので、その辺の同年代よりも生活力はあると自負している。

　そんなわけで就職してからは誰にも話していなかったのに、それでも白崎に話したのは、バレたくない思いよりも聞いてほしい欲が勝ったからだ。

　本社配属という理由もあり本音を隠さない性格もあり、一度大きな喧嘩もしているからというのもあり、同期の中で一番話しやすいのが白崎だった。

「ああ、あれうっとうしいよなぁ。すげぇわかる。俺がまさにひとりっ子ハラスメント受けてここまできたから。マイペースだし自己肯定感が揺るがないし、愛情一身に注がれて育ってきたんでしょって。まぁ、その通りなんだけど」

　カラッとした笑みで言われ、少し反応に困る。

　白崎とは気心が知れた仲ではあるものの、私も偏見で嫌な思いをしてきただけに、冗談のノリで〝わかる〟と笑い飛ばしていいものかどうか迷ったからだ。

　そんな私の葛藤に気付いたからか、白崎は「なんだよ、笑えって」と苦笑するので、おかげで心が軽くなる。

　明るさも気安さも白崎の長所で、彼が人気があるのも頷ける。

　とはいえ白崎も思ったことはなんでも声にするので、苛いら立だつ場面も多いけれど。

「でも、まさかだったな。社長と同じ名字だとは思ってたけど、めずらしいものでもないしスルーしてた。軽い気持ちで手出さなくてよかった」

　白崎が食べ終えたお弁当をビニール袋に入れて口を縛る。

　それを見ながら背もたれに体をあずけて息をついた。

「手を出すとか以前に、入社当初に泣かされてるけどね」

「飲み会の場での涙はノーカンだろ。それにあれは宮澤が突っかかってきたのが原因だし、俺はただ論破しただけだから。……ああ、でもあの頃から比べれば宮澤も随分素直になったかもな」

　ははっとちっとも悪びれずに笑っている白崎に泣かされたのは事実だ。

　飲み会で〝夢見がち〟や〝世間知らずっぽい〟と私に対しての印象を述べた白崎に頭にきて口論になった結果、全部論破され、アルコールのせいもあり涙があふれた。

　人前で泣くのは好きじゃないのに、アルコールが入ると涙腺が緩んでしまうらしい。自分が泣き上戸だと知ってからは自主的に禁酒している。

「昔から〝社長令嬢だから〟って目で見られることに過敏だったから、関連性の強いワードについ反応しちゃったんだよ。白崎がもとから誰にでもそういう態度をとるって知ってたら流してた」

　父がＣＭを打つくらいの企業の社長を務めているという事実は、小学校低学年の頃まではそれが特別すごいことだとも思っていなかったし、周りから〝すごいね〟と褒められるのも単純に嬉しく感じていた。

　でも、年齢が上がるにつれ、どんどん息苦しさを感じていくようになった。

　周りから、私個人ではなく〝レイドバッグホームズ社長令嬢の宮澤春乃〟という見られ方しかされていない事実をじわじわと知ったからだ。

　体調を崩しやすいと知られれば〝お嬢様だから〟。

　世間知らずな面を露ろ呈ていすれば〝お嬢様だから〟。

　逆に、礼儀正しいのも行儀がいいのも、料理ができるのも同じ理由で片付けられ、そこに私の努力はないとされる。

　友達がなにげなしに笑顔で言う『春乃はそういうところお嬢様って感じするよね』という軽口に、次第に笑顔を返すのがツラくなっていったのはいつからだっただろう。

　そんな気持ちから、相手の言動から少しでも〝お嬢様だから〟というニュアンスを感じ取ってしまうと過敏に反応してしまうのだ。

　昔からの悪い癖だった。

　席を立ち食器の載ったトレーを返却口に置いてから食堂を出ると、ゴミを捨てた白崎が隣に並んだ。

　午後一で白崎の顧客が打ち合わせにくるので、白崎もこのままモデルハウスに来るようだ。

　打ち合わせは、よほどの事情がない限りはモデルハウスの一室で行われるのが通例となっている。

「そういえば、一度ここに顔を出したお兄さんには犬みたいにじゃれてたよな。一度気を許した相手には素直になれるってことか」

　私の性格を見事言い当てた白崎に「そんな感じ」と返す。

「宮澤が俺に懐いたのも飲み会で喧嘩した後からだもんな。なるほど。わかりやすいやつだな」

「白崎には別に懐いてない」

　兄の秋あき斗とは、祖母の故郷であるドイツに兄が十三歳から十八歳になるまで住んでいた。

　兄は大学入学を機に帰国したのだけれど、離れていた期間が長かったぶん、兄と私はお互いにシスコンブラコン気味だ。

　六歳上の兄が大好きで、兄が大学の頃は昼休みになるとよく付属の中等部を抜け出して大学に忍び込んでまで会いにいっていたものだ。

　兄はドイツでの生活がよほど合ったらしく、今でもちょこちょこ仕事を見つけてはロングステイしている。

　今もまさに去年から一年間という予定でドイツに在住中で、今月末に帰国するらしい。

「それより、白崎の考える〝ＴＨＥ・手料理〟ってなに？」

　本社ビルを出て、隣に建つモデルハウスに入る。

　私が席を外す間だけ代わりに受付に入っていた社員から引継ぎを受けたものの、平日の昼時の来客はほとんどあったことがない。本日もゼロだった。

「手料理かー……。そもそも俺は他人の手料理無理なんだよな」

　話しながらリビング周りを整える。

　これから来るのは小さいお子さんのいる家庭なので、子ども部屋に置いてあるおもちゃ関係もこちらに置いておくことにして、自然風景が切り替わるテレビ画面も幼児向けのアニメに変更する。

「真面目に考えてよ。嫌がらせが効かないと一向に婚約解消できないんだから」

「いや、宮澤が素直に負けを認めて〝本当は恋愛結婚がしたいんです、ごめんなさい〟って蓮見さんに謝ればまだ道は残されてる気がするけど」

　苦笑いを浮かべた白崎が、それまで動かしていた手を止め私をジッと見る。

　突然見つめられ「なに？」と首を傾げると、白崎は私をまじまじと眺めながら不思議そうにする。

「いや、意外だなぁって。宮澤は、関係を持った男は意識せずにはいられない不器用なタイプだと思ってたんだよ。たとえ酔った勢いでもひと晩過ごしたら気持ちが割り切れない上、うっかりほだされて好きになっちゃうような。なのに寝たくせに蓮見さんに対してその様子が見られないから驚いてただけ。女は女優って言葉、案外本当だったんだな」

　腰を折った白崎がじろじろと間近から見てくるから、頬がカッと熱くなる。

「いやいや、見事だな」と感心した声を出す白崎から一歩離れて、赤くなった顔を手の甲で隠した。

　っていうか、どうしてバレて……。

「な、なん、で……」

　蓮見さんとついうっかり体の関係になったことは伏せて話していたのに……とうろたえた私に、白崎は「はは」とおかしそうに笑い出した。

「ああ、やっぱりすることはしたのか。俺に相談を持ちかけてきたくせになにか隠してる素振りがあったからカマかけたんだよ。やっぱり宮澤に女優は無理だな」

「……目指してない。それに、そういう話題を普通に出すのは下品だよ」

　いくら気心知れた間柄でもいい気はしない、と表情でも言葉でも不快を示すと、白崎はそんな私を見て「なんだかんだ言ってお嬢様だよなぁ」とケラケラ笑う。

　その煽あおり文句が嫌だと言ったそばからこの態度だ。

「まぁ、手料理の嫌がらせに夢中になって無理して倒れないようにな。宮澤、体あんまり強くないだろ。ああ、さっきの答え。俺が真っ先に浮かぶ手が込んでそうな手料理は、ロールキャベツかグラタンあたりかな」

　白崎が今さらすぎる回答を口にした時インターホンが鳴った。

　話すのをピタッとやめた白崎と一緒に玄関に向かう。

　十三時予定のところ、今はまだ十二時四十分。随分早い到着だ。

「いらっしゃいませ。どうぞゆっくり御覧になっていってください」

　てっきり約束していた顧客だと思ったけれど、違うらしい。白崎の対応からそれがわかった。

　白崎の後ろから玄関を覗くと、そこに立っていたのは白いワンピースに黄色のカーディガンを羽織った女性。つばの広い白の帽子をかぶっていて、長い黒髪は片方で結ばれている。歳は二十代後半といったところだろうか。

　女性ひとりでの来客はめずらしい……と思い見ていると、帽子をかぶったままの女性が口元に笑みを浮かべた。

「すみません。主人に言われて、色々なハウスメーカーを回って資料をいただいているんです。新居を考えているんですが、主人が仕事の都合でなかなか時間がとれないので……あの、パンフレットをいただくだけでも大丈夫でしょうか」

　申し訳なさそうに言う女性に、白崎が笑顔を作る。

「そうなんですね。もちろん大歓迎ですよ。今ご用意いたしますので、ご主人様がお休みの際にはぜひご一緒に来店ください。今資料をお持ちしますね」

　すれ違いざま、白崎に「アンケートお願いしておいて」とコソッと耳打ちされる。

　アンケートは住所や名前以外にも希望や予算など、結構切り込んだ内容ではあるので私だったらためらうと思うけれど、こうしてモデルハウスまで足を運んでくれる方のマイホームへの本気度は高いため、半数ほどに書いてもらえる。

　それでも強制ではないので、押しつけにならないよう気を付けて声をかけた。

「間取りのご希望やこだわりなどに合わせて提案させていただければと思いますので、よろしければこちらのアンケート用紙にご記入をお願いできますか？　ご記入できる範囲で構いませんので」

　女性はすぐに快諾し、記入を始める。

　そして、数分で書き終えた用紙が差し出されたので、「ありがとうございます」と言い受け取った時だった。

　左手の人差し指の先にピリッと痛みが走った。

　視線を移すと、アンケート用紙の一部がじわじわと赤く染まり出していて驚く。

　その赤の出所は私の指先だった。紙で切れたのか、血が出ている。

「あ、すみません。私が変な渡し方をしたから……」

　女性が近付くので、急いで一歩下がった。それから笑顔を向ける。

「いえ。全然大丈夫です。私の受け取り方が悪かったんだと思います。お客様は大丈夫ですか？」

　深く切れたのか、傷痕から血が滲にじむだけに留まらず滴となって今にも流れ落ちそうだった。

　左手を顔の横まで上げて聞く。

　女性はわずかに目を見開いた後「あ……私は大丈夫です、けど」と答えたのでホッとする。

「それならよかったです。私、雑でこういう怪我もしょっちゅうなのでどうぞお気になさらないでくださいね。あ、すみません、足元気を付けてください。せっかく素敵なヒールなのに汚れてしまったら大変ですから」

　咄嗟に持ち上げはしたけれど、玄関のタイルの上にはすでに血が落ちている。

　女性は白いヒールを履いているし、汚してしまったら困る。

　血が落ちたのがタイルでよかった。玄関マットだったら汚れを落とすのが大変なところだった。

　そう胸を撫でおろしていた時、資料をひとつのビニール袋にまとめた白崎が戻ってくる。

　私が天井を指すように指を上げているのを見た白崎は一瞬不思議そうにしたけれど、すぐに手のひらまで伝っている血に気付いた。

「うわ、なに。あー、紙か」

「うん。でも大丈夫。続けて」

　少し顔をしかめた白崎だったけれど、ひとつ息をついてから気を取り直したように笑顔を作り女性の方を向いた。

「こちら、資料になります。もしお時間があるようでしたら、少しだけでも見学していってみませんか？」

「いえ。申し訳ないのですが、私も仕事を抜けてきているので。また日を改めて主人と来ますね」

「わかりました。ああ、遅れましたが、私、営業の白崎といいます。なにか気になる点がありましたらお気軽に連絡ください」

　最後に白崎が名刺を差し出す。

「岩いわ渕ぶちです」と名乗った女性が私にも視線を向ける。

「よければ名刺いただけますか？」

「あ……はい。もちろんです。宮澤と申します」

　モデルハウスの受付をしていて名刺を求められるのは初めてだったので、驚きながらも笑顔で対応する。

　毎日、別にこれいらないんだけどな、と思いながらも名刺入れをベストの胸ポケットに入れていてよかった。

　女性同士の方が電話するにもしやすいと考えたのかもしれないし……もしかしたら、怪我をさせた手前、一応ということかもしれない。

　片手では難しかったので、白崎にお願いして名刺を渡してもらった。

〝岩渕さん〟が会釈をし、モデルハウスをあとにしてから白崎がアンケート用紙に目を通す。

　私はと言うと、外の水道で傷口を洗ってからモデルハウス内に置いてある救急箱から絆ばん創そう膏こうを取り出し処置を済ませていた。

　遊びまわるお子さんが怪我をすることを想定して部長にかけ合い経費で購入した救急箱だったけれど、まさかこんな役立ち方をするとは思ってもみなかった。

　救急箱を元の場所に戻してからリビングに行くと、私に気付いた白崎が眉を寄せた。

「絆創膏で止まる血だったか？」

「うん。ちょっと止まらなそうだったから、ガーゼで巻いてその上から絆創膏貼った。もう大丈夫だよ。それより、アンケートどうだった？」

　白崎は私の指先に巻かれた赤く染まり出している絆創膏を目に留めると眉間にシワを寄せた。

　それからアンケート用紙に目をやる。

「今はマンション暮らしか……。旦那とふたり暮らしで、アイランド型キッチン希望。なんか、上品でいかにも新妻って感じだったな。おしとやかでどこまでも尽くしそうだったし、手料理で旦那に嫌がらせしてる誰かさんと大違い。ああいう感じ目指せば蓮見さんも溺愛してくれるんじゃないか？」

「無理して愛されたところでうまくいかないし、そもそも蓮見さんは結婚に愛とか求めてないんだよ。そこが徹底的に合わないから嫌がらせなんてしてるんだし」

「でも、政略結婚と言いつつ、提携話と結婚は別契約なんだろ？　じゃあなにも蓮見さんも宮澤を選ばなくてもよかったのにな」

　白崎がなにげなく言った言葉が気になり「どういう意味？」と首を傾げる。

「だって、別れる時ゴタつくのが目に見えてるだろ。別れ方によっては仕事への影響もあるかもしれない。蓮見さんが結婚する目的が周りを黙らせることっていうのが本当なら、俺だったら仕事で繋つながりがあるやつはリスク考えて避けるって話。……あ、小こ寺でらさんだ。お子さん、ミカン嫌いだからリンゴジュース頼む」

　開け放ったままの玄関から、十メートルほど先に子連れの夫婦が見え、笑顔を作り会釈する。

「了解」

　白崎から返された名刺入れを受け取る。またしばらくは必要なさそうだと眺めてからしまい、お茶出しの準備に取りかかった。










意図せず近付く距離




「……思い出した。ロールキャベツって地味に面倒なんだった」

〝ＴＨＥ・手料理〟で〝しかも簡単なやつ〟と聞けばよかった、と思いながら、茹ゆでて水気をとったキャベツの葉に具だねを巻いていく。

　絆創膏を貼っている左手に薄いゴム手袋をしての作業なのでやりにくく余計に時間がかかってしまう。

　仕事後の体で玉ねぎとニンジン、シイタケのみじん切りをこなした時点で嫌な予感はしていたけれど、ロールキャベツはやっぱり手順が地味に多く面倒だ。

　巻き終えた端がほどけないよう短く折ったパスタで数カ所留めてから次に移る。

　ニンジンもシイタケも中途半端に残っているので、ロールキャベツはスープにして全部一緒に煮込んでしまおうと予定変更する。

　蒸すよりもその方が楽だ。

　一般的な家庭料理は母に教わったので料理はできるものの、気が乗った休日にキッチンに立つのと仕事後強制的にするのとでは大変さがまったく違う。前者は趣味、後者は労働だ。

　今、この時間、私と同じようにキッチンに立っている人を労いたい気分だった。偉すぎると思う。

　鍋のお湯が沸いたところにロールキャベツやら野菜やらベーコンやらを入れ、蓋をしめる。味つけは十分火が通ってからでいい。

　あと買ってきたパンがあるから、それと……とメニューに悩む。

　家庭的な女性はきっと、テーブルに並べる品数だって多いはずだ。手は抜けない。

　作り置きしているひじきは合わないから、昨日の残りのブロッコリーを茹でて、あともう一品くらい……と考えていた時、フルーツ缶詰が目に留まる。

「フルーツヨーグルトでいっか……うん。もういいやそれで。多めに作れば明日の朝もいけるし」

　だいぶおざなりになりながら缶詰を開けて、中の桃やマンゴーを小さく切っていく。

　そういえば、蓮見さんの好物も嫌いな物も知らないな、と思ったけれど別に知る必要もないので、すぐにまぁいいかと流した。

　はっきりした人だし嫌なら嫌で残すだろう。

「和食、洋食、中華……どれが一番嫌がるかな。むしろ、統一しないでごちゃ混ぜが一番嫌かな。……でも、そんなメニュー私も嫌だな」

　独り言がよく漏れるのは、きっと疲れてストッパーが機能していないせいだ。

　朝晩の料理もだけれど、いきなり知らない場所で知らない人と生活を始めたのだから、意識はしていないつもりでもそれなりに気は遣っているのだろう。

　他人と暮らすのはなかなか大変だ。

「しっかりしなくちゃ」

　いつからか口に染みついていた独り言を呟きながら、コンソメと塩コショウでスープの味を整え、ＩＨコンロのスイッチを切ったところでハッとした。

「明日の朝のパン買い忘れた……」

　うわぁ……と顔を両手で覆い、天井を仰ぐ。

　パン屋によって夕飯用のパンを買ってきたのに、朝食用の食パンを買い忘れるという失態に気付き膝から崩れ落ちそうになった。

　また外に出るのは面倒すぎる。行って帰ってきたらＨＰはゼロどころかマイナスの自信がある。

　とはいえ、今晩の献立に全力で取り組みすぎて明日の朝まで頭が回っていなかった自分のせいなのは明らかだ。

「言ったそばから全然しっかりできてない……」と、ひとりでぶつぶつ言いながらもフラフラと歩き出し、二時間ほど前に行ったばかりのスーパーに再度足を向けたのだった。




「おかえりなさいませ」

　本日二度目の〝おかえりなさいませ〟なのにちっとも嫌味に聞こえないのは、国木田さんの笑顔があたたかいからだろう。お人柄が表れているような穏やかな微笑みは向けられるだけでホッとする。

　でもその口元は白いマスクで覆われている。

　一度目の帰宅時にはしていなかった覚えがあるので、不思議に思いカウンター前で足を止めた。

「お風邪ですか？」

　国木田さんは、眉を下げ微笑んだ。

「いえ。風邪というほどでもないのですが、先ほどからどうも空から咳ぜきが出るので、住人の方に移さないよう念のためです。お見苦しくて申し訳ない」

　半月前、入居後初めて声をかけた時には、国木田さんは戸惑った様子を見せた。

　それは私が話しかけた内容が、コンシェルジュに対しての要望ではなかったからだろう。

『ここの絵、変わったんですね』という私の言葉に、国木田さんは面食らったような顔をしてから、壁に飾ってある絵を見上げ『ええ。本日からです』と微笑みを浮かべた。

　それからは私が話しかけても、すぐに笑顔を返して答えてくれるので嬉しい。

「いえ。見苦しいなんてことはまったくないので大丈夫です。ひどくならないようご自愛ください。……あ、これ、封を開けたもので申し訳ないのですがよかったら」

　バッグから桜色をした手のひらサイズの巾着を取り出す。普段から持ち歩いているのど飴あめは、個別にパッケージされたもので味が三種類ある。

　それぞれの味をふたつずつカウンターに置くと、やや驚いた様子の国木田さんが「いえ、お気持ちだけで」と断ろうとするので、笑顔を向けた。

「私、昔から気管支が弱くて空調が合わないと喉に痛みや咳が出たりするので、色々な種類の飴を試したんですが、これが一番効きました。なので、私のおススメを国木田さんも試してみてくださると嬉しいです。……あ、もちろん無理にではありませんので、本当にご迷惑なようでしたら大人しく引き下がります」

　もしかしたら、住人からは物品なり金銭なりを受け取ってはいけないルールがコンシェルジュにはあるのかもしれない。

　だったら迷惑はかけたくない、と思い付け足した私に、国木田さんは少し笑ってから緩く首を振った。

「いえ。宮澤様のおススメ、ありがたく頂戴いたします。お心遣い、ありがとうございます」

「お大事になさってください」

　笑顔で会釈してからエレベーター前に向かおうとした直後、国木田さんの「おかえりなさいませ」という声がして咄嗟に振り返る。

　まだ住人と出くわしたことがないので、一時的とはいえ引っ越してきた挨拶くらいはした方がいいだろうかと考えてのことだったけれど、そこにいたのは蓮見さんだった。

　エレベーターを待つ私の隣に立った蓮見さんは、私をチラッと見てわずかに眉を寄せた。その視線が絆創膏を貼った指先に留まった気がして、慌てて体の後ろに手を回して隠した。間抜けだのなんだのと言われたくはない。

「今日は随分遅かったんだな」

　切り出された話題が怪我とは関係ないことにホッとしながら答える。

「一度帰ったんですけど、買い忘れがあったので駅中のスーパーに行ってたんです」

「歩きでか？」

「はい。もちろん」

　マンションから最寄りの駅までは徒歩十分もかからない。スーパーはその駅中にあるので、徒歩で行ける距離だ。

「暗くなってからの外出はタクシーを使え。この辺の治安は悪くないが、それでも夜間の女性のひとり歩きはなにがあるかわからない」

　到着したエレベーターに乗り込みながら言われる。

　この距離でタクシーを呼ぶ気にもならないのが本音だった。でも、一応心配してくれているのはわかったのでお礼を言って〝そうですね〟と受け入れておこうとしたのだけれど。

「まだ入籍をしていない今、俺は宮澤社長から春乃を預かっている身だ。春乃になにかあったら申し訳が立たない」

　続いた言葉に、お礼なんて言葉は頭の中から飛んでいく。

「そういう理由なら気にしてくださらなくて大丈夫です。私は父の付属品ではないですし、〝令嬢だから〟と偏見を持たれるのは嫌いです」

　蓮見さんに〝お嬢様だから〟とかそういう意図があったかはわからない。私の父が誰だろうとどんな役職についていようと同じように言ったのかもしれない。

　でも、長年抱き続けているものがあるので、その辺に私はどうしても過敏になってしまう。

　蓮見さんが私をジッと見ているのが視界の端でわかった。

　急に語気を強めた私を不思議に思ったのだろう。

　視線を受けている状態が落ち着かなかったので、エレベーターが到着し扉が開くと同時にフロアに踏み出すと、蓮見さんも数秒遅れて後に続いた。

「ここの空調は合わないか？」

　突然話題が変わり思わず立ち止まりそうになった。

　空調？と首を傾げてから、さっきの国木田さんとの会話を思い出す。

　蓮見さんがいつからあの場にいたのかはわからないけれど、聞いていたのかもしれない。

　国木田さんは私との会話が終わらないのに蓮見さんに挨拶をするのは失礼だと思ったから、あのタイミングでの『おかえりなさいませ』だったと思えば納得がいった。

「いえ。問題なさそうです。初日は少し違和感がありましたけど、それ以降はなにも感じません。合わないとすぐ症状が出ますが、今のところ大丈夫なので」

「そうか」

　端的に返事をした蓮見さんがカードキーで玄関を開ける。

　そして、ふたりしてリビングまで入ったところで、なんとも言えない気持ち悪さを感じた。

　別にこんなのはどうでもいいと思うものの、一度気付いたらそのままにしておくのはどうしても落ち着かず、仕方なく蓮見さんの方に向き直った。

「あの……おかえりなさい」

　完全にタイミングを逃した〝おかえりなさい〟に、蓮見さんがわからなそうに眉間にシワを作る。

　馬鹿にした笑いが返ってくる可能性は考えた。

　それでも、気持ち悪さが勝ったのだから仕方ない。

　でも、蓮見さんはしばらく黙った後ふっと頬を緩めた。

「ただいま」という声がいつもよりも穏やかに聞こえ、挨拶を始めたのはこちらなのに驚いていた時、蓮見さんの視線がキッチンに向いたことに気付く。

　追って、部屋に漂う夕飯の香りにも気付いた。

「また作ったのか」

「あー……えっと、はい」

　蓮見さんがぽつりとこぼした声にはっきりと頷けなかったのは、若干の罪悪感が生まれていたからだった。

　彼が望んでいないことはわかっている。その上での嫌がらせだから、蓮見さんが迷惑に感じれば感じるほど成功だ。それでも、やっぱり進んでやりたいかと聞かれれば答えはノーだ。誰だって進んで他人を不快にはさせたくない。

　正直、手料理が待ち構えているのがわかっていながら、どうして適当な理由をつけて外食してこないのだろうと不思議になる。

　いや、理由なんて用意してくれなくても〝今日は外で済ませる〟とさえ伝えてくれれば詰めたりしないのに。

　私からすれば、連日の手料理イコール早期の婚約解消なので、こうして夕飯を家で食べてくれるのはラッキーなのだけれど……。

　それでも、蓮見さんはそれでいいのかな、だとか、無理してないのかな、だとか今まではしなかったいらない心配をしてしまうのは、絶対に昨日の夜の出来事が原因だった。

　頭に浮かぶのは、今日の白崎の言葉だ。

『宮澤は、関係を持った男は意識せずにはいられない不器用なタイプだと思ってたんだよ。たとえ酔った勢いでもひと晩過ごしたら気持ちが割り切れない上、うっかりほだされて好きになっちゃうような』

　その通りなだけに、なにも返せなかった。

　でも、だって、そんなの当たり前だ。むしろ、体の関係があったにもかかわらず、それまでとそれ以降で意識の変化がなにも起こらない方がどうかしてる。

　もっと言えば、半月の出張から帰宅した時点で私は蓮見さんに対してちょっとおかしいし、同居初日に持ち合わせていた気合いは薄れているどころか、若干気持ちを許している節まである。

　毎晩決まった時間に受信するメッセージがいつの間にか楽しみになっていた自分も、悔しいけれど知っている。

　でも、それを勘づかれるのは嫌なので、精一杯平常心を心がける。

　負けず嫌いの意地っ張りという性格のせいでどんどん沼にはまっている気はびしびししていた。

「ロールキャベツか」

　蓮見さんがコンロの上に置いてある鍋を覗きながら言う。

　その顔はもの言いたげで、嫌がらせが効いてる！と、ガッツポーズしたくなる気持ちと、罪悪感とで胸の中がせめぎ合っていた。

　でき上がったばかりのロールキャベツのスープから湯気が立つ、暖かい食卓。

　向かいに座る蓮見さんがロールキャベツを口に運ぶのを、こっそりと盗み見る。

　昨日の肉じゃがはそこそこ作った経験があったけれど、今日のロールキャベツは、二回目とかそこらだ。つまり自信があまりない。

　なので、単純に味が心配で凝視している先で、ロールキャベツをひと口食べた蓮見さんは「うまい」と感想を呟いた。

　私に聞かせるつもりではなく、独り言のような声量の感想を耳にした途端、疲れきってしぼんでいた気力が一気に膨れ上がる。

　エネルギーが足りていなかった体に栄養が回り、見る見るよみがえっていくようだった。

　あまりに凝視しすぎたからか、気付いた蓮見さんが「どうした」と聞くので、にやけそうになるのを我慢しながら口を開く。

「ロールキャベツを作るの、初めても同然だったんです。何度も味見したけど、美味しいかどうか正直不安で……だから、美味しいって言ってもらえてすごくホッとしたというか」

　聞こえないほどの小声で「嬉しいというか」とごにょごにょ言う。

　蓮見さんはそんな私を黙って見ていたけれど、そのうちにふっと笑みをこぼした。

「嬉しいなら嬉しそうな顔で言え」

　穏やかで優しい微笑みに目を見張る。

　こういう柔らかい笑顔を見るのは初めてだったので、食べるのも忘れ、しばらく見入ってしまった。




　食器は食洗器に任せ、お風呂を済ませる。

　使ったタオルを放り込んだ洗濯機を洗濯乾燥モードでセットした。乾燥機ＮＧの服や下着は、明日まとめて洗って浴室乾燥にかけることにする。

　液体洗剤と柔軟剤を入れしばらくすると、機内に水が注ぎ込まれる。

　正直、洗濯機はこの同居を始めるまでほとんど触ったことがなかったため、ネットで取扱説明書を検索して画面とにらめっこしながら覚えた。

　蓮見さんは私が来る前はずっとハウスキーパーを頼んでいたという話だけれど、やっぱりできる限りは自分でしたい。

　それは、過去の経験から、できないと訴えたら〝お嬢様だから〟とあざけ笑うような眼差しが返ってくることを知っているからかもしれない。

「でも、掃除全部はさすがに無理かも……」

　フローリングは掃除できても、細かい部分まではきっと無理だ。だって家でもやったことがないのだから、どこをどれくらいまで突っ込んで掃除すればいいのかがわからない。

　なので、掃除だけはハウスキーパーをお願いしたいと蓮見さんに伝えるべきかなぁと思いながら、ゴウンゴウンと音を立てて動き出した洗濯機から目を放し、リビングに向かった。

　そして、キッチンでケトルにお湯をセットする。

　この半月で、お風呂上がりのティータイムがすっかり定着していた。

　先にお風呂を済ませた蓮見さんがソファに座っていたので、少し迷ってから私も同じソファの一メートルほど距離を空けた場所に腰を下ろす。

　別に、夕食時の蓮見さんの微笑みを見て以降、ちょっと胸がむずむずしているからではなく、単純に攻略するためだ。

　婚約解消を蓮見さんの口から引き出すには、もっと彼自身のことを知る必要があると考えたからだ。

「指、しっかり消毒したのか？」

　前触れもなく聞かれ、心臓がギクッと音を立てる。

　隠したつもりではいたものの、同じ部屋で暮らしていれば絆創膏くらい気付いてしまうのは理解できる。

　でも、蓮見さんがわざわざそれを話題に出したのは正直意外だった。どうでもいいとすぐに思考から弾きそうなものなのに。

「はい」

「見せてみろ」

　そう言いながらも立ち上がり寝室から救急箱らしきものを持ってきた蓮見さんは、私の『はい』をまったく信用していないようだった。

　実際、お風呂で絆創膏を剝はがしたまま放置していたため、再び隣に腰を下ろした蓮見さんに指を出すよう言われ焦る。

　隠していても仕方ないと諦あきらめ出した指先を見た蓮見さんは、小さくため息をついた後、救急箱から消毒液と絆創膏を取り出す。

「あの、自分でできます」

「貼ってやる」

　一蹴され、慎重に消毒された指先に言葉通り絆創膏が貼られる。

　自分でするよりもよっぽど綺麗に貼られた絆創膏を見ながら「ありがとうございます」とお礼を言ったけれど、涼しそうな横顔から返事はなかった。

　優しくされたのがなんとなく落ち着かなくてひとりそわそわしながら視線を動かす。

　蓮見さんの前には、綺麗なグラスが置かれていて、中には氷とべっ甲色のお酒が入っている。

　うっかりベロベロに酔って自ら弱点を語り出してくれないかな、と思いながら見ていると、隣に座ってきておきながらなにも言わない私を不思議に思ったのか、蓮見さんがこちらを向いた。

「飲むか？」

「いえ、大丈夫です。甘いカクテル以外はあまり好きじゃないので」

　泣き上戸だとは言わずに答える。

「子どもだな」

　でも結局鼻で笑われ、ムッとする。

　つい二時間前は私の手作りロールキャベツを食べて柔らかく微笑んでいたくせに……と思いながら背もたれにボスッと背中を預けた。

　蓮見さんは黒いＴシャツに黒のスウェットで、私はラベンダー色のパジャマ。服だけ見ると完全にリラックスモードだけれど、蓮見さんの片手にはタブレットがあった。

　チラッと見る限り、メール画面っぽかったので仕事だろう。

　キッチンに移動し、沸いたばかりのお湯をティーポットに入れる。十分蒸らした後カップに注ぐとほうじ茶のいい香りが舞った。

「お土産のお茶、いただきます」

　ソファに戻りながら言うと、蓮見さんが私の持っているカップに目を留める。

「ああ、ほうじ茶か」

「お菓子類は、食後のおやつに少しずついただきます」

　私がリクエストしたのはほうじ茶だけだ。

　重たくないし荷物にもならないだろうと考えてのことだったのだけれど、蓮見さんは昨日、いくつものショップの紙袋を私に差し出した。

　中は、洋菓子や和菓子でどれも有名なものばかり。きっと、相当荷物になったはずだ。

「甘いものをリクエストされると予想して下調べを始めていたから、ほうじ茶と返事がきた時には意外だった」

「洋菓子も和菓子も大好きです。でも、荷物になるかと思ったので」と説明した私に、蓮見さんは小さく息をついた。

「つまらない遠慮はするな。なにがいいかを聞かれたのなら、素直に答えればいいだけの話だ」

「今後はそうします。しっかり銘柄まで言わないと、余計に蓮見さんの荷物を増やすことになると学んだので」

　キッチンに積み上がっている箱を眺め苦笑いをこぼす。

　賞味期限の短いものから毎日食べていっても、二カ月はおやつに困らなそうだ。

　ほうじ茶の香りが優しく包むリビング。

　隣に座る蓮見さんをチラッと見ながら口を開く。

「参考までに教えてほしいんですけど。蓮見さんって過去の恋愛はどんな感じだったんですか？」

　プライベートに突っ込んだ質問は嫌がられるかもしれないと思ったけれど、意外にも蓮見さんは嫌な顔はしなかった。

「別にこれといっておもしろいものはない」

「真剣なお付き合いはしてこなかったってことですか？」

「そういうわけでもない。付き合っている相手がいる間は他の女性と関係を持ったことはないし気持ちが浮ついたこともない。誠実には向き合ってきた。ただ、圧倒的な熱量の差はあったかもしれない」

　自然と「なるほど」と声が出るくらいには納得していた。

　蓮見さんの様子を見る限り、相手の女性の熱の方が相当高かったんだろう。

　そして好きだからこそ感情的にもなるのに、一方の蓮見さんは事務的な対応を淡々と無表情でこなすだけ……という状況が目に浮かぶようだった。

「かわいそうに……」

　それは元カノさんたちに向けた言葉だったけれど、勘違いした蓮見さんはやや不満そうな顔を私に向けた。

「同情されるようなことはなにひとつない。俺のことより春乃がどうだったのかを教えろ。今度は嘘はなしだ」

　暗に、昨晩の経験値についての虚偽の申告を言われているのだと気付き、目を逸らす。

　見栄を張ったところで仕方ないともう知っているので、素直に過去の恋愛を思い浮かべる。

　五回の恋愛。五回の失恋。

　最後の三回はそれぞれとても短い期間で終わったので、思い出らしい思い出すら存在しなくて苦笑いが漏れた。

「私も別に、蓮見さんを楽しませるような経験談はありません。穏やかで優しい人に惹かれて付き合い出しては振られて……の繰り返しを五回しただけです。最初のふたりとはそこそこ続いたけど、あとの三人はあっという間でした」

　ほだされやすいことは隠したけれど、〝五回〟という数字は隠しても仕方ないのでカミングアウトする。

　また鼻で笑われるだろうか、と思ったのに、蓮見さんはなぜか眉間にシワを寄せ私を見ていた。

「〝穏やかで優しい人〟？」

　寝耳に水、みたいな顔で聞かれる。

　まるで、１＋１の答えが実は２じゃなかった、みたいな驚愕を浮かべる蓮見さんに、やや困惑しながらも頷いた。

「はい。そういう人が好きですけど……」

「その他には？」

「その他って、タイプですか？　別にそれ以外はないですけど……どうしてですか？」

　そんなにめずらしい好みでもないと思うのだけれど、と不安になりながら聞く。

　蓮見さんはなにがそんなに信じられないのか、口から下を片手で覆いしばらく私を見ていた。

〝こいつ、本気で言っているのか……〟とでも聞こえてきそうな表情を浮かべていた蓮見さんは、ややしてからお酒の入ったグラスに手を伸ばす。

　そして、それをひと口飲んでから「いや、別に」と答えた。

　どう考えても『いや、別に』という間でも顔でもなかったけれど、さすがにそれをそのまま口にする勇気はない。

　あれはこれ以上聞いたらいけない間だった。

　チラッと見ると、蓮見さんの涼しい横顔がある。もう冷静さを取り戻したようだ。

　でも、過去の恋愛に関しての質問に、きちんとごまかさずに答えてくれるとは思っていなかったので、正直意外だった。

　私にはそんなことを話す必要もないと考えそうだし〝おまえには関係ない〟のひと言で済まされるかとも思っていたのに。

　そういえば、さっきもタイミングのずれた〝おかえりなさい〟に、優しく答えてくれた。

　婚姻届だって、私の気持ちが落ち着くまで待ってくれるという話だ。

　表情筋が硬いだけで、思っているよりもドライではないのかもしれない。

　気付けば、蓮見さんのことを知りたいという気持ちがむくむくと起き上がっていた。

「あの、この部屋って今回の同居にあたって契約したんですか？　その、ひとりで住むには随分広いなって思って」

　メッセージで散々慣らしたからか、蓮見さんと会話することのハードルがなくなっていることにも、自分の態度が家族や友達を相手にしているような、フラットなものになっていることにも今、気付いた。

　ほうじ茶の香りが和やかな空気に混ざる中、蓮見さんはタブレットをテーブルに置いて、私と同じように背もたれに体を預けた。

　しっかりと私と話す体勢を作ってくれたのがわかり、自然と顔も心もほころんだ。

「いや。元からひとりで住んでいた。散らかる以外で部屋が広くて困ることはない。今回の同居にあたって替えたのはベッドくらいだ」

〝ベッド〟という単語に、昨日の夜の情事が思い出されそうになるので、慌てて口を開く。

「それにしては生活感がないですよね。初めて部屋に入った時はモデルハウスみたいだなって思いました。洗濯機とか家電もピカピカですし」

「基本的に食事は外で済ませてきていたし、ここには寝るために帰ってきていたようなものだったからな。キッチンは飲み物以外の準備に使ったことすらない」

「え……じゃあ、私が勝手にキッチン使ったの、相当嫌でしたよね」

　キッチンで料理すれば一気に部屋に生活感が出る。

　毎回しっかり片付けてはいるつもりでも、行き届いていない場所もあるかもしれないし、料理の匂いもある。換気扇をつけていても、匂いはカーテンやラグにつく。

　それは蓮見さんからしたら結構嫌だったかもしれない……と思い申し訳なくなったけれど、返ってきたのは「問題ない」という即答だった。

　横顔を見ていても、無理している様子はなくいつも通り涼しいままだ。

　手料理を準備されるのが嫌ならキッチンを使うなと怒ればいいし、今はそれを言う絶好の機会だったというのに、蓮見さんは注意もせずに『問題ない』と言う。

　もしかしたら、案外心が広いのだろうか。

　ふと、私は蓮見さんのことをなにも知らないんだなぁと思った。そしてそれを物足りなく感じる自分に気付きそうになったところでハッとする。

　全然物足りているし、知らないところでなんの問題も発生しない。寂しくもない。

　ほだされやすい自分を知っているだけに気を引きしめ、蓮見さんを見た。

「えーっと、じゃあベッド以外の家具やインテリアはもともと蓮見さんが選んで使っているものなんですよね」

　話題を少し戻すと、蓮見さんはわからなそうに私を見る。

「ああ。それがどうかしたか」

「その、ふたりで暮らしている部屋なのに全部が蓮見さんの選んだものってなんとなく嫌だなって。これだと、私はただ蓮見さんの部屋に寝泊まりしているだけという感じが否めないというか」

　嘘だった。

　正直蓮見さんの部屋は私の趣味にも合っている。

　ダイニングテーブルもソファもラグも、カーテンでさえもひと目見て素敵だなと思ったし、不要なものを置いていないシンプルな部屋は好みでしかない。

　普段、仕事でモデルハウスにいる時間が長いので、間取りに合わせてインテリアや家具の置き場所を考える機会が多いぶん、好みにはうるさい方だと自覚がある。

　そんな私が見た途端気に入り、毎日部屋を見渡して気分を上げているのだから蓮見さんの部屋は私のセンスにドンピシャだ。

　家具の色合い、ラグの毛足の長さ。レースのカーテンの薄さや柄まで。

　シンプルながらきっと蓮見さんもこだわってこの部屋を作り上げたのだと思う。

　そこに口出しをされたり、好みではない家具を置かれるのは我慢ならないはず。

　早い話が、手料理地獄に続く、第二弾の嫌がらせだ。

　別に却下されて構わない。蓮見さんが、今後この部屋に手を加えられるかもしれない可能性に気付き少しでも私の存在を煩わしく感じてくれたら成功だ。

　意外と広い心のせいで許可が下りた場合は、申し訳ないけれどこの部屋にはそぐわないインテリアを置かせてもらう。

　毎日それを見るたびにじわじわと嫌悪感が溜まっていってくれればそれもよし。

　若干の心苦しさを感じながらも蓮見さんの反応をうかがっていると、彼は私を見て少し考えた後タブレットを手に取った。

「春乃の会社は水曜日が定休だったな。明日はさすがに無理だが、来週の水曜に時間をとる」

「え？」

「気に入っているメーカーがあるなら、取り扱っている店を調べておく。ダイニングテーブルでもソファでも家電でもなんでもいい」

　なんの話をされているのかいまいち理解できずにポカンとしていると、蓮見さんはそんな私を見て不可解そうに眉を寄せた。

「なにをぼんやりしてる。春乃が言ったんだろ。ふたりで選んだものがひとつもない部屋は落ち着かないと。俺も異論はないからそうするまでだ。なにか希望は？」

「……考えておきます」

　希望なんてなにもないなどとは今さら言い出せず、なんとかそれだけ答える。

　この、すでに仕上がっている素敵な部屋を、蓮見さんは私の好きにいじくり回していいと言う。

　私の気に入ったメーカーの家具でいい上、しかも多分買い物に同行する気だ。

　思った以上に広い心を見せられ、返す言葉もなかった。










蓮見ＳＩＤＥ　―狙い―




《それで、例の計画は順調なのか？》

　携帯越しの声は、周りの喧騒が混じりひどく聞き取りにくい。

　どこにいるのだか知らないが、人に電話をかけるなら場所を選べと眉を寄せた。

「問題ない」

《まぁ、時間かければどうとでもなるだろ》

「そこまでの時間をかけるつもりもない。長くて数カ月と考えている」

　あまりにひどい雑音に、一度携帯を離してから続けた。

「場所と時間を考えてまたかけ直せ。耳がおかしくなりそうだ」

《ああ、やっぱりうるさい？　悪い悪い。またかける》

　まったく悪くなど思っていないカラッとした声で言われ、ひとつ息をついてから電話を切る。

　二十畳ほどの部屋には、南側にある窓から秋の柔らかい日が差し込んでいた。

　黒に近いグレーのタイルの床に、白い壁と天井。高さのある本棚とデスクは木製で、他には誰が世話をしているのかも知らない観葉植物が置かれている以外なにもない。殺風景ではあるが、仕事場なので気にはならない。

　こんなことを声にしたら最近同居を始めた春乃は顔をしかめるだろうが、気に入ろうが気に入らなかろうが、その空間への評価が仕事の効率に繋がることはまずない。

　個人差はあれど、俺個人の意見としては道具が手元にあるのならば、あと環境として望むのは静かさくらいだった。

　そういう意味では、誰かがいるという点から家での仕事の効率は下がっているが、今のところ気になるほどではない。

　携帯をスーツの内ポケットにしまっているところで、デスクから距離を置きこちらを見ている秘書の瀬せ野のに視線を移した。

　彼の手には俺のスケジュールが書かれている手帳がある。

　これだけデジタル化が進んでいても、手帳だけは紙媒体が譲れないらしい。タブレットやパソコンでスケジュールを確認する俺に合わせ、アプリでも管理してくれているので特に不満はない。

　瀬野に午後の会議時間の変更について報告を受けていた時に着信があったため、話が途中だった。

「悪い」

「いえ。では、午後の会議は十六時からでお願いします。それと、〝盛もり岡おかハウジング〟から太陽光発電について問い合わせがありましたが、対応はいかがされますか？」

　太陽光については、今は俺に一任されているが、決定権は当初は会社の代表である父親にあった。

　直じきに太陽光システムが完成するという情報を関係各所に流し、食いついてきたハウスメーカーの中から、条件のいいところと契約を結べばいいという考えには俺も賛成だった。

　競争相手がいると相手に思わせた方が、こちらとしては有利にことが運ぶ。

　けれど、〝レイドバッグホームズ〟と独占契約を結ぶ運びになった今、他のハウスメーカーからの電話対応は面倒でしかない。

　熱心なのは結構だが、この〝盛岡ハウジング〟に関してはもう俺が耳にしただけでも六回は電話をかけてきている。

　瀬野の報告によれば、あまりいい噂を聞かないハウスメーカーで、一年前に欠陥工事が見つかって以来、なんとか立て直そうと躍起になっているという話だ。

　うちの社の太陽光のブランド力を信頼に使おうとしているのは明らかだった。

「〝既に他社と独占契約が済んでいる〟で通せばいい。それ以上の情報はやるな」

「かしこまりました」

　手帳を閉じた瀬野の行動が、朝一で行われる報告はこれですべてだと伝える。

　いつもならば瀬野はこのまま退室するのだが、今日は違った。

「ひとつよろしいでしょうか」と話しかけられる。

「先ほどのお電話は、〝レイドバッグホームズ〟との契約についてでしょうか」

　視線を移すと、瀬野はいつも通り無表情でこちらを見ていた。

　彼の表情に感情が乗ったところは、秘書として共に仕事をし始めてから二年、一度も見たことがないが、仕事中に喜怒哀楽を持ち出されても面倒なため、これくらいでちょうどいいと思っている。

「だったらなんだ」

　聞き返すと、瀬野はかけているフレームレスの眼鏡を曲げた指の背で上げた。

「太陽光システムの契約については他のハウスメーカーから提示された条件も似たり寄ったりでした。なので、どうして〝レイドバッグホームズ〟と独占契約を結んだのかが勝手ながら腑に落ちずにいました」

　同じような条件を提示しているのであれば、独占契約を結ばずとも、それぞれと契約書を交わせばいい。いくら〝レイドバッグホームズ〟が大手とはいえ、年間に施工できる軒数には限度がある。ならば、他社とも契約をした方がうちとしては遥はるかに効率はいい。

　瀬野の言いたいことが手に取るようにわかった。

「ですが、先日調べていた中で、納得がいきました。専務は、今回の契約の向こうまで見越して、〝レイドバッグホームズ〟を選ばれたんですね。あの会社が持っている床暖房設備関係の特許が目的で、先ほど電話でおっしゃっていた〝数カ月〟というのは、その期間内に特許を含め〝レイドバッグホームズ〟をわが社で買収する算段というわけですね」

　視線を向けても、瀬野は臆することなく私見を述べた。

「〝レイドバッグホームズ〟のご令嬢とご結婚なさるという噂もあったので不思議に思っていたのですが、買収という話を宮澤社長に持ちかけた時の人質だったわけですね。宮澤社長も、愛娘の夫である専務にはそこまで強く出られない……」

「瀬野」

　途中で遮り名前を呼ぶ。

　その意味に俺の眼差しから気付いたのか、ぴたりと黙った瀬野は瞬間的に焦ったような顔つきになり、それから頭を下げた。

「出すぎた真似でした。申し訳ありません」

「ああ」

「失礼します」

　扉の前で再度頭を下げた瀬野が退室する。

　その様子を見届けてからパソコンを起動し、スケジュールを開く。

　瀬野と同期させているデータを開くと、最新のスケジュールが表示された。

　来週水曜日には記憶していた通り大事な会議も入っていない。それを確認してから、有給を入れると、すぐに〝瀬野〟という文字がその下に表示された。

　瀬野が〝了解〟したという意味で、その日俺が休んでも特に問題はないという意味でもあった。

　メールの受信件数がひと晩で六十件にのぼっていることに辟へき易えきしながらも受信ボックスを開く。

　届いているメールは、ＣＣに俺が入っているものがほとんどで、直接俺に送られたものは少ない。

　優先順位の高そうな件名のメール内容にひと通り目を通してから、残りのメールの件名を確認し、不要なものは消去していく。

　朝、出勤してから瀬野が入れてくれたコーヒーを飲み、当日のスケジュールの確認をし、メールを精査する。ここまでが毎朝のルーティンだった。

　必要なメールに返信をし終わったところで、昨夜、春乃が言っていたことをふと思い出した。

『その、ふたりで暮らしている部屋なのに全部が蓮見さんの選んだものってなんとなく嫌だなって。これだと、私はただ蓮見さんの部屋に寝泊まりしているだけという感じが否めないというか』

　彼女の言い分もわからないではない。

　ホームシックにかかられても面倒なので、家具や家電のひとつやふたつで過ごしやすくなるのならまったくもって構わない。

　自分で言い出したのにすんなり了承した俺に戸惑い顔を見せた春乃からは、今朝も特に家具のメーカーについて相談されていない。

　大手ハウスメーカーの代表の娘であり、自身もモデルハウスの受付という仕事をしているのだから少なからずこだわりはあるだろうになにも言ってこないのは疑問だったが、それならそれで勝手に進めるのみだ。

　彼女の好みのテイストに合いそうなメーカーをいくつかピックアップして選ばせればいい。

　それで満足するのなら安いものだ。

　金で大人しく俺のもとにいるなら、こんなに楽なことはない。

『専務は、今回の契約の向こうまで見越して、〝レイドバッグホームズ〟を選ばれたんですね。あの会社が持っている床暖房設備関係の特許が目的で、先ほど電話でおっしゃっていた〝数カ月〟というのは、その期間内に特許を含め〝レイドバッグホームズ〟をわが社で買収する算段というわけですね』

　先ほどの瀬野の言葉が頭をよぎる。

　数カ月。

　それがひとつの期限であるのは確かだった。

　それまでにうまく立ち回り絶対的な信頼を得る必要がある。

　宮澤社長からも……もちろん、春乃からも。










伝わる温度




「へぇ。優しい人なんだな。俺だったら部屋に趣味じゃないインテリアだとか絶対に置きたくないし、勝手に配置も変えられたくないけど」

　金曜日の午後、モデルハウスのリビングを片付けながら白崎が言う。

　今まで白崎の顧客が打ち合わせにきていたため、使った資料やお子さんが遊んだおもちゃを片付けているところだった。

　十月半ばなのに今日は驚くほど暑い。

　この時期だと普通は温かいコーヒーや紅茶をよく頼まれるのに、今日来たお客様は揃ってアイスコーヒーを選んでいた。

　季節外れで在庫が切れそうだったため、途中で急きゅう遽きょスーパーにアイスコーヒーを買いに走ったせいで、なんだか体が重い。

　疲れが背中に乗っかっているみたいだった。

「優しい……優しいのかな？　なんか、ちょっとずつ囲まれてる気がする」

　そう思うのは、見たことのないレディース服がクローゼットに入っているのを今朝発見したからだろうか。

　一向に服を持ち込まない私に痺れを切らせた蓮見さんが、どうやら私が好みそうなブランドで一式どころか二十式くらい揃えたらしい。

　トップスやボトムスだけではなく、アイボリーとキャメルブラウンとブラックの三色のコートが揃っているのを見て、さすがに……と抗議したけれど。

『あって困りはしないだろ。だが、あくまで既製品だ。必要ならオーダーメイドで作らせる』

　話にならなかった。

　もし、婚約破棄になってあの部屋から去る日がきても、用意してくれた服まで持って出なければならなくなり……来た時のように身ひとつで、というわけにはいかなくなった。

「家具、なに買うか決めたのか？」

　白崎に聞かれ首を振る。

「まだだけど、小物にしようかと思う。大きい家具なんか買っちゃったら婚約破棄になった時に困るっていうか……申し訳ないし」

　今日の朝、蓮見さんは『特に希望の店がないなら、このあたりから選べ』とタブレットを見せてきた。

　うちの母もお気に入りの有名デザイナーが手掛ける家具がラインナップされていて、どれも素敵ではあったけれど、先のことを考えれば決められるはずがない。

「この中から選べって言われた」と、例のページを見せると、白崎はまず価格に驚いて顔をしかめていた。

「どれも俺の給料三カ月分を軽々超えてるってどうかしてるだろ。っていうか、蓮見さんに婚約指輪用意させたらすごそうだな」

〝給料三カ月分〟から指輪を連想した白崎が眉を寄せる。

「そんな展開にはならないから大丈夫」

「別にそんな意地張らなくても、そのまま結婚するって選択肢はないのか？　普通に最高レベルの優良物件だろ。美形で体もよくて金もある。性格だって、器が大きいなら嫌がる理由ないし」

　なにがそんなに気に入らないんだと言いたそうな顔をされ、口を尖とがらせた。

「あるよ。気持ちがない、それに尽きる。私は、恋愛して結婚したいんだもん。冷め切った結婚生活なんて送りたくない。蓮見さんは、周りを黙らせるために結婚を決めただけで、私に気持ちなんてないんだよ。だから、このまま結婚したくない」

「それってなんか、蓮見さんさえ宮澤を好きになれば、宮澤自体は別にこのまま結婚してもいいって言ってるみたいに聞こえるな」

　なにげなく返された言葉に、一瞬声を失ってから慌てて口を開く。

「そんなわけ……っ」

「まぁ、でもそうか。宮澤は好きになれても、蓮見さんは結婚に気持ちは望んでいないんだもんな。望んでいないものを持たせるっていうのは簡単じゃないし、だったら他を見つけた方が賢いか」

「別に私だって好きになんて……」

　言いかけたところで、白崎が「あ、そうだ」と遮る。

　何度も言葉を遮られ不服に思い睨んだけれど、そんな私を気にするでもなく白崎が続ける。

「この間の〝岩渕さん〟って女性覚えてるか？　火曜日の昼頃、旦那が仕事だからってひとりでここに来た、白いワンピースに白い帽子の」

「ああ、うん。覚えてるよ」

「ご主人に挨拶できればと思って、アンケート用紙に記入してあった住所に行ったんだよ。で、記載通りのマンションはあったんだけど、〝岩渕さん〟なんて夫婦はどこにも住んでなかったんだよな。記入ミスかと思って電話も入れたけど、使われてないってアナウンスが流れただけだった」

　白崎の話に、さっきまでの苛立ちが消える。

「え……いたずらだったってこと？」

「どうかな。でも、住所も電話番号も嘘ってなると、その可能性はある。単純にハウスメーカーの営業が家に来るのが嫌だからって理由かもしれないけど」

「アンケート、強くお願いしすぎちゃったかな……。断り切れなくて、仕方なく嘘の情報書いたのかも」

　だとしたら本当に申し訳ないことをした。

　女性ひとりで顔を出すのだって勇気がいったかもしれないのに、さらに追い詰めてしまっただろうか。

　反省していると、白崎が肩をポンと叩く。

「考えすぎだって。それに、アンケートは任意だしあの時はそこまで強く言ってなかった。宮澤は断りやすい雰囲気作ってたし、気にするなって。それより、今夜の嫌がらせメニューは決まったのか？」

　私を励まそうとしてくれている笑顔だった。

　それがわかったから、私も笑って答える。

「ポトフとサンドイッチ」

　今日は明日の朝食用のパンを忘れないようにしなければ、と強く頭にインプットした。




　十月第二週目の火曜日。帰宅する足取りは重たかった。

　でもそれは、今日色々忙しかったからで、最近ちょっと嫌なこともあったからだと思っていた。

　日々の中で、ある出来事のせいで心の中にゴロッとした大きめの不快感が生まれ、ため息を何度ついても逃がしきれず、お風呂にゆっくり入っても溶けてくれず、わだかまりとして残ってしまうことは普通にある。

　これまで生きてきた二十四年間の中でも何度も経験してきたし、これは時間が解決してくれるとも知っていた。

　だからずっとちょっと苦しかったけれど放っておくことしかできなくて……それがきっかけとなったのかもしれなかった。




「すみません」

　さすがに見慣れてきた天井を眺めながら謝ると、ベッドのそばに置いてある椅子に座っている蓮見さんが立ち上がったのが視界の隅でわかった。

　本来、寝室に椅子は置いていない。書斎かどこかから持ってきたのだろう。

　寝入る前にはなかったので私が眠っている間に移動させてきたのは確かなのに、物音に気付きもしなかった。

　熟睡していたらしい。

「今、何時ですか？」

「朝の九時過ぎだ。体調はまだ悪そうだな。顔色がよくない」

　寝室のカーテンは引かれていて室内は薄暗い。

　睡眠の妨げにならないように配慮してくれたのだろうけれど、体が弱っていると暗闇に不安を覚えるのは昔からだった。

「カーテン、開けてもらってもいいですか？」

「ああ。眩まぶしく思ったら言え。今日は快晴だ」

「そうなんですね」

　蓮見さんがカーテンを開けた途端、まばゆい光が室内を明るく照らした。十月の太陽はそこまで主張しないので、レースのカーテン越しに受ける分には心地いい。

「せっかくお出かけ日和だったのにすみません。家具を見にいく約束をしてたのに」

　私はもともと今日、水曜日は定休だけれど、蓮見さんは違う。

　わざわざ仕事の都合をつけて有休をとってくれたのに……と思い謝ると、「気にしなくていい」と真顔で言われた。

「家具が逃げるわけじゃない。来週でもその次でも、都合ならつける。まずは体を治すのが先決だ」

　意外にも返ってきた言葉が優しかったので、思わず頬が緩む。

　そんな私を上から覗き込んだ蓮見さんは、ベッドの端に腰かけると、上半身を軽くひねって私のおでこに手を当てた。

　病人相手にだったら誰でもするような軽い接触だけれど、わずかに胸が高鳴った。

　蓮見さんの手は、私のおでこよりも少し冷たい。

「熱はないですよ」

「ある。微熱だな。息苦しさは？」

「ありますけど、これは休めば治ってくるやつなので大丈夫です。……ちょっと、張りきって頑張りすぎただけです」

　幼い頃からの付き合いとなる喘ぜん息そくは、成長と反比例して症状として出てくる回数は減ったけれど、完治するものでもないので、疲れが溜まったり体が弱ったりすると出てくる。

　かかりつけ医の判断としては、非アトピー性喘息か咳喘息のどちらかで、吸引薬が処方され今も継続している。

　月に一度の通院も吸引薬ももう慣れたもので、うっかりすると一日一度の吸引を忘れるくらいには症状も改善しているし最近は落ち着いていた。

　それでも、昨日、少し空咳が出るなと気付いた時点である程度は覚悟していた。

　でも、体力もついてきているしそこまでひどくはならないだろうという私の予想は当たった……ものの。

　喘息は軽く済んでも、疲れからくる体調不良はそうはいかず、昨日の夜から寝込む事態になってしまった。

　症状は、軽い空咳と呼吸するたびに感じる喉の違和感、それに倦けん怠たい感かんとめまいに微熱。

　しっかり定休の水曜日に体調を崩す自分を、さすが社会人だと褒めてあげたい気分だった。

「食事は適当にデリバリーを頼んだから、あと三十分もすれば到着する。昨日の夜もあまり食べなかっただろ。なにか口にした方がいい」

　胃腸に問題はないのだけれど、めまいがあるためあまりなにかを食べたいという気になれない。

　でも、栄養をとった方が回復が早いのは確かなので、素直に頷く。

　それから目をつぶりひとつ息をつくと、まだベッドの端に腰かけたままの蓮見さんが「なにかあったのか」と静かに聞いた。

「昨日、寝込む前から……いや、もっと言えば金曜あたりから様子がおかしかっただろ」

　一緒に暮らしていれば、相手のちょっとした仕草でなにかに気付くことはある。でも、まさか蓮見さんに気付かれているとは思わなかっただけに驚く。

　政略結婚しようとしている人が、そんなところまで気にかけてくれているなんて思ってもみなかった。

　指の怪我といい、蓮見さんは案外気付いたり悟ったりしてくれる人なのかもしれない。

　視線を向けても、窓の方を見ている蓮見さんとは目が合わなかった。

　ジッと見られていても落ち着かないと、もしかしたら気を遣ってくれたのかもしれない。

「今日の予定は延期だ。デリバリーも三十分後まで届かない。暇つぶしに話くらいは聞いてやる」

　その言いぐさはどうかとは思ったけれど、不思議と腹は立たなかった。

　柔らかい日差しが蓮見さんを包んでいて、彼の顔が穏やかに見えるようなエフェクト効果をもたらせたからかもしれない。

　私と蓮見さんは、あった出来事を報告するような間柄ではない。

　それでも、少し弱っているせいか甘えたいという気持ちが前面に出てしまった。

「じゃあ、聞き流してください。あと、馬鹿みたいだとか子どもっぽいだとか思ってもいいですけど口には出さないでください」

「注文が多い。いいからさっさと話せ」

　少し嫌そうに眉を寄せた蓮見さんに、苦笑いをこぼす。

　だったら言わなくていい、と切り捨てない優しさが嬉しかった。

　少し考えた後、目をつぶり、ゆっくりと息を吸い込んだ。

「金曜日、仕事帰りにお通夜に出たんです。営業部長が担当していた方が亡くなったので、急遽社員でも行ける人は参列するようにと上から言われました。鹿か島しまさんって資産家の方でご自身の家だけじゃなくお子さんの家もうちで建ててくれていて、新しいモデルハウスができるとお祝いに足を運んでお花を出してくれるような方でした」

　普通だったら、家ができ上がったら顧客と営業担当の関係は薄いものになる。それ以降の相談は基本的にはアフターサービスの部署の社員が担当する流れになっているからだ。

　けれど、鹿島さんは家の完成後もよく本社にもモデルハウスにも顔を出してくれていた。

　営業部長と家に関係するさまざまな談義をする姿は、本社にいる社員誰もが一度は見かけ知っていたと思う。

　いつもニコニコとしている鹿島さんの陽気な笑い声を聞くと、こちらまでつられて気持ちが明るくなるようなそんな方だった。

　本当に〝レイドバッグホームズ〟の家を気に入ってくれていて、マイホームを考えている知り合いをよく連れてきてもくれていたので、会社としてもとても助かっていた。

　そんな鹿島さんが亡くなった。

〝礼服でなくても構わないから顔を出してほしい〟という奥様の希望だったので、私も会社帰りにそのままお通夜の会場に立ち寄った。

　華やかに彩られた祭壇の中央には鹿島さんの笑顔があり、もう鹿島さんがモデルハウスに来ることはないのだと思うと、そこまで親しい仲ではなかったけれど自然と気持ちがしぼんだ。

　広い会場内には、うちの社員の姿もそこかしこにあり、私と同じように制服姿の女性社員も十人近く見受けられた。

　お焼香の列に並んだ時だった。後ろにいた営業部長と男性社員の会話が耳に入ったのは。

　五十代前半の部長は、間違いなく社内では一番鹿島さんに近かった。

　だから、営業部長のショックは私と比べ物にならないだろうと思っていたのに。

『あー、腹減った。この後、時間あるだろ？　この前飲み会で使った店うまかったし寄っていくか』

『いいっすね。部長のおごりですか？　さすが』

『おまえはこういう時だけ調子がいいよなぁ。そのかわり俺の愚痴聞けよ』

『あー、推おしのアイドルがグループ脱退しちゃった話ですか。もう五回は聞いたんですけど』

　小声ではあるものの、ポンポンとテンポよく交わされる会話に耳を疑った。

　親族の方が涙を流すお通夜の会場で、お世話になった鹿島さんの写真の前で、これからお焼香をするという時に、どうして社内の休憩スペースでするような会話を笑いながらできるのか。

　怒りと嫌悪感が一緒くたに沸き上がり、奥歯を食いしばってどうにかやり過ごした。

　ここは鹿島さんを弔う場所だと思ったから。

　お焼香を済ませ会場を出る際、振り向くと部長たちは遺族の方に頭を下げているところだった。その顔はさも鹿島さんが亡くなったことを悲しんでいる、といったものだったのに、ふたりは会場から通路に出るのを待たずにまた口を開いた。

『アイドル推すなんて学生の頃以来だったんだよ。よりによってその子が脱退とか俺の気にも――』

　まるで、お焼香をあげた数十秒なんてなかったみたいに再開された雑談。

　沸騰しそうな苛立ちに逃げるように会場をあとにした。

　あの時飲み込んだやるせなさがずっと心の中にあって、それが転がるたびにザラザラと嫌な音を立てている。

「鹿島さんと部長は友達じゃないってわかってるんです。ただの仕事上の相手だったとも。だけど……だからって、お通夜の場で、鹿島さんの写真の前であんな態度は許せなくて。でも、部長たち以外にもあんな場なのに歯を見せて雑談している人たちは普通にいて……お焼香の時だけ真面目な顔して会場を出たらすぐに笑ってて、それが悲しかった」

　せめてあの場だけでも鹿島さんを偲しのぶべきだと思った。

　けれどそれを私が注意すべきではないこともわかっているし、マナーとはいえ個々の考え方の違いでしかないこともわかっている。

　私が自分の考えるマナーやルールを守っているなら、それでいい。周りに〝夢見がち〟だと言われる私がおかしいのかもしれないし、と飲み込んだ。

　悲しみを強要するのは間違っているとも思う。

　でも、飲み込んだところで割り切れない思いも確かにあるのだ。

　仰向けに寝たまま、「だから悔しい」と呟き、息をつく。

　話しすぎたからか、空咳が二度ほど出てその衝撃で喉と胸の間近辺がわずかに痛んだ。

「水、飲んでおけ」

　蓮見さんがフタの開いたペットボトルを渡してくる。

　ゆっくりと上半身を起こして言われた通りに水を飲む。

　私からペットボトルをとった蓮見さんは、フタを閉めた後私と目を合わせた。

「おまえのそれは、馬鹿なわけでも子どもなわけでもない。ただ……世間知らずで、人間が綺麗だといいと願っているだけだ」

　蓮見さんの瞳が真っすぐに私を見る。

　真摯な眼差しは、きっといつも通りの感情の浮かばない涼しいものなのに、今ばかりは励まされる。嘘偽りがないとわかるから。

　蓮見さんが手を伸ばし、私の頬に触れる。

「おまえはただ、優しいだけだ」

　静かに、しっかりと告げられた言葉に目の奥が熱を持つ。

　体が弱っている時に優しくするのはやめてほしい。泣きたくなんてないのに、うっかり涙があふれて止まらなくなるから。

「全然、優しくなんかないです。私は――」

　蓮見さんのせいで、そこからは、ひっくと喉をしゃくり上げながらの弱音タイムとなった。

〝岩渕さん〟という女性客に、強引な接客をして断りにくい雰囲気を作ってしまったこと。家族のイメージの強いモデルハウスに女性ひとりで来るのはそれだけでも勇気がいっただろうに、私がさらに追い詰めてしまったこと。

　空調が合わないだけでおかしくなる喉だとか、風邪を引くとだらだらとしつこく続く空咳だとか、デリケートで弱い体を、これが自分なのだから仕方ないと思いながらもたまにものすごく嫌になること。

〝お嬢様だから〟という目で見られるのが嫌なのに、結局自分は世間知らずでうまく立ち回れないこと。それが、情けなくて仕方ないこと。ずっと、もやもやしたものが心の底にたまりっぱなしでどんどん気持ちがよどんでいく気がすること。

　ボロボロと泣きながら弱音を漏らし続ける私の相手はきっと面倒くさかったと思うのに、蓮見さんは「そうか」と何度も相あい槌づちを打って聞いてくれていた。

　私がこぼした愚痴は、蓮見さんからしたらどうでもいいものばかりのはずだ。でも、ずっとベッドの端に座って、時たまティッシュで涙を拭ってくれた。

　そして、届いたデリバリーを持ってまたベッドの端に陣取ると野菜たっぷりのサンドイッチやら色とりどりのチョコレートのかかったひと口ドーナツやらを私の口に運んだ。

　まだ十時前なので、デリバリーの取り扱いが限られたための選択らしい。

　泣いて体力を消耗した体に、栄養たっぷりのサンドイッチと甘いドーナツが吸い込まれていく。そこまですぐにエネルギーにはならないのはわかっていても、体が元気になっていくのがわかる気がした。

　ベッドの上で、ベッドテーブルもなしに食事をするのはお行儀が悪い。

　体調が悪くない蓮見さんはせめてダイニングテーブルで食事をとるべきだともチラッと思ったけれど、ベッドの端に座り私に食べさせる合間に自分も食べる様子をまだ見ていたくて言わなかった。

「美味しいです」

「そうか。俺は、先週おまえが作ったものの方がうまかった」

　突然言われた言葉に驚く。

　確かに先週の金曜日、サンドイッチは作った。蓮見さんはその時も『うまい』とは言ってくれていたけれど、こうしてまた話題に挙げるほど美味しいと思ってくれていたのか、と心があたたかくなる。

　蓮見さんは、私を変わらず〝おまえ〟と呼ぶことも多い。

　でも、名前で呼ぼうと意識してくれているのは私にも伝わってくる。

　だからだろうか。

〝おまえ〟と呼ばれても、同居初日の時のような、嫌な感じがしないのは。

「……また、作ります」

　嫌がらせのために、仕方なくだ。

　そう、誰にだかわからない言い訳を心の中で繰り返した。




　食事を終えて、片付けを済ませた蓮見さんはまたベッドの端に座った。もうすっかり定位置となっている状況に戸惑う。

　体調を崩したからといってここまでつきっきりで看病されるのは、小さい頃以来だ。

　兄がよく私のベッドの端に、今の蓮見さんのように座ってくれていたことを思い出す。でも、あの頃とはもう年齢が違うし、蓮見さんも兄ではないので、こんなつきっきりはおかしい。

　これは……というか、私の涙を拭いたり私の口に食事を運んだりしていたあたりから、蓮見さんが当初に述べた理想とかけ離れすぎている。

　こんなのは想い合っている夫婦がすることだ。

　もしかしたら、喘息の咳を初めて聞いたから発作を心配しているのだろうか。そう思いながら、蓮見さんの横顔を眺める。

　片手にはタブレットを持って操作しているので仕事をしているのかもしれない。どちらにしても、背もたれのあるソファで作業した方が楽なのは明らかだった。

　だから、「あの、私は横になっていれば治りますし、もう大丈夫ですから」と、退室を促したのだけれど、蓮見さんはそこを動こうとはしなかった。

「そうか」とだけ返される。

　さっき、私が泣いて弱音を吐いている時も散々聞いた『そうか』。とても短く、感情なんて乗っていないのに優しく感じるのは、私が弱っているからだろうか。

　蓮見さんの低く聞こえのいい声で言われると、私の全部を受け入れられている気持ちになって甘えたくなるのも、同じ理由からか。

「それ、仕事ですよね？　だったらリビングとかでした方がいいかと」

「問題ない」

「でも、この症状がもしも疲れとかではなく風邪の引き始めだった場合、同じ空間にいるのは危険だと思います。蓮見さん、風邪を引いても仕事忙しそうですし休めないんじゃ……」

「ここは俺の家だ。どこにいようと俺の自由だろ」

　しつこく言ったからか、怪け訝げんな顔を向けられる。

　かと思えば、蓮見さんは眉間のシワを消しやれやれといった具合にため息をついた。

　ベッドの上に放り出していた手を上から握られ驚くも、蓮見さんはもう視線をタブレットに戻していてこちらを見てはいなかった。

　ひやりとした彼の体温が伝わる。

「蓮見さ――」

「いいから寝てろ」

　私より冷たい手に軽く力を込めた蓮見さんは、液晶画面を見たままで続けた。

「普段威勢がいいぶん、体が弱ると気持ちまで弱くなる。ひとりにされると寂しがるくせに、こんな時まで強がるな。俺の心配も無用だ」

　なにも言い返せなかったのは、事実だからだ。

　昔からそうだった。

　風邪を引いたり喘息がひどくて寝込んでいる時、ひとりにされると不安になりめそめそ泣いていた。

　どうしてか寝入る瞬間が怖くて仕方なくて、意識が落ちかけてはビクッと体が震えて目が覚める。それを何度も繰り返した。

　それを知っていたから兄は私のそばにいてくれた。

　けれど、どうしてそれを蓮見さんが知っているのかわからず、父から聞いたのだろうか……と考えていると、彼の視線がこちらに向けられる。

「ずっとここにいてやる。だから、安心して休め」

　その表情は穏やかだった。

　こんな状況なのに、せっかくの休みを潰されているのにちっとも怒っても不満に感じてもいないのが伝わってきて、じわじわと胸の奥からあたたかいものが広がっていく。

　さっき散々泣いたせいで涙腺はおかしくなっている。

　だから、また涙にならないうちに目を閉じると、すぐに眠気に誘われた。

　もう大人なので寝るのが怖いなんてことはないけれど、繋がれている手のおかげで安心して眠りにつけたのは確かだった。

　蓮見さんの体温が心地いい。

　眠りにつく瞬間、「いい子だ」と、とても柔らかい声が聞こえ、繋いでいる手に力がこもった。

　そういうことはやめてほしい。

　私と蓮見さんの間には恋愛感情なんてないし、この先に待つのは婚約解消なのに、そんな優しい声で、甘い体温を分けられたらなにかが始まってしまう。

　そのまま入り込んだ夢の中に出てきた蓮見さんがやけに愛しそうに私を呼ぶので、どんな顔をすればいいのかわからず困り果てる。

　恥ずかしくなりながらも笑顔を浮かべて呼び返した私に、夢の中の蓮見さんは目を細め、優しく唇を重ねたのだった。










痛くて甘いお仕置き




　体調を崩した翌日、木曜日。

　一日寝て過ごしたおかげで体はだいぶ回復していた。

　咳とめまいは一度出てしまうとそんなすぐには治らないため残っているけれど、症状はそれくらいだ。

　どうせ平日だしモデルハウスへの来客はほぼない。マスク出勤すれば事務仕事くらいはこなせる。

　なので、当然出勤するつもりで早起きしたのだけれど、朝食作りは蓮見さんによって止められた。

　普段から料理はしないと話していた蓮見さんだったけれど、私の代わりにキッチンに立った彼は手際よく朝食を作り上げた。

　買い出しは済ませていたにしても、冷蔵庫の中身を見てパパッと適当なものを作れてしまうなんて思ってもみなかったので、驚いたというよりはショックだった。

　蓮見さんは料理ができないでほしかった。

　理由を聞かれたら、なんとなくとしか答えられないのだけれど……私の作った料理を食べて、『うまいな』とこぼす様子を見るのは結構好きだったから、というのが一番の理由かもしれない。

　昨日言っていたサンドイッチだって、蓮見さんは本当は自分でも美味しく作れるんじゃないかな、と思い少し残念に感じていると、朝食を食べ終えた蓮見さんに今後の家事について報告される。

「今まで通りにしていたらいずれまた体調を崩す。仕事を続けるのなら、家事を他の人間に任せるのが妥当だ。今日からハウスキーパーに来てもらうよう手配した。午後には掃除に来る予定だが、必要なら食事も頼めばいい」

　淡々と告げられ、思わず眉を寄せた。

「そういうわけには……」

「じゃあ、仕事を辞めるか？　どちらもやろうとして無理をしたのは明らかだ。張りきっているように見えたから余計な口出しはしなかったが今回の件では俺にも責任はある。他に解決策があるなら聞くが」

　私を見て答えを待つ蓮見さんに、ぐっと黙ってから目を伏せた。

「……仕事は辞めません」

「じゃあ決まりだな」

　それから蓮見さんは今日依頼したハウスキーパーについて説明した。

　柳やなぎ原はらさんという女性で、年齢は二十代後半。一年半ほど前からの担当だという。

　急な依頼だったのに、柳原さんはふたつ返事で引き受けてくれたそうだ。

「体調は？」

「もう全然……少しめまいが残ってるくらいです」

　ごまかそうとして、でも蓮見さんの探るような瞳を前に諦め白状する。

「咳は？」

「それはすぐには引かないので、しばらく様子見です。……もしかして、夜うるさかったですか？」

　昨日も一昨日も、蓮見さんは同じベッドで寝ていた。

　寝ている間は咳は治まっていると家族から言われていたけれど、もしかしたら睡眠妨害したのかもしれない。

　心配になって聞いた私に、蓮見さんは「違う。そういう意味で聞いたわけじゃない」と否定した。

「あくまで、春乃の調子として聞いただけだ。〝レイドバッグホームズ〟には俺から欠勤の連絡を入れておく」

「えっ、大丈夫です」

「おまえに任せると俺に黙って出勤する可能性がある」

「……ちゃんと休みます。約束しますから、連絡は自分で入れさせてください」

　欠勤の連絡を蓮見さんに任せるなんて恥ずかしすぎる、と焦って見上げていると、そんな私を蓮見さんがジッと見る。

「不思議なんだが。宮澤社長を父親に持つ春乃はわざわざ働かなくてもどうとでも生活ができただろう。働かず好きなことに時間を費やしてもそれを許されるだけの環境だったはずだ。なのに大学卒業してから普通に働き続けているのには理由があるのか？」

　不可解な顔で聞かれる。

　確かに、環境的には私が海外で豪遊しようと引きこもって趣味に没頭しようと許されたと思う。

　父が社長をしている限り……いや、それ以降だってもう生活は保障されているわけだし、私が一般的なお給料をもらうために働く意味は、蓮見さんからしたらわからないのだろう。

　でも、私は働いてよかったと思っている。

「小さい頃から、よく父にくっついてモデルハウスの見学とか、クロスだとかカーテンの展示に行ったりしていたんです。そうしているうちに私自身も建築に興味が湧いたので、ハウスメーカーで働いてみたいとずっと思ってました。一応、大学では建築を専攻しましたけど、役に立つほどの資格はとれなかったので中途半端ではあるんですが」

　父が実家を建てた時のことは鮮明に覚えている。

　設計士が作った間取り図を見せて、『ここが春乃の部屋だ』と教えられた時には胸が弾んだし、すごく嬉しくて、持ち帰った間取り図を何十回も眺めた。徐々に完成に近付く家を実際に目の当たりにした時にはワクワクが止まらなかった。

　引き渡しが終わった後、まだ家具もなにもない木の香りが広がる家に、両親も兄も私も自然と笑顔になり、ああだこうだ言いながら家具や小さなインテリアを並べた。

　とても幸せな時間だったと記憶しているからこそ、私もそういったタイミングに携われたらと考え、ハウスメーカーを希望した。

　正直に言えば、周りの目もあるし父の会社への入社は避けたかったけれど、ライバル会社の代表の娘をとってくれるハウスメーカーはまずないだろうと考え、〝レイドバッグホームズ〟を選んだ。

　父にはかん口令を敷いたので、社員に私が社長の娘だとバレたのは先日の白崎が初めてだ。

「今の、モデルハウスの受付という仕事も好きですし続けられたら嬉しいですけど、いずれ、インテリアデザイナーとか設計、建築とか、直接顧客の家づくりに関われる資格をとれたらとも思ってます。夢というか。だから、毎日仕事は学校に学びにいっているみたいで楽しいんです」

　四半期に一度、モデルハウスのカーテンやクロス、家具の配置を変えるのだけれど、その時はインテリアデザイナーの隣に張りついているし、設計部が間取り図を新しく作った時にはよく一緒になって覗き込んでいる。

　好きなことを仕事にしている人は、近くで見ていてとても憧れる。

　そう話すと、蓮見さんは「そうか」と言い一度頷いた。

「案外しっかりしているんだな」

「いえ。父の会社に入社している時点で甘えてますから。だから……本当は社長令嬢とかそういう目で見られたくないなんて、偉そうに言えた立場ではないんです。変な意地ばかり張ってるって自分でもわかってるんですけど」

　ポロッと無意識にこぼれた弱音に自分自身でも驚いたし、どうしてこんな話を蓮見さんにしているのだろうと不思議に思う。

　同居を始めた当初は、私のことを話す必要もないと考えてごまかしていたのに、あの頃から心の変化があったということだろうか。

　昨日、看病してもらったから？　泣いたところを慰めてもらったから？

　心に変化があったとしたら……それはどんな？

　心の中で自問自答している私をジッと見ていた蓮見さんはひとつ息をついてから席を立つ。

　そして、ソファの背もたれに置いてあったネクタイをとり、首に回しながら私に視線だけ向けた。

「親の会社に入るのが甘えだと言うなら俺だってそうだ。けれどそれを甘えだとは俺は思わない。与えられた場所でどれだけ結果が出せるかで、周りの見方は変わる。こちらが必死にさえやっていれば、生い立ちや立場がどうのとうるさく言ってくるやつは放っておいてもそのうちに消える」

　はっきりとした物言いに、ハッとして言葉を失う。

　そんな私にわずかに頬を緩めたように見えた蓮見さんは、ネクタイを結びながら続けた。

「ハウスキーパーは今日の十三時に頼んである。鍵は預けていないから、モニターで確認してから開けろ。仕事ぶりについては信頼できるから、春乃は気にせず寝るなりなんなり好きにしていればいい。ハウスキーパーに調理を任せることに抵抗があるなら夕飯は俺が適当に用意するから、キッチンには立つな」

　それが心配からくる言葉だとはわかっていたので、嫌がらせは素直にお休みすることにする。

　ハウスキーパーが掃除している間好きにしろと言われても、さすがに、初めて会う人の前で呑のん気きに寝てはいられない。

　せっかくならプロの技術を盗もうと思いながら、蓮見さんを送り出した。




　携帯が鳴ったのは、十二時五十分。白崎からだった。

　今日、私の代わりにモデルハウスの受付をしていたらしいのだけれど、うっかり指を切ったらしい。

　救急箱の場所を聞かれたので、「私じゃないんだから」と呆れて笑いながらも場所を説明したところで、インターホンが鳴った。

《あれ。来客？》

　電話越しでもピンポーンという明るい音が聞こえたらしい。

「うん。ハウスキーパーの人が来る予定で……って、あれ？」

　モニターを見た途端、思わず顔をしかめていた。

　一度しか会ってないのにしっかりと見覚えがあったのは、印象が強かったからだ。

《どうかしたか？》

「うちに、〝岩渕さん〟が来てる。……え、これって、〝岩渕さん〟が蓮見さんの家を担当しているハウスキーパーってことだよね？　こんな偶然あると思う？」

　白崎に言いながら、まるで自問自答しているみたいだった。

　でも、偶然は偶然なんだろう。

〝岩渕さん〟には名刺は渡したけれど、そこには会社関係しか記載されていない。〝岩渕さん〟がそれだけをもとにここまで来るのは不可能だ。

　そもそも私は定住する気はないからまだ住所変更だってしていない。

　ならば、考えられるのはただの偶然だけど……気になるのは、名字だった。ハウスキーパーの名前は〝柳原〟と聞いている。

　やっぱり〝岩渕〟という名は嘘で、私が強引にアンケートをお願いしたから書かざるをえなくて……ということなのかもしれない。

　そんな風に思い申し訳なさに襲われていた時、まだ通話状態だった携帯の向こうで白崎が話しかける。

《ハウスキーパーはそうなんだろうけど、偶然にしてはできすぎてる気もする。一応、そこの住所教えて。あと、蓮見さんの連絡先。宮澤はそっちの対応しなきゃだろうし、俺が確認とってみる》

　白崎の言うように、いつまでも岩渕さん……ではなく、柳原さんを待たせておくわけにはいかない。

　どちらにしても柳原さんはハウスキーパーとしてここに来ているわけだし、だったらあげても問題はないはずだ。仕事ぶりは蓮見さんも信頼していたほどだ。

　柳原さんだって私のことは知らず、本当にただの偶然の再会というパターンも十分ある。

　蓮見さんへの確認は白崎に任せ、インターホンの通話ボタンを押す。

　モニターに映った女性は〝柳原〟と名乗り、ハウスクリーニングの社名を口にした。

　それが蓮見さんから事前に聞いていたものと一致したので、少し胸がざわざわしながらもオートロックを解除した。




　玄関で私が迎え入れても、柳原さんは驚いた顔はしなかった。

「宮澤……じゃなくて、蓮見です。今日はよろしくお願いいたします。あの、スリッパよろしければ……」

「いえ、用意してきているので結構です」

　私の申し出を遠慮した柳原さんが、大きな肩がけバッグの中からスリッパを取り出す。

　プロともなるとスリッパ持参なのか……と感心しながらも、出しかけたスリッパを元の場所にしまった。

　柳原さんは動じた様子はなく普通なので、私のことはもしかしたら覚えていないのかもしれない。

　だとしたら、わざわざ言う必要はない気もする。言っても、名字の件で罪悪感を与える結果に終わりそうだ。

　いや、でも、もしも〝レイドバッグホームズ〟の家を気に入って今後、見学なり打ち合わせにくる可能性を考えると、ここで挨拶をしておいた方がいい気もする。

　難しい二択に頭を悩ませながらもリビングの中央まで来たところで、柳原さんを振り返った。

　蓮見さんは以前からここに住んでいたという話だ。

　一年半も蓮見さんの担当をしている柳原さんは、この家に関しては私よりも詳しいだろうし、私がなにか言う必要もない。

　なので「では、本日はよろしくお願いいたします」と軽く会釈をしたのだけれど、柳原さんはリビングダイニングを見回していて返事はなかった。

　ソファやキッチン、ひとつひとつの家具を見る目がじっとりと重たく、部屋の空気までも変えてしまう。

　十三時の日差しが南側の大きな窓から差し込んでいて、視界的にはとても爽やかなのに、一気に重さを増した雰囲気に自然と喉が鳴る。

　背筋が冷たいのは、柳原さんから感じる不気味なオーラのせいだった。

　なんだか様子がおかしい。

　黒髪を横でひとつに結んだ柳原さんは、白いブラウスに黒のスキニーという服装だった。おそらく制服だろう。

　モニター越しではなく、直接合わせた顔も、間違いなくあの日白いワンピースでモデルハウスに現れた〝岩渕さん〟だった。

　苦々しくしかめた顔で部屋を見ていた柳原さんは、そのままの表情で私を見る。

　モデルハウスで会っていることを覚えているにしても忘れているにしても、どうしてこんな顔で見られているのかがわからない。

　動かない状況が気持ち悪くて、ひとつ息を吐いてから口を開く。

「あの、すみません。まず整理させてください。あなたは〝岩渕さん〟ではなく、〝柳原さん〟でいいんですよね？　お仕事はハウスキーパーをされていて、一年半ほど前から蓮見さんの担当をしていると聞いてますが、合っていますか？」

　膠こう着ちゃく状態が嫌で切り出すと、柳原さんは持っていたバッグを床に置いた。

　掃除をしにきたのなら当たり前の行動だけれど、荷物を置くという行動がこのまましばらくはここにいるという未来を予想させ、少しの不安が生まれた。

　多分、柳原さんは私に対して好意的じゃない。

　その直感は当たっていると告げるように、柳原さんが私を睨んだ。

　心から憎々しいと思っている眼差しだった。

「一年半、ずっと蓮見さんの担当をしている柳原です」

「そうですか……。あの、失礼を承知でお伺いしたいのですが。先日〝レイドバッグホームズ〟のモデルハウスにいらっしゃいましたよね？　その目的は、おっしゃっていた通り、マイホーム購入ですか？」

　柳原さんが記入したアンケート用紙の住所や電話番号は嘘だった。

　名前も嘘だったのなら、あの時話していた〝ご主人〟の存在ももしかしたら……と思い慎重に聞くと、彼女は悪びれる様子もなくあざ笑う。

「そんなわけないでしょ。っていうか、もう気付いてるくせに随分遠回しに聞くんですね。あの時アンケートに書いたのは全部嘘です。結婚もしていませんし、家を建てる予定もありません。もし建てるにしても、あなたのいる会社でなんて建てません。あれは、あなたの顔を見て名刺をもらうのが目的でした」

　私の顔と名刺が目的と聞き、考える。

　彼女がどうして私の情報を知りたかったのか。

　柳原さんは蓮見さんの家のハウスキーパーを一年半担当していた。でも、私が同居を始めてからの約一カ月、依頼は中止されている。

　柳原さんがどうやって私の存在を知ったのかは今はいいとして、彼女が私の素性を知りたいと思う理由は……。

「柳原さんは、蓮見さんが好き……なんですか？」

　それ以外考えられない。

　まさか、私のせいで仕事先がひとつなくなったからなんて理由ではないだろう。

　はっきりと聞いた私に、柳原さんはやや驚いた顔をしてからそれをしかめっ面に変えた。

「あなたに答える義務はないと思いますが」

「もちろん義務はないです。でも、私に対して目に見えて応戦体勢ですし色々調べてもいたみたいですし、どうしてなのかなって気になります。柳原さんだって、私になにかしら伝えたい思いがあるから近付いたんじゃないんですか？　その理由が知りたいんです」

　イライラして当たっても、その理由を相手がなにも理解していないのでは無駄でしかない。柳原さんをここまで動かしたのはどういった心情なのかが知りたい。

　そう思ったから言ったのだけれど、柳原さんはますます気に入らなそうに眉を寄せた。

「なによ、その諭さとすような言い方……っ。偉そうに言わないで！」

　一気に距離を詰めた柳原さんに驚いている間もなく肩を押される。

　幸い部屋が広いので、後ろに数歩よろけたところでなににもぶつかることはなかった。けれど、不幸にも……というべきか、まだ残っているめまいのせいで平衡感覚を崩しそのまま倒れてしまった。

　そのはずみでソファの前のローテーブルに顔をぶつける。

　ガラスの天板の角は丸みがあるとはいえ、ちょうど角に頬をぶつけたので、それなりの痛みがあり思わず「痛……」と声が漏れた。

　衝撃で歯が当たり内頬が切れたせいで、口の中に血の味が広がる。

　まだ視界も脳もぐらついて立てる状態じゃないため、座り込んだまま状況を整理する。

　部屋が広くて幸いだった、なんて思ったけれど、それ以外はタイミングだとか打ちどころだとかなかなか運が悪かったなと思いながら頬に触れる。

　多分、少しは痣あざになるかもしれない。

　顔だし接客業としてはあまりよくない。目立つ場所に湿布なんて貼っていたらおかしな心配をされたり、蓮見さんがあらぬ疑いをかけられる可能性もある。

　どうにかファンデーションの厚塗りでごまかせる程度だといいな、と考えていて、柳原さんの存在を思い出す。

　ハッとして、床に座ったまま、まだぐらつく視界をなんとか上にずらすとすぐに目が合った。

　明らかに動揺している様子に笑顔を作ろうとして、頬の痛みに邪魔される。

「うー……」と口の中でうなってから、再度笑顔を作った。

　今度は成功した。

「大丈夫です。……すみません。ひとりで勝手によろけて転んだだけですし、気にしないでください」

　柳原さんに突き飛ばされた後、一度は踏みとどまった。だからこの転倒はめまいによるものだし、別問題だ。

　そう説明してゆっくりと立ち上がる。すぐに冷やした方が痣になりにくいと思い冷蔵庫に向かおうとして、それを柳原さんが止めた。

「座っててください。氷なら私が……その、衝撃で頭にも影響があった可能性もあるので動かない方がいいと思います」

　お言葉に甘えてソファに座っていると、柳原さんは自分のバッグから透明なビニール袋を取り出し、そこに製氷室からすくった氷を入れる。

　そして、それをタオルで包むと、遠慮がちに私のところまで持ってきてくれた。

「ありがとうございます。助かります」

「……いえ。あなたがどう言おうと私にも責任の一端はあると思うので。気分はどうですか？　話していて、骨とかに問題はなさそうですか？」

　バツが悪そうな顔をしながらも心配してくれる柳原さんに自然と頬が緩んだせいで、また痛みが走った。

　同居人の蓮見さんが硬派な人でよかったと思う。

　お笑い芸人だったら今日から数日地獄を見るところだった。

「骨は大丈夫だと思います。おかしな気持ち悪さも今のところないです。……すみません、掃除にきたのに私の世話まで焼かせてしまって。でも、ひとりだったら心細かったと思うので柳原さんがいてくれて助かりました」

　頬に当てたタオルからじわじわと冷たさが頬に広がる。

　ジンジンしていた痛みが、氷のおかげで緩和されていくのがわかった。

　内頬はすでにもう腫れているのか、傷口が歯に当たって痛い。

「あの、それで……蓮見さんの話をしていたんでしたよね」

　思わぬ休戦をやむなくされ流れてしまっていたけれど、私が転ぶ前は蓮見さんの話をしていたはずだ。

　もうあの時のような重苦しくて殺伐とした空気はない。場を包むのは、気まずさのみだ。

　それでも途中にしたままにするのは気持ちが悪い。

「柳原さんは、蓮見さんが好きだから私が邪魔なんですよね。私さえ現れなければ柳原さんが蓮見さんと付き合って一緒に暮らしていたのに……ってことでしょうか」

　頬を動かすたびに走る痛みに耐えながら聞く。

　柳原さんは、心外とばかりにギュッと眉間にシワを寄せた。

「まさか。私なんかが蓮見さんと一緒に暮らせるわけがないでしょ。私は別に……見守って、たまにこうしてお部屋の掃除をさせてもらえたら、それでいいんです」

「見守るって……」

「一年半前、初めて蓮見さんに会った時、あまりの綺麗さに驚きました。ひと目惚れでした。それからの時間は夢みたいだった。蓮見さんの生活の手助けができる、それだけで満たされた」

　最後は穏やかな表情で言った柳原さんにポカンとしてしまう。

　だって、見守ってたまに生活の手助けができればいいなんて……それは恋愛感情なのだろうか。

　好きだったら、もっと相手の生活に入り込んで、自分が相手を想うのと同じくらい相手にも想い返されたいと願うものじゃないのだろうか。

「でも、蓮見さんが結婚するのは許せないんですよね？　だから私にきつく当たったわけですし」

「それは……だって、幸せだったこの一年半の生活があなたのせいで急に壊されたから。私が彼のために完璧に仕上げた生活を簡単に捨ててあなたと悠々と暮らしているんだと思ったら、我慢できなくなって、それで……」

「〝私と蓮見さんだけの場所に、許可もなく立ち入らないで〟って思ったってことですよね」

　柳原さんがぐっと押し黙る。肯定だった。

　それは、さっきの〝ただ見守れれば〟という発言よりもよほど恋愛感情らしいと私は思ったのだけれど、彼女があまりにツラそうに下唇を噛んでいるので、不思議に思い声をかける。

「あの、そう思うのは普通だと思います。蓮見さんは接触すらできないアイドルではないですし、ただ見守って崇める必要なんてないです。好きなら好きで恋人の座を望むのが普通だと思います」

　だからそんなに自分を責めるような顔をしなくてもいいと伝えたくて言うと、柳原さんはしばらくぼんやりと私を見てから、ふっと笑った。

　怒りや憎しみ、それに呆れが混ざったような笑みで「そういうところが鼻につくのよ」と告げた柳原さんが、そのままの表情で続ける。

「モデルハウスで私が怪我をさせた時も、それに今だって、痛いくせにまず大丈夫って笑顔を作って、しまいには私の心配して……あなたを〝いい人〟だとか〝優しい人〟だと思うたびに自分が情けなくなる。蓮見さんにはこういう人が合うのかって見せつけられて、惨めな気持ちでいっぱいになるの。わからないでしょ？」

　悲しそうな微笑みに目を見張る。

　口の中に血の味が広がっていた。

　結露した水滴を吸い取ったタオルから、私の手首へと滴が流れ落ちる。

　呆ぼう然ぜんとしている私を見て、柳原さんが笑う。さっきまでと一転して、今度は馬鹿にしたようなものだった。

「でもね、私思うの。あなたが真っすぐで他人に気を払えるのは、単に心に余裕を持って過ごせているからってだけなのよね。ただ、置かれた環境がよかったってだけの話。ラッキーだっただけでしょ。だから、あなたが〝いい人〟とか〝優しい〟って評価を受けるのは違う」

　ああ、嫌だなと思う。

　口の中の血の味も、手首から肘まで落ちてくる水滴の感触も、今から告げられるであろう言葉も、全部が不快で仕方ない。

「社長令嬢で、どうせずっと大事に育てられて、今だって周りにちやほやされて毎日過ごしてるんでしょ？　苦労もしないでここまできたくせに、なんでもない顔して蓮見さんの隣に立って……どうして？　私だってそんな人生がよかっ――」

「――またそれ？」

　プツリとなにかが切れ、意識せずとも口を開いていた。

　それまで黙っていた私が発した声に、それにこもった怒気に、柳原さんが少し驚いた様子で黙る。

　話すと頬が痛いのはわかっているのに、沸々と湧いてくる怒りの逃がし方が他にわからなかった。

　氷の入ったタオルを膝の上に下ろし、柳原さんを見据えてわずかに首を傾げた。

「〝社長令嬢だから〟なに？　社長令嬢だから努力もしなければ苦労もない？　私のいいところは全部環境のおかげ？　悩みのない人生？　それ、本気で思ってるの？」

　ペラペラと話し出した私に、柳原さんは小さく「え……」と漏らす。

　戸惑っている様子だったけれど、気にせず続ける。

「社長令嬢にだったら、なにを言っても許されるの？　傷付けてもいいって、どうして思うの？　〝社長令嬢だから〟私は、あなたになにを言われてもただ我慢して従えって言いたいの？　それ、正気で言ってるならどうかしてる」

〝社長令嬢だから〟。

　それは、これまで飽きるほど言われ続けてきた言葉だ。

　学生時代、いい成績を収めたって〝社長令嬢だから〟。いい行いも、きちんとした身なりも、言葉遣いも、挨拶も。全部〝社長令嬢だから〟で、そこに隠れた私の努力は無視されて誰も見ようともしてくれない。

〝宮澤春乃〟は、〝レイドバッグホームズの社長令嬢〟で、そこに私はいない。

　肩書きしか見られないし、よくも悪くも、私のすべてがそのおかげで、そのせいなのだ。

　そういう対応をこれまでの二十四年間受けてきた。

　もう、うんざりだった。

　体の中身、ほとんどが苛立ちであふれ溺れそうだ。

　涙がじわじわと浮かんでくる。

　柳原さんはおどおどして私を見ていた。

「印いん籠ろう……」とポツリと私がこぼした声に、柳原さんがキョトンとして聞き返す。

「印籠？」

「そう、印籠みたいなものなの。〝社長令嬢だから〟って言われたら、私は黙るしかなくなる。私が悪者なの？　なにもしてないのに？　ただ、社長をしている父親のもとに生まれただけで、この先ずっと無責任に他人からその印籠を出されたら黙って我慢するしかないの？」

「あの、落ち着い……」

「無理だよ。沈黙は金だって、おじいちゃんから教えられて育ってきたし、実際に何十回って沈黙してやり過ごしてきたけど、ずっとなんだもん。同じところをずっと傷付けて抉えぐられたら、黙ってるなんて無理だし、たまには爆発しないとどうにかなっちゃう」

　喉を通る呼吸が震える。

　涙をこぼすまいとぐっとこらえると、空咳が二度出て、その振動で頬が痛んだ。

「私だって、痛い」

　目を伏せ絞り出すように声にする。

「私は、別にそこまでひどく言ったつもりじゃ……」

　ややしてから柳原さんが言う。

　視線を床に落としたままだからどんな顔をしているのかはわからないけれど、焦っている声だった。

「わかってる。柳原さんのひと言は爆発のきっかけにすぎないし、それまでため込んだ私のイライラを一身に浴びせるのは申し訳ないとも思ってる。でも、一度だって、意図的に傷付けようとしたなら無関係ではないと思う。違う？」

　聞きながら目を合わせると、柳原さんはぐっと黙った。

「この指の傷だって頬だって、痛かった。今だって痛い。でも、見えないところの傷の方がよっぽど痛いの。言い返したくても、ダメだって、おじいちゃんの言葉を思い出して飲み込んだ時にできた傷の方が、ずっと。誰だって、傷付けられたら痛い。当たり前でしょ。私だって、悩んで泣いて今日まで過ごしてきた。それを、わかって」

　途中から、ダメだとわかっていた。

　こんなのは柳原さんに言うことじゃない。私が勝手にため込んできたうっぷんを浴びせてしまっている。

　こんなだとまた〝社長令嬢だから我慢ができない〟って言われるのがわかってるだけに、自分が情けなくて仕方ない。

「あー……もう、ごめんなさい。本当にごめんなさい」

　天井を仰いで、両手で顔を覆う。

　ひとりで勝手に転んで、怪我をして、情緒不安定に怒って謝って。

　はたから見たらそれは滑稽だろうなと自分でも笑ってしまいそうになった。

　ひとつ、大きく深呼吸する。

　それからゆっくりと目を開き、柳原さんを見た。

「柳原さんには関係ないことですけど、私、好きな人に五回振られてるんです」

　それまで呆然としていた柳原さんが〝五回〟という数字にか、わずかに目を見開く。

「社長令嬢っていう私の立場が重いからって。そんなの、私のせいじゃないのにって思いました。でも、仕方ないって飲み込むしかなかった。私は、両親がいたから生まれたんだし、今さらそんなこと恨んだって仕方ないんです」

　再びタオルを頬につけてから、「あ」と声を出し、柳原さんに苦笑いを向ける。

「五回は嘘だったかも。最初の二回は、多分単純に私自身がダメだったから振られたと思うので、正確に言えば三回です」

「三回……」

「両親のせいだって一瞬でも思った自分が情けなくて仕方なくて……涙が止まらなくて、いつまで経ってもお風呂から出られなかった。羨ましいって思いますか？」

　微笑んで聞く。

　柳原さんはなにかを言おうとして、また口を閉じ……そのまま数十秒が経過した時、玄関が開く音がした。

　スリッパも履かずに入ってきたのはスーツ姿の蓮見さんで、後ろに白崎が続いていた。

　それを見て、そういえば白崎に連絡を入れていたことを思い出した。

　ソファに座っている私を見た蓮見さんは、迷いなく近付くと私の前の床に膝をつく。

　そして、私が頬にあてているタオルにそっと手を伸ばした。

　私の手を上から包むように触れられると、手のひら側からはタオル越しの氷の冷たさが、甲側からは蓮見さんの手のあたたかさが伝わり、おかしな感覚だった。

「怪我をしたのか？」

　めずらしく心配そうな顔で聞かれる。

「ちょっと転んでしまって。でも大丈夫です」

　実際にそうだから言ったのに、蓮見さんは納得していないような顔で柳原さんに視線を向けるので、慌てて彼の腕を掴つかんだ。

「本当に私が勝手に転んだんです。朝、めまいが少しあるって言ってたじゃないですか。それが出て、ふらっとしてこのテーブルの角にぶつけちゃったんです」

「電話越しだったが、柳原さんが会話の中でだいぶ感情的になっていたのは聞き取れた。その時になにかされたんじゃないのか」

「電話……？」

　自然と自分の携帯を視線で探す。

　ダイニングテーブルの上に発見したそれは、随分そこに置いてあったはずなのに画面が明るくなったまま。

　バッと白崎を見ると、彼は苦笑いを浮かべ自分の携帯の画面を私に見せる。

　通話状態を表す画面だ。しかも通話相手は〝宮澤春乃〟……つまり、ずっと通話状態だったってこと？

　白崎が切るだろうと思って、私はそのまま携帯を置きインターホンに出ちゃったから……そうか。なるほど。

　ようやく状況を理解した。

「別になにもされていません。どちらかと言うと、私の方が感情的になって柳原さんを困らせていた感じなので、本当に全然……それより、どこまで聞こえてたんですか？」

　私の携帯はスピーカーにはなっていないから、そこまで音は拾っていないはず……というか、拾っていないといいな、という思いから聞く。

　けれど蓮見さんは「小さくはあったが、ほとんどは聞き取れていた」と答えたので天を仰ぎたくなったし、チラッと視線を向けた先では柳原さんが顔を覆っていた。

　それはそうだと思う。

　柳原さんが蓮見さんを好きだという話をしていたのに、それを本人に聞かれていたなんて、顔を覆いたくもなる。

　私は私であの心のうちを聞かれていたと思うと落ち込みたくなるけれど、今は柳原さんの方が重症だ。どうにかできないかな、と思い……意を決して柳原さんに声をかける。

「柳原さん。あの……そういうわけらしいんですが。このままなぁなぁに事が進むのと、直接はっきりさせるのは、どちらが好ましいですか？　どちらが、柳原さんが今後気が楽に過ごせますか？」

　彼女はハッとした顔で私を見てから、目を伏せ、眉を寄せた。

「そんなの決まってるでしょ。はっきりさせた方がいい。こんな気持ち、いつまでも持っていたってツラいだけだし、今回みたいに誰かに迷惑をかけることになるかもしれない。そんなのもう、恋じゃないもの」

　蓮見さんに気持ちがバレたともう割り切ったのか、はっきりした口調だった。

「だったら……」

「私だって、できるならとっくにそうしてた。告白して、蓮見さんの言葉でこの恋を終わらせられたらそれで幸せだとも思った。でも、私みたいな平凡な女が相手にされるわけがない。どう話しかけたらいいのかもわからないし、きっと話も聞いてくれないに決まってる」

　悲痛な叫びだった。

　柳原さんの声や表情、全部がツラいと叫んでいる。

　一年半という、ひとりで抱え続けた時間が想いをこじらせてしまったのかもしれない。

　白崎は完全に傍観者と化し、当の蓮見さんは柳原さんを見てはいるものの、声をかける気配はない。全部を聞いていたのに、だ。

　そんな蓮見さんをどうかと思いながらも柳原さんを見て口を開く。

「そんなことはないです。……きっと。多分。誰だろうと相手が必死な想いを抱えているなら、蓮見さんは足を止めて目を合わせて話を聞いてくれると思います」

　言いながら、柳原さんには見えない角度で蓮見さんのＹシャツをくいくいと引っ張る。

　私と目を合わせた蓮見さんは、意図を理解しひとつ小さな息を吐いた後立ち上がり、柳原さんと向き合った。

「話があるなら聞く。だが、応えられるかは話が別だ」

　はっきりと言った蓮見さんに、柳原さんは緊張からか目に涙を浮かべ必死に想いを告げたのだった。




「１００％振られるってわかってるのにギャラリーのいる前での告白を強要するなんてドＳだな」

　帰り際、白崎がそう言って笑った。

　結局、蓮見さんは、今後の担当については変更を申し出る、というようなことを伝え、柳原さんをそのまま帰した。

　部屋を出る時、柳原さんが私に視線を留め「指も頬もごめんなさい」と謝ったものだから、蓮見さんの視線が怖くてとてもじゃないけれど隣を見上げられなかった。

　どちらも本当に柳原さんのせいではない。

「柳原さん、やっぱり傷付いたかな。あのままぬるっとスルーした方が私的には嫌だと思ったし、あんなタイミングでもなければ蓮見さんは柳原さんと向き合わないかもしれないって思ったからだったけど……ドＳだった？」

「まぁ、大丈夫だろ。声に出して振られるか気持ちスルーされるかだったら前者の方が立ち直りは早い。蓮見さんに向き合ってもらえたって、いい思い出に昇華できるんじゃないか。っていうか、五回も失恋してるならその辺、宮澤の方がよく知ってるだろ」

　ケラケラとからかって笑う白崎に、やっぱり本当に全部聞かれていたんだなと肩を落とす。

　五回の失恋は、私の中でトップシークレットだ。

　家族と蓮見さん以外には打ち明けていない。

　白崎は私との電話を繋ぎながら、会社から蓮見さんに連絡をして駆けつけてくれたらしい。

　蓮見さんがタイミングよく〝レイドバッグホームズ〟の近くを車で走っているところだったから、白崎は蓮見さんに拾ってもらいすぐにここに直行したという話だ。

「それより、ありがとう。仕事中だったでしょ。抜けちゃって大丈夫？」

「ああ。モデルハウスの受付は後輩に任せたし、俺は外出で十七時戻りってことになってるから問題ない。あとは〝社長令嬢〟が口閉じててくれれば嘘だともバレない」

　わざと〝社長令嬢〟と印籠を見せて私を黙らせる白崎の脇腹を拳でつく。

　今回は私のせいなので、言われるまでもなく黙るつもりだ。

「それより、早く部屋戻れよ。あまり長く話してると蓮見さんに勘ぐられそう。車の中とかマジで怖かったんだからな。ずっと無言だし、でも相当怒ってるのはオーラでわかるしで、あんなに息苦しい空気初めて吸った」

「ああ、意外と心配性なところがあるんだと思う。私になにかあったら父親に悪いと思ってるみたい。責任感が強いのかも」

　軽く返したからか、白崎は〝なにもわかっていない〟とばかりに呆れ笑いを浮かべてから「じゃあ、お大事にな」と帰っていき……私はというと。

「すぐに診てもらえるよう整形外科と脳外科を手配した。出るから準備しろ」

「え、いえ。これくらい湿布貼っておけば大丈夫ですし、病院なんて大袈裟……それに脳外科はなんで……」

「衝撃があったならＣＴを撮ってもらった方がいい。頬も痕が残ったらどうする。いいからついてこい」

　強引な蓮見さんにより、総合病院の整形外科と脳外科を受診させられたのだった。




　診察を終えた後、外で夕飯を済ませた。

　頬に湿布を貼った状態では恥ずかしいだろうと蓮見さんが予約してくれたのはフレンチの個室。中庭を眺められる部屋は、ふたりで食事をするには十分すぎるほどの広さがあった。

　レンガ調の壁の間接照明や小さく流れるピアノ演奏がしっとりとした大人な雰囲気を出していて心地がよかった。

　正直、内頬が切れているのでそこまで味はわからなかったのだけれど、どれも上品で美味しかったと思う。

　今度母と一緒に来るのもいいかと思いながら食事を終えた。

　そして、二十一時頃帰宅し、蓮見さん、私の順番でお風呂を済ませる。

　髪をドライヤーでしっかり乾かした後リビングに戻ると、蓮見さんはいつも通りソファに座りタブレットを操作していた。

　いつの間にか見慣れた風景になっていることに戸惑いつつも、こちらもいつも通り隣に腰を下ろす。

　いつもと違うのは、私が座るなり蓮見さんがタブレットをテーブルに置き、代わりに湿布を持ったところだけ。

　こちらをジッと見た蓮見さんがそっと手を伸ばし、私の頬に優しく触れる。

　表面を撫でるだけなので痛みは感じなかった。

「腫れてるな。少し痣にもなってる。もしかしたら、時間が経つともう少しひどくなるかもしれない」

〝お嫁に行けなくなった〟という、こういう時専用のジョークを口にしようとして、でもなんとなく声にはできずに飲み込む。

　蓮見さんからどんな言葉が返ってくるのか、考えると少し怖かったからかもしれない。

　ううん。正しくは、怖いと思ったのは蓮見さんの返事を受けた時の自分の気持ちだ。

　私が〝お嫁に行けなくなりました〟と言えば、蓮見さんはきっと〝心配ない。俺がもらう予定でいる〟とかなんとか返すのだろう。

　甘さなんてかけらもこもっていない、無機質な声で。

　だってそれは〝政略結婚として〟という意味で、蓮見さんの感情はそこにはなにひとつ含まれていないから。

　私はそれを聞いた時、きっとショックを受ける。……そんな気がする。

　だから、口に出せなかった。

　ショックを受ける理由は知りたくないし、知らないまま婚約解消に持ち込んだ方がいい。

　よくあたる直感がそう伝えていた。

　飛び込み状態だったのにやけに丁寧に診てくれた整形外科の先生が処方したのは、ジェルタイプの湿布と、痛み止めの飲み薬。脳外科で受けたＣＴでは特に異常はなく、経過観察となった。

　私の頬に湿布を貼った蓮見さんが、その出来を確かめるように見ながら「痛みは？」と聞く。

　ない、と嘘をつこうとして、それから笑ってごまかそうとして、最後は諦めて目を逸らした。

「多少はあります。今は外側っていうよりは、内側の方が痛いです。口の中切っちゃったので。しばらくは食事は右側で噛むことになりそうです」

　少し笑って見せたけれど、蓮見さんは不機嫌にため息をついた。

　蓮見さんが背もたれに体を預けるので、その横顔を眺め……しばらくしてから口を開いた。

「柳原さんとは、一年半前からの付き合いだったんですよね」

　蓮見さんは、視線をこちらに向けないまま答える。

「ああ。だいたいが不在時に掃除に入ってもらっていたから、直接顔を合わせたのは十回程度だった。いくらハウスクリーニング会社の保障があっても知らない人間を家に入れるのは気持ちのいいものじゃない。だから最初の数回は立ち会ったが、彼女の仕事ぶりに文句はなかったから、その後からは信頼して任せることにしていた」

　想像してみる。

　初めて顔を合わせた時にひと目惚れしていた柳原さんは、蓮見さんに信頼されどれほど嬉しかったのだろう。

　家事を任され、自分が綺麗にした部屋で蓮見さんが毎日快適に暮らす。

　しかもそれが一年半も続けば、愛着も執着も湧くのかもしれない。

　そして、嫉妬心も。

　私だってきっと……これは、たとえばの話だけれど、きっと、蓮見さんを好きになったと思う。

「柳原さんの気持ちには気付かなかったんですか？」

　そこまで鈍いとも思えずに聞いたけれど、「興味がなかった」という言葉に驚く。

「興味がなかったって……」

「彼女に限っての話じゃないが、相手がどんな感情を抱いていようと仕事さえしっかりしてくれているのであれば関係ない。それに、さっきも言った通り、顔を合わせる機会はそうなかった。少なからず想われているのは気付いても、放っておくのが得策だ」

　そうかもしれないと半分思って、残りの半分はそんなの冷たいと思った。

　ふたつの感想がだいぶせめぎ合っていたけれど、結果的に蓮見さんが柳原さんの気持ちに応えるつもりがなかったことを考えると、それでよかったのかと納得する。

　そもそも柳原さんからアクションを起こしていないのだから、蓮見さんの我関せずな態度は責められるいわれはない。

〝そんなの冷たい〟は、純粋に柳原さんを思っての感想だったのか、それとも今後自分に対する蓮見さんの態度を想像しての言葉だったのか、掘り下げそうになった頭に気付いてストップをかけた時、隣からの視線に気付いた。

　すぐに視線がぶつかる。

　蓮見さんの眉間には少しシワが寄り、眉尻が下がっていた。

「悪かった。彼女があそこまで暴走すると予想できなかった俺の責任だ」

　申し訳なさが声に滲んでいて、慌てて笑顔を作った。

「いえ。誰もそんなの予想できないですから。それにこれは柳原さんを庇っているわけじゃなく、本当に私が転んだせいですし、蓮見さんはなにも気にしないでください」

　大事になってしまって、こちらこそ申し訳ない。

「そういうわけにはいかない。傷や痕が残らないといいんだが」

「大丈夫ですよ。あまり自慢できたことでもないですけど、顔に傷付けたのは過去にも何度かあるので。普段は我慢するようにしていても、たまにカッとなってああいう感じになっちゃうんです。揉もめ事を起こしたいわけではないんですが、つい」

　今日みたいに爆発したことは過去に数度ある。

　当然蓮見さんは知らない時期の話なのに、彼は「そのうちのひとつは知っている。中等部の頃だろ」と正解を口にした。

「兄貴が同級生にシスコンだと馬鹿にされた時も、おまえはすぐに庇うように相手の前に出た。〝兄が好きで慕って、それのなにが悪い〟と女子中学生の真っすぐな非難の眼差しを受けた相手は、バツが悪そうに立ち去った。春乃の兄貴は〝自慢の妹〟だと誇らしそうにしていたが、それが俺には信じられなかった。普通に考えて危なすぎる」

「女子中学生って……え？」

　蓮見さんの口から出たのは実際にあった過去の出来事だ。

　中等部の頃は、兄に会うためによく大学に忍び込んでいた。それを見た兄の同級生らしき男性に馬鹿にされたから応戦したけれど……それを蓮見さんが知っている理由がわからない。

　どこかから見られていたとして、蓮見さんは兄と同じ大学だったということだろうか。

　聞こうと口を開いた途端、蓮見さんが私の頬に触れる。

　湿布の上から優しく触れられただけなので痛みはないけれど、絡まる眼差しがあまりに心配の色を浮かべていて目を見開いた。

「ああいうことはやめてほしい。俺の心臓が持たない。俺の目が届かないところで、誰かに傷付けられているかもしれないと思うと気が気じゃない。勇敢なのはいい。けれど、俺の知らない場所で怪我を負うのはもうこれが最後だ」

　抑えられた声なのに、とても大きな感情が込められているのがわかった。

　蓮見さんが本気で心配してくれているのかはわからない。その理由だって謎だ。

　でも、今目の前にいる蓮見さんの態度が嘘だとはとても思えなくて、自然と頷いていた。

「はい」

　しっかりと答えてから、ついさっきまで抱いていた疑問を思い出した。

「あの、さっきの話は誰かから聞いたんですか？　父が話したとか……」

　それにしては実際に見ていたような言いぐさだったと思いながらも聞こうとして、一気に距離を詰めた蓮見さんに止められる。

　鼻先がぶつかり無意識に後ろにのけぞりそうになったところを、腰に回った蓮見さんの腕に止められた。

　間近に端正な顔があり、ジッと見つめてくる瞳に心臓が速足になる。

「もう黙ってろ。今日はゆっくり並んで話をしている気分じゃない。理由はわかるな？」

「……はい」

　散々面倒をかけた自覚はあった。

　柳原さんとの件は、やり方次第でもっとうまく治められた。そうしたら、転ぶこともなかったし、病院にも行かずに済んだ。

　蓮見さんは、日が沈まないうちに仕事に戻れたのだ。

　なので……という理由でもあるし、〝黙れ〟という言葉に素直に従ったのは、場を包む空気が変わったせいでもあった。

　お風呂上がりのような、今日行った高級フレンチのような、しっとりとした雰囲気にゆっくりと目を伏せる。

　私の顎を持ち上げて固定した蓮見さんがそのまま距離を埋めたのが見え、唇の感触にも視覚情報にも鼓動が跳ねた。

「いい子だ」

「……んっ」

　きちんと大人しくなった私に、蓮見さんがふっと笑みを浮かべる。

　もう一度重なった唇が私のそれをついばむ。

　唇の柔らかさを確かめるような、戯れているようなキスが恥ずかしくて身じろぐけれど、腰に回った腕に力が込められただけだった。

「ん……」

　ゆっくりと入り込んできた舌に口の中が浸食される。

　奥で縮こまっていた私の舌を、蓮見さんは誘うように優しく撫でる。甘い感覚におびき出されると舌同士が重なりわずかな水音がたった。

　角度を変えながら交わされるキスに背中をぞくぞくとした感覚が這う。

　次第に力が入らなくなった口がだらしなく開き始めた時、我に返り蓮見さんの胸を押した。

　まずい。これは絶対にまずい。

　こんな恋人同士がするようなキスをされ続けたらほだされてしまう。

　そう思い、「あの、口の中が切れてて痛いので」と適当に言い訳をして止めたけれど、蓮見さんが鼻先の距離から離れることはなかった。

「そうだな。血の味がする」

「だったらやめてくださ……」

「我慢しろ。お仕置きだとでも思え」

〝え〟と返そうとした声を封じるように再び唇を塞がれる。

　そのままソファに押し倒され、焦って声を出そうとしても、その後散々いじられた体がいい加減ツラくて音を上げたくなっても、ずっと重なったままの唇のせいでなにひとつ言葉にならなかった。

「体がツラいだろ。シャワーなら少し休んでからでもいい」

　情事後、ようやく呼吸が落ち着いた頃、私を抱きしめようとしてきた腕から逃げるようにソファから立ち上がると、そんな声がかかった。

　さっきまでの感覚が余韻とは言えないレベルで体に留まっているせいで足元がふらつきそうになるのを必死に耐え、蓮見さんに背中を向ける。

　きっとひどくとろけた顔をしているのがわかったので、目は合わせられなかった。

「すぐシャワーしたいんです」

　意識してはっきりした声で告げる。

　本当ならまだ動きたくない。

　もういっそこのまま朝まで寝てしまいたいとすら思う。……蓮見さんの腕の中で。

　けれど、今、突き放すように離れないとまずいと本能が警告していた。

　このままずるずると深入りしたら、きっと、取り返しがつかなくなる。

　好きに、なってしまう。

　これは政略結婚で、早々に婚約破棄に持ち込まなくちゃならない。

　気持ちがないのに結婚して体まで重ねられる蓮見さんとは、結婚の価値観が絶望的に合わないし、そんな生活に希望はない。どんどん苦しくなるだけだ。

　だから。

　好きになるわけにはいかない。

　絶対に、いかないのだ。










一方通行の想い




　私の仕事は接客業なので、休みは毎週水曜日と第一、第三木曜日。一方の蓮見さんの休みは、カレンダー通りなので、基本的に土日は休んでいる。

　私が仕事に出ている土日、蓮見さんがどう過ごしているのかを気にしたことも聞いたこともなかったけれど、もっと興味を持っておけばよかったと後悔した。

　せめて、朝食の時に〝その日の予定〟くらいは軽く話題に挙げてもよかった。そうすれば、私の職場でばったり顔を合わせるなんて事態にならずに済んだかもしれない。

　朝、私を職場近くまで車で送ってくれた時には、父と会うなんて話も、来訪予定なんて話もしていなかったのに……と、涼しい横顔を見て口を歪ゆがめた。




　余談だけれど、柳原さんの一件以降、蓮見さんは少し変わった。

　まず、私がひとりで在宅している時に鳴ったインターホンは基本無視するようにと言い出し、さらには蓮見さんが休みの日は私の職場まで送り迎えをするなんて言い出し……あと、呼吸するようにキスしてくるようになった。

〝いってきます〟や〝おかえりなさい〟〝おやすみなさい〟といった挨拶ではないタイミングでも、たとえば私がキッチンに立っている時だったり、お風呂に入ろうとしてリビングですれ違う時だったり、なにかにつけてキスされている。

　触れるだけのキスなので、今さら文句があるわけではないにしても……なんだか、まるで恋人同士みたいで困るのだ。

　体の関係に流れないただのキスなんて、ただただ甘くて照れるだけなので……嫌だとかそんなんじゃなく、純粋に困っているし、蓮見さんの意図も図りかねている。

　こんなの、蓮見さんが当初嫌がっていた〝ベタベタした関係〟ではないのだろうか。

　まぁ、当の本人が至って無表情なのでそこまでの甘さはないのだけれど。

　そんな疑問を抱えたまま迎えている土曜日の十一時。場所は社長室。

　ジッと見ている私の視線を横顔に受けても、ジャケット姿の蓮見さんは動じず眼差しを返すだけだった。

　その向かいではスーツを着た父がご機嫌に笑っている。

「蓮見くんが一度春乃が働いているところを見てみたいと言ってくれたんだ。いやいや、春乃の性格上、正直少し心配もしていたんだが仲よくやってくれているみたいでよかった」

　地下鉄の駅からほど近い場所にある〝レイドバッグホームズ〟本社と、その隣に建つ二棟のモデルハウス。

　フットワークの軽い父が本社上階にある社長室にいる時間は極端に少ない。来客がゼロとは言わないけれど、誰かを呼ぶくらいなら自ら行く方が気が楽だし性にも合っている父がこうして社長室で接客するなんてめずらしいので、きっと階下では噂になっているのだろうと想像し、くらっとする。

　どこから漏れたのか、先日から〝ロータステクノロジー〟との提携話が社内では囁かれていたので、取締役のご子息の蓮見さんが来訪しても、提携話の信ぴょう性が高まるだけできっと社員もそこまで驚かない。

　でも、私が同席していることについては……きっとさまざまな憶測が飛び交っている気がして、もう治ったはずのめまいがした。

　頬の湿布のせいで元から話題になりやすい状態だったのに、そこにプラスしてこれだ。厄日かと思った。

「まぁ、座りなさい」と父に着席を促され、蓮見さんの隣に腰を下ろす。

　クッション性の高いひとり掛けソファはどこまでも沈むため、姿勢をよく保つのが大変だ。

　そんな私の苦労なんて知る由もない父は、並んだ私たちを見て満足そうに目を細めた。

「うん。似合いのふたりだな。……まぁ、顔の湿布はいただけないが」

　笑みを渋く崩した父に、蓮見さんが座り直し、もともと真っすぐだった背筋をピンと伸ばした。

「私の配慮が足りなかったばかりに大事な春乃さんに怪我をさせてしまい、申し訳ない限りです」

　蓮見さんが頭を下げようとするので止めようとしたけれど、父が「いやいや」と苦笑する方が先だった。

「この子は昔から無茶をする子だったから気にしないでいい。今回の怪我もどうせ勢いよく突っ込んだ結果だろう。蓮見くんが気にする必要はないよ」

　その通りではあるものの、父の言いぐさに少しムッとする。

　頬の怪我は、病院を受診してから二日経った今、少し落ち着いている。

　口の中の傷も、頬の痣も、両方の痛みも昨日のピークを無事に越えた感覚があるので、これからは完治に向かうと思う。

　顔に湿布を貼ったままの接客はどうかと思い、今は白崎や他の社員にモデルハウスの受付は代わってもらっているので、早く治るのを祈るばかりだ。

　なので昨日から私は裏方の仕事をしていたのだけれど、急に呼び出されたと思ったらこれだった……というわけだ。

「ただ、根性があって努力家だ。そこは自信を持って言える。学生時代も成績は常に上位だったし、なにに対しても真面目に取り組んでいた。まぁ、この子の場合は、〝お嬢様だからってなにもできないと思われたくない〟という反骨精神が源だったから、純粋に好きだからという理由で始めたものも続けたものもなかったように思うが」

　苦笑いを浮かべた父が続ける。

「私立のエスカレーター式の学校に入れてしまったからな。それもよくなかったのかもしれない。余計に家柄で見る傾向が強かったし、春乃は息苦しそうだった。今思えば悪かったな」

　私を見て謝る父に、眉を寄せた。

「昔のことはもういいよ。でも、今日、私をここに呼んだことは反省してほしい。絶対に噂になってるし、お父さんと私の関係はあれだけ秘密にしてってお願いしたのに」

　この時期では内示の可能性もないし、同席しているのは〝ロータステクノロジー〟の蓮見さんだ。

　階下の社員はみんなして想像を働かせているだろうし、名字が同じというところから、もうきっと親子だという線で広まっている。

　恨むように見ているのに、父はなにひとつ気にしていない明るい笑顔を浮かべた。

「どちらにしても結婚するんだ。式に呼ぶ社員もいるだろうし、社でお披露目の会もするつもりでいる。遅かれ早かれバレるんだから今さらだろう」

「結婚なんて……」と勢いで話し出してから、「なんでもない」と取り消す。

　でも、そうか。このままいけば結婚することになるのか。

　そしたら、父の言うように式も挙げるし、私の名字も当然変わるし、私も蓮見さんのことを名前で呼ぶようになって……と、彼とのこれからを想像した途端、鼓動が速足になった。

　同居初日には、先に待つ長い未来どころか、たった一日だって想像できなかったのに、その時とは違ってどんどん思い描けてしまう自分に困惑する。

　父が黙っていれば静かな社長室に私の胸の音が聞こえてしまいそうで、チラッと隣を見る。

　いつも通り涼しい顔をした蓮見さんは、私が視線を動かした気配に気付いたのか、それとも偶然か、ほぼ同じタイミングでこちらを見た。

　思いがけず重なった眼差しに、鼓動は速足どころかなかなかのスピードで走り始めるので、慌てて目を逸らす。

　――破談にしてやる。

　そう意気込んでからまだ一カ月しか経たない。

　なのに当初の目的を忘れ勝手に浮かれた音を弾き出す胸を、上から力任せに押さえつけたくなった。




「案内してあげなさい。どうせその顔じゃモデルハウスの受付は無理だろう」と笑う父は、もう少し嫁入り前の娘の顔面に興味を持つべきだと思う。

　今回は自業自得の怪我だけれど、これがもし加害者がいる故意の結果だとしても同じ反応をして笑っていそうだ。

　私も兄も警戒心が低いだとか呑気だとか言われることがたまにあるけれど、間違いなく父に似たのだろう。……いや、母かもしれない。どちらに似ても同じ結果だった気がした。

「これも仕事のうちだ。しっかりな」と言われてしまえば断ることなんてできず、蓮見さんを連れ立って社長室を出た。

　私の隣を歩く蓮見さんを見上げる。

「あの、どういった経緯ですか？」

「宮澤社長に、春乃の怪我について一度謝りたいと思っていたから電話を入れて今日のスケジュールの確認をした。できれば直接会って謝罪したいと申し出たところ、そんなのはいいけれど一度遊びには来てほしいと言われ、約束の時間に出向いた……という経緯だな」

「ああ、そういう……なるほど。すみません」

　うちの父が〝いいからいいから〟と手を招いたのだろう。

「いや。一度春乃の職場を見たいと思っていたのも本当だ。ただ、ふらっと見られればいいと考えていたんだが、思いのほか大事になったな」

　蓮見さんが〝大事〟と言ったのは、他の社員からの視線の多さが理由だ。

　並んで歩いているだけで、すれ違う社員や立ち止まっている社員、社内のそこかしこから視線を浴びる。

　端正な顔立ちをしている上、スラッとしたモデルのようなスタイルまで持っている蓮見さんなので、ある程度の注目を集めるのは当然だとしても、これだけ凝視されるのは、私の予想通り提携の話に加え色々と憶測が飛んでいるからだろう。

　ちなみに父はこれから取引先に行くと言うので、蓮見さんの対応は完全に任せられた。本当に忙しない人だ。

「え、宮澤さんが社長の娘さんで、蓮見さんは宮澤さんの婚約者ってこと？」

「それって、仕事絡み？　それとも関係なく恋人になったの？」

「でもさ、社長の娘だったら御曹司と知り合う機会だって多そうだよね。いいなぁ。私も社長令嬢に生まれたかった」

　一応、本人たちはひそひそ話しているつもりなのだとは思う。

　けれど、しっかりとこちらにまで聞こえているのは興奮のあまりといったところか。

　聞こえないふりをして歩き、社外に出たところで蓮見さんが私を見た。

「悪いな。目立たないようにしたつもりだったんだが」

「……それは無理かと」

　この顔で、しかもあんな高級車で乗りつけたら注目の的だ。

「それに、蓮見さんは悪くないですから気にしないでください」

　どれだけ針のむしろにされようと、断じて蓮見さんは悪くない。

　仕方ないことなんだと笑うと、蓮見さんは少し言いよどんだ後、私に視線を戻した。

「いや。春乃がああいった周りの無責任な感想に心を痛めてきたことは先日聞いた。気にしないわけにはいかない」

　社外には社員の姿はほとんどなかった。

　お客様用駐車場には、蓮見さんの車の他に数台が止まっている。

　車に興味があるのか、蓮見さんは駐車している車に目を留めていた。

　モデルハウスを見にきたのだろう。小さな子どもが、モデルハウス前の広場に置いてある小振りの滑り台や、スーパーボールすくいで遊んでいるのを遠目から眺める。

　ここではスーパーボールすくいは夏の風物詩ではない。

　ビニールプールの中に張った水にスーパーボールを浮かべるのは、毎朝の私の仕事だ。水色のプールに、揺れるたびにキラキラ光る水を入れ、カラフルなスーパーボールを浮かべる工程は、子どもの頃の気持ちを思い出しワクワクする。

　駐車場の端でただ広場を眺めている間に車の出入りがあったけれど、制服を着た私とジャケット姿の蓮見さんが並んで立っている様子は、普通に接客していると思われるだろうか。

『気にしないわけにはいかない』と言った蓮見さんを見上げ、別に大丈夫だと遠慮しようとして、でもそれを許さない空気を蓮見さんが出すので渋々口を開く。

「多分、私は自分で自分の首を絞めているんです。〝社長令嬢だから〟って言われても、嫌なら嫌だって言えばいいだけの話なのに、そうしないでひとりでぐつぐつ煮えくり返って。独りよがりなんです」

　どうして私は蓮見さんにこんなことを話しているのだろう。

　どうして蓮見さんは、聞きたがるのだろう。

　この間も抱いた疑問がそっくりそのまま浮かんできた。

　友達にも話したことのない胸の内なのに、蓮見さん相手に話せてしまう自分が不思議だ。

「それは、そうするよう言われて育ったからだろう」

　返ってきた言葉に、祖父の口癖が祖父の声で再生される。

〝沈黙は金〟。

「半分はそうです。でも残りの半分は違う。自分が恵まれた立場なのはわかっているから……経済的な不安がまったくないという環境はとても恵まれてることだから、周りからそれを言われても反論しちゃいけないなって、自分の中でストップがかかるんです。事実なんだから飲み込まなくちゃって」

　私はこれでもそれなりに努力はしてきたし挫折だって味わってきた。

　苦手なものは克服するための努力をしたし、得意なことも実力が衰えないよう精進した。

　それでも、そういう私の十年以上を〝社長令嬢だから〟としか評価してもらえないことに堂々と抗議できないのは、自分と相手の境遇を無意識に比べてしまうからだ。

　私が両親から預かったスーパーボールをふたつ持っていたとして、ひとつしか持っていない相手に〝いいな〟〝ずるい〟と言われても、苦笑いを浮かべて困るしかないのと一緒だ。

「〝いいでしょ〟って開き直ることも、〝そんなこと言われたら悲しい〟って伝えることもできないで、ひとりで勝手に傷付いたり凹んだり憤ったりしてるんです」

　スーパーボールすくいに夢中になっている男の子の服に水が跳ねる。

　横に立っていたお母さんがすぐにタオルを取り出し、笑いながら濡れた服を拭いていた。

「自分が頑張ってるって思えるならそれでいいとも思うんです。だけど割り切れないのは多分、周りからの私個人への評価が欲しいのかもしれません。〝社長令嬢だから〟って言い訳も逃げもない、ただの私への評価が」

　隣を見上げて笑った。

「やっぱり、甘やかされて育ったからわがままなんですかね。十分恵まれているのにこれ以上を望むなんて強欲ですよね」

　蓮見さんはジッと私を見てから口を開く。

「上を見ても下を見てもきりがない。自分がいる場所だけを見て考えればいい。他と比べて恵まれているからなどという理由で、望みを口にすることが許されないなんて馬鹿げてるとしか言いようがない」

　少しだけ声に不満が滲んでいた。

「そういう意味では、宮澤社長が言っていたように校内の雰囲気が悪かったんだろう。でも本来は〝社長令嬢だから〟と、いい意味でも悪い意味でもひと言で片付けるのはひどく浅はかだ。それを春乃は知った方がいい。そんな評価しかできない周りが悪いのであって、おまえはなにも悪くない」

　真っすぐな眼差しは、出会った頃と変わらない。

　無感情のように見えるのに……どうして、優しさを感じるんだろう。

「強欲なわけではない。誰だろうと正当な評価が下されていない状況が続けば不満も持つし根腐れもする。当たり前だ」

　強く言い切った蓮見さんに、胸から込み上げてきた感情が喉に詰まるのを感じて顔を逸らした。

「蓮見さんだったら、どうしますか？」

　視線の先、透明なビニール袋に入ったスーパーボールを持った男の子が満足そうな笑みを浮かべていた。

　今日は少し肌寒い。服が濡れていたし風邪を引かないといいなと思う。

「客観的に見ても正当な評価がされていないのなら、一応納得がいく説明を求めはするが……もし可能ならばこちらからその相手は切り離す。こちらが気持ちを割り切ったり心を割く必要はない」

　淡々と言う様子に、まぁ、蓮見さんはそうだろうと納得する。

　圧倒的な地位があるし、嫌なら嫌で切り捨てるのかもしれない。わかり合おうと時間を割くのは無駄だと考えるのも、普段の蓮見さんを知っているから理解できる。

　もちろん、相手が誰から見てもおかしな評価を下した場合の話だろう。蓮見さんは若干自分本位ではあるけれど、決して暴君ではない。

　暴君ではないし……少しわかりづらいところはあるにしても、優しい人だ。

　バレないように隣を見上げる。

　モデルハウスを眺める横顔が綺麗で魅力的で、ただ見ているだけなのに胸が苦しくなった。

　初めて蓮見さんの話を聞いた時には、顔も合わせずに結婚を決めるなんて、ふざけた人だと思った。

　同居してからも、平気で初日から家を空けられる冷たい人だと思ったし、家庭にあたたかさを求めないなんて到底理解できなかった。

　でも、それは蓮見さんをなにも知らなかったから思ったことだ。

　今は違う。

　料理を食べて〝美味しい〟と感想をくれるところも、お風呂上がり、ソファで私と話す時間を作ってくれるところも、私が不自由しないよう、歯ブラシや身の回りのものを揃えてくれたり、在庫の少なくなったカモミールティーを買い足してくれる気配りも、知ってしまった。

　体調や怪我を心配してくれたり、柳原さんの一件以降『ひとりの時のインターホンは基本無視しろ』と言い出したり……ちょっと笑いたくなるくらい過保護な部分もあるのだと、気付いてしまった。

　蓮見さんは冷たい人ではない。優しくないわけでもない。

　ただ、恋愛とか結婚に、感情を求めないだけだ。

〝夫婦〟という形に落とし込めて考えて動いているだけ。

　そう考えた途端、これまでの彼の言動がストンと腑に落ち……同時に、とても残酷だとも感じた。

　私の顔に影が落ちた理由を誤解したのか、蓮見さんがそっと私の頭に触れる。

　慰めるような優しい手つきだった。

「おまえが自分を恥じる必要は少しもない。俺は春乃を春乃個人として見て認めて、望んで隣に置いている。それを忘れるな」

　真っすぐな眼差しも心強い励ましの言葉も嬉しいのに、今は胸をどうしようもなく苦しくするばかりだった。

　それでも笑顔を作った。

「ありがとうございます」

　この人の優しさは、私にとってはとても……とても、残酷だ。










残酷な恋心の自覚




【今から買い物に出かけてきます。お昼前には戻ります】

　水曜日。蓮見さんにメッセージを送ってから部屋を出る。

　今日、蓮見さんは仕事だけれど、午後には帰ってきてずっと先延ばしになっていた家具を見にいく予定でいる。もし早く終わるようならランチも一緒に外に出ることになっているので、そこは蓮見さんからの連絡待ちとなる。

　柳原さんとの一件以降、ルールとなった外出報告には、〝どこに誰と何時まで〟を書くのが暗黙の了解だ。

　実家にいた頃もそのへんは徹底されていたので手間だとは思わないし、蓮見さんの立場を考えれば当然かとも思うけれど、課されたそれは社会人のホウレンソウというよりは、親が小学生に言って聞かせるようなものだという印象が拭えない。

　柳原さんとの件を蓮見さんは自分に責任があると捉えているからこそのルールなのはわかるにしても、それにしたって私もそこまで子どもではないと苦笑いが漏れる。

　彼と今まで付き合ってきた元恋人たちは熱量の差に耐え切れず別れを切り出したという話だったけれど、あれは本当なのだろうか。

　そんなことを考えながらエントランス前に差しかかった時、コンシェルジュの国木田さんが私の顔を見て動きを止めた。

　なにか言いたそうな顔に思えて首を傾げると、国木田さんはカウンターの外に出てきて笑顔を向ける。

「お出かけですか？」

「はい。日用品の買い出しなので、一時間もせずに帰宅予定です」

　蓮見さんにメッセージを送った後だからか、詳細を話しすぎてしまい恥ずかしくなって笑みでごまかす。

　ちなみに国木田さんは、咳が出るとマスクをしていた日以降は体調不良もなく元気そうだ。

　あの翌日にした会話の中で国木田さんが言った『いただいたのど飴が効いたのでしょうね』というのはさすがに嘘だとわかったけれど、『よかったです』と笑顔を返した。

「国木田さんもどこか外出ですか？」

　カウンターの外に出てくるのがめずらしく思えて聞いた私に、国木田さんは「いえ」と答えながらも、一緒に外に繋がる自動ドアをくぐった。

　そして、左右を見回してから、再び私ににこやかな顔を向ける。

「落ち葉の散らかり具合が気になったので。後ほど清掃を呼ぶことにします」

「ああ、なるほど」

　自動ドア前のスペースには二メートルほどの広葉樹がありマンションに緑を添えているけれど、隣接した大通りの木は落葉樹のようで、気の早い木々はもう葉を落とし始めている。

　それが風でマンション前まで飛ばされていた。

「では、お気を付けて」

「ありがとうございます。行ってきます」

　笑顔を交わし、駅の方向へと足を踏み出した。




　目当てはハンドクリームとリップクリーム、それに体に塗る保湿クリーム。

　乾燥に弱いため、切らすとひび割れたりかゆみが出たりとひどい思いをするので、これからの時期はストックにストックを重ねておきたいくらいの重要アイテムだ。

　いつも使っているブランドの物をセレクトショップで購入し、さて帰ろうと思ったところで後ろから「ああ、すみません」と声をかけられる。

　地下鉄からほど近く路面店も多いため、辺りは水曜日の午前中なのにそれなりの人通りがあった。

　振り返った先にいたのは、五十代前半くらいに見える男性だった。白髪が少しだけ混ざった髪を後ろに流していて、目元には黒縁眼鏡がある。穏やかな印象を受けた。

　見覚えはない。

「私でしょうか」

　この辺りにそこまでの土地勘はないので、道案内だったら困るな、とこの先に続く会話を予想しながら答えると、男性は「ああ、いや」と笑った。

「君、〝レイドバッグホームズ〟で受付をしている子だよね」

「え……」

「実は何度か見にいかせてもらっていて、その時に君の顔は見て知っていたんだ。正直に言うと、他のメーカーとずっと迷っていたんだけど、おたくに決めようと思ってね。覚悟して今行ってきたところなんだけど、水曜日は休みなんだね」

　見覚えは……ない、と思うのだけれど。

　そう言われてしまうと、見たことがあるような気にもなる。

　お客様の顔は忘れないよう気を付けているけれど、自信があるかと問われれば力強くは頷けない。

　でも、これだけ知っているなら事実なんだろう。

　男性と向き合うように立ち、笑顔を作った。

「そうなんですね。ありがとうございます。毎週水曜日と第一第三木曜日はお休みとなっておりますので、ぜひ他の曜日でご都合のつく時にでもお越しください。お手間をおかけしてしまい申し訳ありませんでした」

「いや、調べずに行った僕が悪いんだよ。気が急いてしまってね。初めてのマイホームだから」

「お気持ちわかります」

　気さくな男性の態度に、私も自然と笑みがこぼれる。

「そうだ。いくつか事前に確認しておきたいことがあるんだ。もし時間があれば、そのへんでお茶でもしながら教えてもらえないかな」

　思わぬ誘いに一瞬ためらう。

　でも、男性が視線で示したカフェは大通りに面していて、大きな窓ガラスからは店内がよく見渡せる。

　まだ太陽は昇りきってもいないので、辺りは当然明るく人通りも多い。

　相手は、私の父と同じくらいの年齢で、〝レイドバッグホームズ〟のモデルハウスに私の顔を覚えるくらい通っているお客様だ。

　色々合わせて考えてみても、そこまで警戒する必要はないと判断し、「私に答えられる範囲でなら」と誘いを受けた。




　出入り口に近い窓際のテーブル席に座っていると、コーヒーを両手に持った男性が向かいの席に腰を下ろした。

　男性の名前は盛岡さん。

　奥さんとのふたり暮らしで子どもはいないらしい。

「これ、よかったら」

　私はいらないと遠慮したのだけれど、気を利かせてくれた盛岡さんから、厚手の紙カップに入ったコーヒーを差し出された。

　季節に合わせて変わる紙カップには、このカフェのロゴと黄色いイチョウの葉が印刷されていた。

「いえ。本当に結構ですので。それより、気になっているというのはどういった点でしょうか」

　すぐに本題に入った私に、盛岡さんは「ああ」と目を細める。

　店内は六割ほどの席が埋まっていた。中年の人が多い。

「太陽光の設備についてなんだけどね、〝ロータステクノロジー〟と提携したんだって？　そのへんのことについて詳しく聞きたくて。提示した条件はどんなものなんだろう。教えてもらえるかな」

　切り込まれた話題に思わず盛岡さんを凝視してしまった。

　うちと蓮見さんの会社の提携なんて、どうして盛岡さんがそんな内部情報を知っているのだろう。

　うちの社員だってつい先日知ったばかりなのに、盛岡さんが知るのは不可能だ。

　当然、現在の顧客にもまだ提案していないし、そこから漏れることはない。

　となれば〝ロータステクノロジー〟側の仕事関係者だろうか。

　それにしたってかん口令が敷かれているはず……と考えながら、未だニコニコしている盛岡さんに、笑顔を向けた。

「申し訳ありません。そういった情報はまだ社員には下りてきていないんです」

　暗に、私に聞かれても困ると伝える。

　盛岡さんはテーブルに頬杖をついて私を見た。

　行儀の悪さに無意識にしかめそうになった顔を、必死でにこやかに保つ。

「そんなはずはないよ。いや、社員に情報が下りていないのは本当かもしれない。でも、君に限ってはその他大勢の社員と同じタイミングでそれを知るはずがない」

　最後に「宮澤春乃さん」と名前を言われ、驚く。

　私はまだ自己紹介していない。

「どなたでしょうか」

　柳原さんという前例があるので〝盛岡〟という名前が事実かどうかもわからないと判断して聞いたけれど、盛岡さんは私のその考えを否定した。

「〝盛岡ハウジング〟で代表を務めてるんだ。もしかしたら、盛岡って名乗っただけでピンとくるかとも思ったけど、僕の会社もまだまだだな」

〝盛岡ハウジング〟。

　確かに聞いたことはあるハウスメーカーだ。

　大手よりもリーズナブルな価格設定で、自由設計を売りにしている。都内の住宅展示場にも何カ所か出展していたはずだ。

　少し前に悪いニュースがあった気がする。

　頭の中で〝盛岡ハウジング〟について情報を整理しながら、盛岡さんが私に接触してきた理由を考える。

　さっきの口ぶりから、私が社長の娘だと気付いているみたいだし、下手なことは言わない方がよさそうだ。

「いえ。同業者とは存じ上げず申し訳ありませんでした。世間知らずでお恥ずかしいです」

　それだけに留めると、盛岡さんは笑みを浮かべたままひとつ息をついた。

「なかなかしっかりしたお嬢さんだ。本当に世間知らずならこちらの話も進めやすかったんだけどね」

　そう前置きした盛岡さんは、コーヒーを口に含んでから私を見た。

「早い話がね、うちも〝ロータステクノロジー〟の太陽光設備が欲しいと考えてるんだ。ネームバリュー的にもここは譲れないと思ってこちらからも何度も提携話を持ちかけてみたけれど、首を縦に振ってもらえなくて困ってるんだよ」

　盛岡さんが眉を下げる。

「〝レイドバッグホームズ〟はなにも〝ロータステクノロジー〟じゃなくてもこの先も安泰だろう？　譲ってくれないか？　もしくは、〝ロータステクノロジー〟がうちにも太陽光を下ろしてくれるような契約内容に変更してほしい」

　なるほど、そういうことか……と一応の理由を理解する。

　確かに、〝ロータステクノロジー〟の太陽光となればネームバリューだけで顧客の信頼を得られるし、ハウスメーカーからしたら喉から手が出るほど欲しいはずだ。

「それは、会社同士の契約ですので私から言えることはなにもありませんし、私が口を挟める問題でもありません。ご存じかもしれませんが、私はいち社員として働いているだけですので、そういった契約にはノータッチです。力になれず申し訳ないですが」

　謝って話を切ろうとした。

　けれど、盛岡さんの笑顔に止められる。

「いや、そうでもないよ。君が蓮見さんに婚約破棄を申し出てくれればいい。一方的に約束を反ほ故ごにされた蓮見さんはきっと怒って提携の話も揺れる。そこにうちの会社が入り込む隙間ができる。〝ロータステクノロジー〟にはぜひともわが社の後ろ盾になってほしいんだ」

「なんで……」

「聞いた話だと、蓮見さんとは政略結婚で気持ちはないんだろう？　まぁ、正直、君のところが持っている特許は魅力的だから、蓮見さんが欲しがる気持ちはわかるんだ。君を手元で押さえておけば宮澤社長だって強くは出ないだろうし、蓮見さんからしたら本当に社のための政略結婚として割り切ってるんだろう。男はそういうことができるからね」

〝特許〟という単語に心臓がギクリとした。

　同時に、いつか白崎が言っていた言葉が頭の中でよみがえる。

『でも、政略結婚と言いつつ、提携話と結婚は別契約なんだろ？　じゃあなにも蓮見さんも宮澤を選ばなくてもよかったのにな』

『だって、別れる時ゴタつくのが目に見えてるだろ。別れ方によっては仕事への影響もあるかもしれない。蓮見さんが結婚する目的が周りを黙らせることっていうのが本当なら、俺だったら仕事で繋がりがあるやつはリスク考えて避けるって話』

　白崎の言う通りだ。

　蓮見さんなら、絶対にリスクは避ける。

　それなのに私を選んだのは……うちの会社が持つ特許が目的だから？

「君だって、好きでもない男と結婚するのは嫌だろう？」

　ショックを受けているところに話しかけられハッとする。

　視線を上げると、盛岡さんが同情を浮かべる顔で私を見ていた。

「それは……」と話し出したはいいものの、そこから先の言葉が出てこない。

　それは、そうだけれど、でも蓮見さんは……。

　頭の中でもその先を続けるのに失敗し、眉を寄せた。

〝好きでもない男〟と蓮見さんをうまくイコールで結べず、ちぐはぐなパズルをはめ込んだような違和感が浮かんだ。

　それに、さっきの特許の件もあり頭の中が混乱している。

　でも、私の感情よりもまずは確認しておくべきことがあると、軽く頭を振って余計な考えを払い落とす。動揺している場合じゃない。心の中で〝しっかりしろ〟と自分自身に言い聞かせた。

　それから、盛岡さんとしっかりと目を合わせた。

「先ほども申し上げた通り、提携は会社同士の問題です。私は関係ありません。……ところで、結婚の件はどなたから聞いたのでしょう」

　提携の話は社内でも噂になっているけれど、蓮見さんと私の結婚についてはまだ漏れていない。先日、蓮見さんが社長室に来た際目撃した社員はいるにしても、誰も確信は得ていないはず。

　確実に知っているのは、当事者とその家族……そして柳原さんと白崎くらいだ。

　蓮見さんや家族はありえない。柳原さんだって、別れ際の様子を見れば、もうそんなことはしないと思う。

　でも、じゃあ……白崎が？

「さぁ、誰だったかなぁ。君の近しい人だっていうのは確かだけど。契約の件を君から蓮見さんにお願いしてくれるなら教えてもいい」

　穏やかな笑みで言われ、唇を引き結んだ。

　揺すぶられているだけだ。冷静になった方がいい。

　でも、落ち着こうとしても一度生まれた不安は濃い疑惑となっていて消せず、どんどんと心臓の音が速くなっていた時。

「――失礼。彼女になにか話があるようなら、代わりに伺いますが」

　そんな声が落ちた。

　私と盛岡さんの間にある張り詰めた空気を壊すようにテーブルに手をついた人物を見上げた途端、それまで私を襲っていた不安があっけなく姿を消す。

　突然の蓮見さんの登場に、盛岡さんは目を見開き、それから焦ったような笑顔になった。

「ああ、いや……」

　私相手には散々嫌な態度をとっていたくせに。

　盛岡さんの態度の変わりように腹が立ち、蓮見さんを見上げた。

「〝盛岡ハウジング〟代表の盛岡さんだそうです。蓮見さんに相手にされないから、私にお願いしにきたみたいです」

「ああ、確か何度か社にお電話いただいていますね。すべてお断りしているはずですが」

　蓮見さんの言葉にバツの悪そうな顔になった盛岡さんをじろっと見る。

「話の内容が少し脅迫じみて聞こえもしたのですが……私の気のせいですよね？」

　盛岡さんは一瞬顔をしかめてから苦笑いになった。

「もちろんだ。あくまでも雑談の延長線上のつもりだったよ。誤解があったなら謝ろう」

　よく言うな、とは思いながらもなにも言わずにいる私を、盛岡さんが探るように見た。

「君が呼んだのか」

「呼んではいませんが、伝えはしました。昔からホウレンソウを徹底されているので」

　盛岡さんがコーヒーを注文しにいっている間に連絡済みだ。

　蓮見さんはそれを見て、ここに直行してくれたのだろう。

「一応、父が社長なんてしていますので、その辺は小さい頃から色々言われているんです。家族以外の相手との食事は必ず窓際の席を選び周りからの視界を確保するようにですとか、外で誰かの手に一度でも触れたものは口にしないようにですとか……なのですみません。せっかく買ってきていただきましたが、こちらはいただけません」

　視線でコーヒーを示しながら謝る。

　そこまで警戒されていたのが不満なのか、盛岡さんは渋い顔つきになった。

　そんな彼に、蓮見さんが「ところで」と切り出す。

「こちらは盛岡さんの会社が所有する車ですか？」

　テーブルに置かれた数枚の写真には、シルバーのセダンが写っていた。

「一応、警察を通して陸運局にナンバーの照会をかけたところ、盛岡さんの会社の名前があったという話ですが、間違いありませんか？」

　この車がなんだと言うのだろう。

　不思議だったけれど、一方の盛岡さんは思い当たる節があるのか、目を泳がせていた。

「うちのマンション前に何度か駐車していたようですね。春乃の帰宅と同時に走り去るという行動を何度かしていたようで、カメラで確認し不審に思ったコンシェルジュから報告を受けて調べていたんです。私と春乃の同居の事実を確認して、いったいなにをしたかったのか伺っても？」

「いや、それは……たまたまで」

　蓮見さんは声を荒げるわけでもなく、淡々と話していただけなのに対して、盛岡さんは見るからにたじたじになっていく。

　多分、第三者から見ても立場の強さの違いがわかるほどだと思う。

「たまたまですか。白を切るつもりならそれで構いません。ただし、今回に限っての話ですが。今後、私や春乃、〝ロータステクノロジー〟〝レイドバッグホームズ〟の前に姿を現すようなことがあればこちらも対応を考えます」

　写真をスーツの胸ポケットにしまった蓮見さんが私に視線を向ける。

　意図を理解し立ち上がってから、盛岡さんを見た。

「会社の未来を守るための行動ですので、単純にいい悪いの話ではないのを承知で言わせていただきます。こちらの信頼関係を揺らして崩すようなやり方は、私は好きではありませんし、そんなやり方を好む社長は社員としては尊敬できません。それと、うちの自慢の家に興味を持ってくださったのが嘘で悲しいです」

　顔をしかめて微笑んだ私に、盛岡さんはひとつ息をついた後「申し訳ない」と力ない笑みで謝った。




　近くのパーキングに停めてあった蓮見さんの車で、マンションに帰る。

　本来ならば午後は家具を見にいく予定だったのだけれど、なんだか気がそがれてしまい、それは蓮見さんも同様だったので、パン屋やケーキ屋で適当に買い込んで帰宅することにした。

　マンションのエントランスを抜けると、こちらに気付いた国木田さんが「おかえりなさいませ」と笑顔を向ける。

　その顔がどこかホッとしているように見えるのは気のせいではないのだろう。

　盛岡さんの会社の車が私をつけているんじゃないかと気付いたのは国木田さんだという話だった。

　だから、さっき出かける時も外まで出てきてくれたのだと思うと納得がいった。

　国木田さんは、葉の散らかり具合ではなく、例の車がいないかを確認していたんだ。

　お礼を言いたくてカウンターに近付いたのだけれど、隣に並んだ蓮見さんが先に国木田さんに話しかけるものだから驚く。

「先日の件ですが、無事解決しましたのでご報告を。ありがとうございました」

　そして、蓮見さんの口から出た謝意にもっと驚く。

　今回の国木田さんの気遣いを、蓮見さんはそれもコンシェルジュの仕事の一環として当然くらいに捉えそうだと思っていただけに、お礼の言葉が出てきたのは意外だった。

「いえ。ご無事でなによりです」

　目を細めた国木田さんにハッとして、口を開く。

「お気遣いいただきありがとうございました。これ、国木田さんによくお似合いだと思って選んだものなのですが、よろしければ使ってください」

　先ほど国木田さんへのお礼として紳士服の店で購入したネクタイをカウンターの上に差し出す。

　国木田さんは遠慮したけれど、「心配してくださったお気持ちが嬉しかったので、なにかお礼がしたかったんです。日頃の感謝もありますし。私の自己満足のためにお願いします」と強く言うと受け取ってくれた。




　部屋に戻り、ふたりで昼食を済ませた後、ソファに並んで座る。

　ローテーブルには蓮見さんが豆から挽ひいてくれたコーヒーが置かれていた。

　私が毎日これ見よがしにキッチンに立つからか、最近は蓮見さんも少し料理するようになった。

　並んで夕食を作るなんてイベントもたまにあり、なんとなく漂う甘酸っぱさに胸がむずがゆかったりしていたのだけれど、そのうちに色々なキッチン雑貨が宅配で届くようになったのは驚いた。

　蓮見さんはコーヒー関連に特に興味を惹かれたようで、好みのミルなどを揃え、最近はよくこうして食後にコーヒーを挽いている。

　蓮見さんがコーヒー豆を挽き、コーヒーを入れる時間は、聞こえてくる音も香りもとても落ち着くので私にとってもいつの間にかお気に入りの時間となった。

　なんてことのない白いカップとソーサーも蓮見さんがコーヒー専用に揃えたものなのだけれど、底に凹凸で記されているブランドは誰もがよく知る名前なので、絶対に割らないようにしないとと気を付けている。

　そんなカップで蓮見さんの入れてくれたコーヒーを飲むという贅ぜい沢たくなひと時を過ごしながら、先ほどの話を持ち出すことにした。

「先週の土曜日、うちの会社に見学に来た時、蓮見さんがやけに駐車場を注視しているように見えたんです。その時にはもう国木田さんから不審な車について聞いていたから……ってことですよね」

　てっきり車に興味があるのだと思っていたけれど、そうではなかったのだろう。

　蓮見さんは、コーヒーのカップをテーブルに置きながら答える。

「万が一を考えていただけだ。もしも春乃の会社までつけているようなら、証拠が揃っていない状況ではあるが、声をかけ事実確認をするつもりでいた。ただの偶然ならわざわざ春乃に嫌な思いをさせる必要もないと思い黙っていたが、結果的には話しておけばよかったな。悪かった」

「いえ。蓮見さんが謝ることなんて、ひとつもないです」

　私の知らないところで心配をかけていたのだと知り、申し訳なくなる。

　国木田さんの話だと、私本人に伝えると必要以上に怖がらせるかもしれないという判断で、蓮見さんに声をかけたということだった。

　私はもう大人だし、それなりのことなら自分でも解決できるけれど、陰で蓮見さんと国木田さんが私を気遣ってくれた優しさを思うと嬉しかった。

「でも、白崎には悪いことをしちゃいました」と、ふふっと笑いながら言うと、蓮見さんがこちらを向いた。

「先日の彼か。確か同期だったな」

「はい。盛岡さんが、蓮見さんと私の関係を誰かがバラしているというようなものの言い方をしたんです。その時、一瞬疑っちゃったので、悪かったなって。でもまさかマンション前で見張ってて知ったなんて思いませんでした」

　そんな探偵みたいな真似、普通できない。

　対象にはバレなくても、長時間同じ場所に留まって見張っていたら近隣の人からは不審に思われるだろうし、実際盛岡さんは国木田さんに不審がられて蓮見さんに正体まで調べ上げられたのだから、プロじゃないと難しいと思う。

　私も中等部の頃、兄と一緒に一度真似事をしたけれど、ものすごい緊張した覚えがある。

「確かに〝盛岡ハウジング〟から提携の打診は何度かあった。なにかゆするネタ欲しさに俺の周りを嗅ぎまわっていたんだろう。そこで春乃が同じマンションに入っていくのを見かけて、何度かつけて確証を得た。マンションを出た春乃のあとをつければ勤め先もわかる上、うまく客を装えば名前もわかる」

「悪いことをしようとしたら結構簡単にできちゃうんですね」

「好奇心で調べたところで、実際に行動にまで移す人間は少ないと思っていたが……そうでもないのかもしれないな」

　息をついた蓮見さんの脳裏には、柳原さんと盛岡さんの顔が浮かんでいるのだろうとわかった。

「あの、すみませんでした。うちの社の商品を気に入ったから教えてほしいって言われたら、気持ちが浮ついてしまって……軽率でした」

「別に春乃が悪いわけじゃない。仕事を絡めたやり方をされたらどうにもできないし、最低限の警戒や報告をしていたのならそれでいい」

　蓮見さんは私のせいじゃないと微笑みを向けてくれたけれど、私の行動のせいで午後の予定を潰させてしまった。

　忙しい中、仕事を切り上げてきてくれたのに、と思うと申し訳なさは消せない。

「今後は、よほど信頼を置いている人以外とお店に入るのは控えます」

　今回、もしも盛岡さんの思惑通りことが運べば、両社にとって色々とマイナスになった可能性もある。

　もう、身代金目的で誘拐されるような年齢ではないし、そんな時代でもないけれど、別の駒として使われる可能性はあるのだから、気を付けないと。

　あのカフェで、一瞬感じた激しい動どう悸きを思い出し、胸の前で左手を握りしめる。

　怖かった。

　信頼していた、毎日顔を合わせていた白崎に裏切られたのかもと思ったら、その一瞬、周りの誰も信じられない衝動に襲われた。

　――けれど。

　ゆっくりと、隣に視線を向ける。そばにある横顔を見つめているうちに、自然と顔が歪んでいた。

　あの時、蓮見さんの顔を見た途端、不安が綺麗に消えた。

　あそこに現れたのが他の誰かだったとして、私はあんなに安心できただろうか。

　両親や、兄以外で、そんな人他にいるだろうか。




「ん、ぅ……あっ」

　蓮見さんが腰を進めると、じわじわとした甘い痺れが背中を這い上がった。

　自然と反った体を呼吸が乱れた蓮見さんがきつく抱きしめる。

　いつも淡々としていて、なかなか感情を表に出さない彼が、こうして熱い吐息を漏らしているのが嬉しくて必死にしがみつく。

　耳元で聞こえる「春乃……」という掠かすれた声に、たまらなく涙があふれる。

　そんな私に気付いた蓮見さんが、涙を拭うように目尻にキスを落としていった。

　とっぷりとした蜜に沈み込んだみたいにただただ甘く染められた行為は、思考回路を遮断させ私を感情だけの生き物にする。

「蓮見、さ……あっ……」

「……どうした？」

「あ、蓮、見さん……っ」

　溺れるような快感の波に飲まれながら夢中で名前を呼び、言葉を繋ぐ。

　私の言葉を聞いた蓮見さんはめずらしく驚いた顔をし……それから、ふわっとした微笑みを浮かべ、私にキスをした。




　いつにも増して濃かった時間が終わり、しばらくはぼんやりするしかできなかった。

　体にはもう力が入らなくて、どこもだらしなくダランとしていて動かせない。

　それでもこのまま仲よくベッドにいるのは……と思いいつものように身じろぐと、後ろから回った蓮見さんの腕に抱き寄せられた。

「あの、私、シャワーを……」

「もういいだろ」

　思考回路はまだ半分ほどしか復旧していない。

　その中で『もういいだろ』の意味を正しく理解するのは難しく、少し考え込む。

『もう』がなににかかっているのかもわからないし、多分、なにもよくはない。

　けれど。

「もう少しここにいろ」

　後ろから私をきつく抱きしめながら告げられた声があまりに甘く響くせいで、なにも返せなくなった。

　だって、どうせ嬉しいと伝わってしまうような声しか出てこない。

　返事をしない私を蓮見さんがギュッと抱きしめ、頭に頬を寄せるので、胸が詰まってますますなにも言えなくなった。

　背中に感じる蓮見さんの素肌に胸が心地よく弾む。

　しっかりと抱きしめてくれる腕に、安心する。

　全部を……私全部を、この人に欲しがってほしいと思う。

　私だけを見て、私を想ってほしい。

　こういう時だけじゃなく、いつも、ずっと、私個人を。

　今までは大多数に対して漠然と思っていたことを特定の誰かに望む自分に気付いて、動揺する。

　こんな気持ちを抱くのは初めてで、でも、悪いことではない気がして、戸惑いながらも蓮見さんの腕に触れようとした時。

　ふといつか言われた言葉が頭をよぎり……その手を止めた。

『だって、宮澤、相当な令嬢でしょ？　性格悪いとかはないけど、普通に友達にはなれないでしょ。なんでも持ってるし、常に前を向いててステージが宮澤だけ違うっていうか。だから、戸村くんくらいは私がもらってもいいと思うの。戸村くんだって、話してみたら宮澤のことうっとうしいって言ってたし』

　色々あって忘れていたけれど、蓮見さんとの結婚は政略結婚でしかない。

　つまりは、利害関係の上で成り立っていた、あの友達関係みたいなものだ。無償の情をお互いに持っていると思っていたのは私だけで……相手は、蓮見さんは違う。

『聞いた話だと、蓮見さんとは政略結婚で気持ちはないんだろう？　まぁ、正直、君のところが持っている特許は魅力的だから、蓮見さんが欲しがる気持ちはわかるんだ。君を手元で押さえておけば宮澤社長だって強くは出ないだろうし、蓮見さんからしたら本当に社のための政略結婚として割り切ってるんだろう。男はそういうことができるからね』

　蓮見さんの目的は、私じゃなく、うちの会社が持つ特許だ。それが、わかってしまった。

　気持ちだけで繋がりたいのに、また……繰り返しだ。

　放課後の廊下。

　聞こえてくる心ない声。

　あの時を再現しているような現実に心が打ち砕かれ、涙が浮かぶ。

　――また、私の一方通行だ。

　手遅れだと、確かに聞こえた警鐘に、中途半端に浮いていた手がポスンとベッドに落ちた。

　蓮見さんが私を大事にするのは〝妻〟だから。

　優しく触れるのだって、情熱的に抱くのだって、過剰に心配するのだって、全部〝私〟だからじゃない。

　励ますのも、料理を褒めるのも、〝私〟だからじゃない。

　相手が誰でも〝妻〟なら、蓮見さんは同じように触れて、同じように大事にするんだ。

　蓮見さんに私への特別な感情はなくて、私だけが……。

　――私だけが蓮見さんを好きなんだ。

　いつからか心の片隅に生まれていた気持ちに視界の端では気付きながらも知らんぷりをしてきた。

　だって、気付いたところでどうにもならないと最初から知っていたから。

　蓮見さんがこの結婚に求めるものなんて、本当に初めからわかっていたのに……。

　静かに涙が落ちる。

　私の様子がおかしいことに気付いたのか、蓮見さんが上半身を起こして私の顔を覗き、目を見開いた。

「春乃？　どうした？」

　心配がうかがえる声をかけられた途端、ダムが決壊したように涙があふれた。

「なんでも……ちょっと、嫌なことを思い出して……」

　肩を震わせる私を支えながら起こした蓮見さんが、そのまま私を抱きしめる。

「大丈夫だ。俺がいる」

　落ち着かせるように頭や背中を撫でる手がどこまでも優しくて、苦しくて涙が落ちた。

　もう、無理だ。

　触れられた場所から喜びが広がり、それをすぐに痛みが追ってくる。

　体も心もズタズタになっていくようだった。

〝経済力があれば誰でもいい〟なんて言った罰だ。

　誰でもよくなんてない。

　……蓮見さんがいい。

　私は、蓮見さんがいい。










再会と、あふれる想い




　よくよく考えてみれば、蓮見さんの本当の目的が特許だとしてもそれになんの問題があるのかと思えてきていた。

　もともとが政略結婚なのだ。仕事上のメリットが絡んでいて当然だし、特許がどうのという話は、事実なら蓮見さんと父が詰めればいいことだ。

　私には関係ない。

　白崎のことといい、特許の件といい、小技で体勢を崩されていたのだと後から気付いたのだから、私はまだまだ子どもなのだろう。

　子どもだから……こんなことになっているんだ。

　この結婚では、最初からお互いの望みはこれ以上ないほどにはっきりとしていた。

　私は嘘の〝経済力〟で、蓮見さんは周囲を黙らせるための形だけの結婚。

　私はそれが納得いかなかったから壊そうとこっそり奮起して、それなのに手料理を褒められたり体を重ねたり、一緒に過ごした時間の中で知った蓮見さんにどんどん惹かれて気付いたら好きになっていたわけだ。

　結婚に愛を求めてやまない私が、結婚に愛の必要性を感じない蓮見さんを好きになった。

　なんて間抜けな結果だろうと、自分自身を笑いたくなる。

　でも、そもそも蓮見さんがいけないと思う。愛はいらないくせに、普通に人を思いやったりする気持ちは持っているから私が惹かれてしまうんだ。

　思考回路がそこら中で地割れを起こし渋滞が起こっていた。

〝私Ａ〟は、このまま結婚して〝妻〟になればいいと主張する。今日までの同居だって決して悪くなかったし、〝妻〟である以上蓮見さんは大事にしてくれる。それになんの問題があるのか、と。

〝私Ｂ〟は、それはなんの意味もないと主張する。結婚したとして、その後優しくされたり触れられるたびに、蓮見さんのこの態度は〝私〟ではなく〝妻〟という存在に向けられたものだと思い知り悲しくなるだけだ、と。

　どちらが正しいのかなんて、そんなの――。

「わからないんです。自分のことだからどうしても主観が入ってしまって、正しい判断が下せない。だから、教えてほしいんです」

　地下鉄からほど近いカフェの一角。

　ちょうど一週間前、盛岡さんと座った席に私はいた。

　あの時と違うのは、今日は私の前にカフェラテがある点と、向かいの席に座るのが柳原さんという点だ。

　柳原さんは、やや迷惑そうに眉を寄せた後、テーブルに載っているトレーに視線を落とす。

　トレー上には、カフェラテとニューヨークチーズケーキ。

　私がご馳走したもので、彼女の眼差しは〝おごってもらわなければよかった〟とありありと物語っていた。

〝私Ａ〟と〝私Ｂ〟が頭の中でディベートする中、自業自得なため、傷付いた顔もできずに行く当てもなくフラフラしていた時、柳原さんを見かけた。

　これ以上ないほどの偶然に咄嗟に彼女の腕をつかみ、強引にカフェに連れ込んだ。だから、私がケーキやカフェラテをご馳走するのは当たり前なのだけれど、案外律儀な彼女はケーキが載ったお皿とカフェラテの入ったＭサイズの紙カップが空になるまでは話を聞いてくれるつもりのようで、「だいたいの経緯はわかったけど」と言った。

「どうして私に相談するの？　相手、間違えてない？」

　嫌そうな顔をして見えるのは気のせいではない。

　うんざりしている柳原さんに「間違えていません」とはっきりと答えた。

「蓮見さんとの付き合いは柳原さんの方が長いですし、彼のことをずっと見ていたならよく知っているとも思うので。でも……無神経だとは承知しています。すみません」

　謝った私に、柳原さんは居心地悪そうに視線を横にずらした。

「それは、別に。色々まずかったのは私の方だし、今思うとどうかしてた。あの時、しっかり蓮見さんに終わりにしてもらえてよかったって、今は思ってる。だから、宮澤さんが自分を悪く思う必要はない」

　私を見た彼女は「顔、痕が残らなくてよかった」と、ぽつりと言った。

　怪我をしてから二週間。頬の痣は消え、内頬の傷も治った。当然もう湿布は貼っていない。

「でも普通、あんなことがあった相手に話しかけないんじゃない？　やっぱり宮澤さん、少し変わってる」

「私としては、一度大きな喧嘩をした相手との方が全部さらけ出している分、なんでも話せるというか、気が楽なんですけど……喧嘩にいいも悪いもないですが、あの時の言い合いは別に悪いものではなかったと思ってますし。変わってるんでしょうか」

　同期の中で、どうして白崎と一番仲がいいかと元を正せば、飲み会で言い合いをしたからだ。

『一度気を許した相手には素直になれるってことか』

　白崎がいつか言っていたあれは的を射ている。

　令嬢と知られると一線引かれることも多く、本音でぶつかり合える人自体が少なかったからかもしれない。

　柳原さんは「まぁ、どうでもいいけど」とケーキをひと口食べてからこちらを見た。

「それで、〝愛のない結婚を蓮見さんは望んでいて、それを承知でいたはずなのに、いつの間にか好きになっちゃってこれからどうしようか迷ってる〟っていうのが相談？」

　私が十分近くかけてした相談を、簡潔にまとめた柳原さんに頷く。

　彼女は背もたれに体を預けて足を組んだ。

　天井を仰ぎ、ふーっと息をつき、ようやく踏ん切りがついたように私に視線を戻す。

「蓮見さん側に気持ちがないって、どうしてそう思うの？」

「それは、出会ってすぐに言われたので。私と結婚するのは、結婚結婚うるさい周りの口を黙らせるためで、結婚生活にはあたたかさやベタベタは求めていないって」

　柳原さんは少しわからなそうに眉を寄せた後「先に言っておくけど」と前置きした。

「私は雇われていた期間は確かに長いかもしれないけど、蓮見さんと個人的に親しかったわけじゃない。勝手に知った気分になっていただけで、実際はなにも知らないに等しい。だから、彼の考えや気持ちなんて私にはみじんもわからない」

　はっきりと言った柳原さんが続ける。

「あの部屋に入ったのだって、あの日が初めてだったしね」

　カフェラテを飲む柳原さんを見たまま、数秒停止する。

　だって、柳原さんはハウスキーパーで一年半も部屋の掃除を任せられていたはずだ。なのに、部屋に入るのが初めて？

　なぞなぞのような言葉に黙って瞬きを繰り返す私に、柳原さんが答えを教えてくれる。

「蓮見さん、宮澤さんと住み始める直前に今の部屋に越したのよ。それまでは別のマンションに住んでいて、一年半私が掃除したのはその部屋。だから、あのマンションにはあの日初めて行ったの」

　すんなりと〝そうなんですね〟と受け入れられなかったのは、以前蓮見さんから聞いていた話と合わないからだ。

『あの、この部屋って今回の同居にあたって契約したんですか？　その、ひとりで住むには随分広いなって思って』

　いつか聞いた時、蓮見さんは否定した。

『いや。元からひとりで住んでいた。散らかる以外で部屋が広くて困ることはない。今回の同居にあたって替えたのはベッドくらいだ』

　そう言っていたはずだ。

『ここには寝るために帰ってきていたようなものだったからな』

　生活感がないことについて、そうも話していたのに……どういうこと？

　蓮見さんも柳原さんも、嘘をついているようには思えない。

　そんな私の心境に気付いたように、柳原さんが続けた。

「今のマンション、空気清浄や湿度を一定レベルで保つために空調設備にかなり気を遣っているらしいの。前の部屋から引っ越すって話をされた時に、蓮見さんに理由を聞いたらそう教えてくれた。〝少し気を遣う必要ができたから〟って」

「空調……？」

「私は、彼自身にアレルギーが出たとか、たとえばペットを飼いたいだとかそういう話だと思っていたけど……きっと宮澤さんのためでしょう？　宮澤さんと一緒に住んでるって知った時、すぐに気付いた。思い返してみれば、引っ越す理由を話していた蓮見さんはいつもより柔らかい表情と声だったから」

『ここの空調は合わないか？』

　そう聞かれたことを思い出す。

　問題ないと答えた私に、蓮見さんはいつも通り『そうか』と答えただけだったけれど……今思えば、その声には少しの安堵がこもっていたかもしれない。

　つまり蓮見さんは、同居を始める前に父から私の話を聞いて引っ越していてくれたということになる。

　わかりにくいけれど根は優しい人だから、大事にしてくれているのは私も一緒に過ごした時間の中で気付いていた。

　でも、まさかそこまでしてくれていたなんて思わなかっただけに困惑から言葉が出てこない。

「だから、初めて今の部屋に入った時は驚いた。だって、私が週に何度も磨いていた家具はひとつもなかったから。ダイニングテーブルもソファもラグも……全部新調されていて、私が知っているものはなにひとつなくなっていたわ」

「えっ、家具全部……？」

「ええ。だから余計に……私との時間を蓮見さんが簡単に捨てたんだと思えちゃって、暴走したのよね」

　柳原さんは自嘲した笑みを浮かべた。

　私は一度目を伏せ、少し考えてからまた柳原さんと視線を合わせた。

「でも、蓮見さんは部屋も家具も今まで使っていたものだって私には説明しました。生活感がないのも、寝に帰ってきていただけだからって……」

　まだ動揺から抜け出せないまま言った私に、柳原さんが呆れたように笑う。

「そんなの、気を遣わせないために決まってるじゃない。それか……引っ越しや家具の新調を宮澤さんに知られるのが恥ずかしかったとか？　ううん、そんな性格じゃないわね」

「恥ずかしいとかはないと思います。でも……そうですね。気を遣わせないためっていうのはあるかもしれません」

　なんとか答えながら、頭の中を整理する。

　空調設備の整った部屋も、私の好みにドンピシャの家具も、蓮見さんが準備してくれたものだったのか。

　もしかしたら、私がモデルハウスで受付をしていることや、その間取りを眺めながら頭の中で合う家具を想像するのが好きだということを、父から聞いて知っていたのかもしれない。

　だから……。

　不意に、蓮見さんの趣味には合わない、アイボリーのふわふわのスリッパが頭に浮かんだ。

　炭酸水やティッシュペーパーのメーカーが実家と同じだったのだって、偶然じゃない。

　全部きっと、私のために用意してくれたものなんだろう。

「私、政略結婚なんて嫌なんです。恋愛をして結婚したいですし、その後の生活も思いやりや愛情であふれたものがいい。だから、蓮見さんとのことは破談になればいいと思って、嫌がらせをしてきました」

　静かに話し出すと、柳原さんは「嫌がらせ？」と顔をしかめた。

「蓮見さんが、家庭的な雰囲気が嫌いだと言っていたので、手料理を毎日作って迎えたり、家具を買い替えたいとかわがままを言ってみたり。本当だったら蓮見さんはそういう言動にうんざりしているはずなのに、態度には出さずに付き合ってくれている。それどころか、私を妻として心配したり大事にしてくれているんです」

　柳原さんを真っすぐに見つめて聞く。

「そこまで大事にされているのに愛まで欲しいって、やっぱり私のわがままなんでしょうか」

　最初にした質問を繰り返した私に、彼女は困ったように眉を下げる。

　それから、さらに困り果てて笑った。

「逆に、そこまで大事にされているのに、どうして愛がないって思うの？」

「それは……」

　チーズケーキがまだ綺麗な二等辺三角形のままお皿にあった時と同じ繰り返しになりそうになった。

　けれど、柳原さんが私の言葉を遮る。

「一緒に過ごした時間の中で宮澤さんの気持ちが変わったように、蓮見さんだってなにかしら変わったんじゃない？」

　彼女は「変わった……変わった？」と自身の言葉に異を唱えて言い直す。

「私には、最初から蓮見さんには愛があったようにしか見えないから、変わったっていうのは違うかもしれないけど。あの日、部屋に入ってきて真っ先に、怪我をした宮澤さんに駆け寄った姿をすぐそばで見ていたけど……私には、心の底から大事な妻を心配しているようにしか見えなかったわ」

　黙ってなにも言えなくなった私に、柳原さんは大きなため息をつき……。

「とりあえず、きちんと帰ってね。私と会った後家出したなんてなったら、私に疑いがかけられる。これ以上、蓮見さんの中の私のイメージを悪くしたくないってわかるでしょ？」

　そう繰り返し言ったのだった。




　柳原さんと別れたのは十三時。

　彼女に再三言われたので、その足でマンションに帰った。元より家出しようなんて頭もない。

　たくさん相談に乗ってもらったお礼を、あとで聞いた住所に送ろうと考えながら国木田さんと挨拶を交わし、エレベーターに乗り込む。

　そのまま天井を眺め、そこに設置されている通気口に目を留めた。

　空調が合わないと体調を崩すのは昔からで、だから父は実家を建てる時にもそこはかなりこだわってくれていた。

　私が苦しくないように。

　私が、過ごしやすいように、と。

　父のその思いは間違いなく愛情だったのだろうと理解している。

　そんな父と同じように考え、理想に合うマンションを探し引っ越しまでした蓮見さんの中にも、私への愛情があると考えてもいいのだろうか。

　それは、短絡的すぎるだろうか。

　そんな考えを巡らせながら玄関をカードキーで開ける。

　いつの間にかすっかり落ち着く場所となっていた部屋に入り、蓮見さんの靴に気付いた。

「え……」

　今日は朝仕事に出ていったし、午後休む予定でもなかったのにどうして……と思いながら、靴に留めていた視線を上げた途端、蓮見さんの姿がそこにあり驚く。

　リビングに続く廊下の壁に右肩をつき寄りかかった蓮見さんは腕組みをして私を見ていた。

　無表情だけれど、怒っている気がした。

「どこに行ってた？」

「少しぶらぶらして、偶然柳原さんと会ったので、カフェで話を……連絡しないですみませんでした」

　静かな怒りの理由がホウレンソウを怠ったことだと思い、謝る。

　動揺だとか疑惑だとかショックだとか。私の中にそういうものが渦巻いていて連絡する気にならなかったにしても、そんなのは言い訳にもならない。

　きちんと連絡を入れておくべきだった。

　蓮見さんは「柳原？」と、柳原さんの名前に反応を示しながらも、私の様子から特に揉めたわけではないと悟ったのか、それ以上は追求しなかった。

「あの、仕事はどうしたんですか？」

　スリッパに履き替えながら聞く。

　なかなか答えが聞こえないので不思議に思いながら顔を上げ、まだ怒っているように見える顔に気付いた。

「来い」

　短く言った蓮見さんが背中を向けて歩き出すので、戸惑いながらも後ろに続く。

　蓮見さんはリビングの中央で足を止め、私と向き合った。

「俺に対しての態度が変わったのは、盛岡さんに余計な話をされたからか？　それとも、別に理由があるのか？」

「え……」

　きっと、気持ちの変化が態度にも出ていたんだろう。

　バレていたことに動揺する私に、蓮見さんが続ける。

「目が合ってもすぐに逸らすくせに、俺が他を見ているとずっとこちらに視線を向けているのを感じる。キスすると、戸惑ったように目を泳がせる。俺が触れようとしていることに気付くと、ごまかすように笑い避ける。……これだけ態度に出しておいて、俺が気付かないとでも思ったか？」

　並べられると確かに気付かない方が難しいと思った。

　私は意地を張って強がることはあっても、昔から上手な嘘はつけない。隠し事も苦手だ。

　そんななのだから、最初から嘘なんてつかなければよかったのだ。

　お金さえあればいいなんて、そんなひどい嘘のせいで、結局自分の首を絞めている。

　蓮見さんの向こうに、ソファが見える。

　毎日お風呂を済ませた後、ふたりで並んで話すソファ。その前にある、最近ではコーヒーをよく置くローテーブルも、私が必死に作った手料理を並べるダイニングテーブルも……この部屋には、蓮見さんの想いがあふれている。

　ここにある空気でさえ、私のためを想って選ばれたものだった。

　どうして気付かなかったんだろう。

　蓮見さんが見てくれていたのは、〝妻〟じゃない。

　ちゃんと〝私〟だ。

　込み上げてくるたくさんの感情をぐっとこらえ、蓮見さんを見る。

「ごめんなさい。私、嘘をつきました。政略結婚なんて、したくありません。蓮見さんが好きだから、ちゃんと恋愛をして結婚がしたいです。蓮見さんが嫌がっていた、あたたかい家庭を築いて、ベタベタして過ごしたいです」

　ジッと見つめて告げた私に、蓮見さんが驚きから目を見開き……そして、困ったように笑った。










蓮見ＳＩＤＥ　―ずっと前から―




　出会いは、俺が二十歳、春乃が十四歳の頃だった。

　友人の秋斗の妹である春乃は、昼休みになるとよく隣の敷地にある中等部を抜け出し大学に不法侵入していた。

　秋斗と中庭なりなんなりを歩いていると春乃が姿を現し、秋斗にじゃれつき中等部に帰っていく。

　春乃は基本的に秋斗しか見ていなかったし、俺も彼女に興味はなかったため、同じ空間にはいても話したこともなければ笑い合ったこともなかった。

　ただ、そんな中で秋斗が話していた内容はやけに耳にも頭にも残っていた。

『春乃、玉の輿こし狙いなんだよなぁ。俺的にはさ、もっと愛情のある結婚をして幸せな家庭を築いてほしいんだけど、〝経済力のある男と結婚する〟って言って聞かないんだよ。まぁ、なにを幸せだと思うかは個人差あるし強くは言えないんだけどさぁ。ああ、でもあれだな。おまえのことを話せば、春乃はおまえに夢中になるかもな』

　父親が大企業の代表を務めている点や、俺がこれから歩く道を考えれば、自慢ではないが春乃の周りにいる男の誰よりも優良株だろう。

　しかも、兄と親しいとなれば近付きやすい。

　秋斗の言う通り、春乃からすれば俺はこれ以上ないほどのターゲットだった。

『話しちゃおうかなぁ。春乃と大祐がくっついたら俺も嬉しいし』

　秋斗がそんな話をしてからも、春乃は相変わらず大学に忍び込み俺たちの前に姿を現しては印象に残る無邪気な笑みをふわりと残し帰っていく。

　その忙しなさはシンデレラ以上だった。

　ブラコンの彼女が秋斗に会いにくるのは、週に二、三度。期間にして一年。つまり、百五十回近く。

　にもかかわらず、ほぼいつも秋斗の隣にいる俺に春乃が話しかけたことも、おそらく目が合ったことさえなかった。

　もちろん、アプローチ関連もまったくゼロだ。

　正直、秋斗から『春乃はおまえに夢中になるかもな』とからからと笑いながら言われてから、少し頭を悩ませてもいた。

　春乃は友人である秋斗の大事な妹だ。春乃がブラコンなら秋斗も立派なシスコンだ。下手な断り方はできない。

　けれど、人がよく明るく、裏表のない秋斗の性格を思えば、同じ両親に育てられた春乃だって決して似ていないわけではないだろう。

　中学生という年齢は論外なため正直顔をしかめたくはなるものの、それを除けば彼女は愛らしい顔立ちをしているとは思う。

　秋斗にじゃれついてニコニコと笑顔を浮かべる様子は可か憐れんで見ていて飽きないし、たった十四歳なのにどこか品があるのは育ちがいいからだろう。

　ピンと伸びた背筋や清せい楚そな佇たたずまいは好ましいと言えなくもない。

　だったら、あまりにしつこいようなら付き合ってみてもいいのかもしれない。

　自分自身が恋愛に冷めている自覚はあるし、他からの評価も同じだ。恋愛に夢を見ていそうな思春期の春乃も、俺のそっけなさを知ればきっと自ら幕を下ろし離れていく。

　それが一番彼女を傷付けないし、秋斗との関係もこじれない。

　万が一、うまくいくようなことになればそれならそれでいい。

　そこまで考え、常にいつかくるであろう春乃からのアプローチに備えていたというのに、結果的に、彼女が俺の前に姿を現したのは、それから十年近くが経った後となった。

「兄と、同じ大学だったんですか？」

　俺の話を聞いた春乃の第一声がそれだ。

　まさか、とでも言いたそうな顔だった。

　風呂上がりに毎日並んで座るソファに、外が明るいうちに座るのはめずらしい。昨日の夜よりも距離が近いのは俺の気のせいではなかった。

「ああ。春乃が秋斗にじゃれついている時、だいたい秋斗の隣にいた。おまえは眼中になかったようだが」

「誰かいたような気もするんですが……あの頃、私、相当なブラコンだったので、兄以外目に入っていなくて……すみません」

　中等部の頃、彼女が学校で色々あったのは秋斗から聞いていた。

　口を開けば春乃のことばかりを話す秋斗を最初はうっとうしく思っていたが、そのうちに気にならなくなったどころか、心待ちにするようになった。

　刷り込みというやつだろう。

　週刊雑誌の漫画のようなものだと言えばわかりやすい。

　放っておいても〝春乃〟の物語の続きは、秋斗が毎週どころか毎日運んできた。

『春乃はなぁ、昔は相当体が弱かったんだよ。だから肺活量上げるために水泳習ったりしてたけど、あれ、本人はツラかったと思うんだよな。でもそれ乗り越えて関東大会出場決めた時には会場で俺泣いたもん』

『あいつ、見た目は割と可憐だろ。それでいて有名大学の付属中等部のセーラー服とか着てるから、変質者に声かけられたりって結構あるんだよ。先月も前から自転車に乗ってきた男にすれ違いざまに胸触られてそのままの勢いで転ばされてさ。悔しいって泣いてるの見てられなくて、その場所春乃と一緒に張って、現れた犯人捕まえて警察突き出してやった』

　秋斗は思い立ったらジッとしていられない。話を聞く限り春乃も同じタイプのようで、そんなふたりの日常は話題が尽きず、そして非常に危なっかしかった。

　そんな話を毎日のように植えつけられ続けて心を動かさない人間はいない。

　少なくとも俺は興味を持ったし、彼女を勝手に知った気にもなった。

　そんな、勇敢で可憐な彼女は中等部でも人気で、先輩からも後輩からも好かれていたという。けれど、その中に中等部理事を務める娘の想い人がいたらしく、校内では派閥ができていた。

　そういう空気を嫌って、春乃は昼休みのたびに大学に逃げ込んできているのだと、秋斗からいつだったか聞いた。

『意地っ張りで勝気なところもあるのにさ、なんか急に黙っちゃう時があるんだよな。聞いてみても、しかめっ面で〝仕方ない〟としか答えないし。弱味でも握られてるのかな』

　あの時の秋斗の疑問は俺の中にも残り続けていたけれど、それが二週間前に解けた。

『印籠みたいなものなの。〝社長令嬢だから〟って言われたら、私は黙るしかなくなる』

　マンションに向かう車の中、携帯から聞こえた春乃の悲痛な声は震えていて胸が痛かった。

　あの頃から、十年以上だ。その間ずっと春乃は飲み込んできた。

　ゆっくりと隣を見る。

　俺の機嫌をうかがうような眼差しとすぐに視線がぶつかったので、安心させるように目を細めた。

　伸ばした手で彼女の手を握ると、春乃は少し驚いたのか瞳を揺らした。

「秋斗から話を聞くうちに、いつの間にか知った気になってたんだ。だから、大学を卒業して働き出した頃、秋斗からおまえが人間不信気味になっていると聞いた時には耳を疑った。あれだけ屈託もない笑顔を浮かべて秋斗にじゃれついていた春乃が塞ぎ込んでいるなんて想像するだけでいても立ってもいられない気分になった。その時だ。それまでもあった興味が、一気に振り切れたのは」

　まぁ、放っておいてもそのうちに俺のことを聞きつけて現れるだろうと考えて数年。

　そういえばまだ現れないなと、秋斗と連絡をとるたびに疑問を抱くようになって数年。

　別に、春乃を好きだったわけではないが、いずれ来るだろうとほぼ確信していた彼女が一向に目の前に現れないという事実にそのうちに気持ちがじれ始めていた。

　加えて、そうこうしているうちに仕事でドイツに行った秋斗からは春乃の話の続編が聞けなくなり、今、彼女がどうしているのかがわからないという事態に陥り焦りが生まれた。

〝勝気だけど、デリケートで結構泣く〟と説明していた春乃が、秋斗がドイツにいる間にひとりで泣いていたらどうするんだと気を揉んだし、あれだけ毎日聞かされていた話を突然されなくなるこちらの身にもなれと、勝手な秋斗に怒りすら覚えた。

　春乃のことは、俺に会いにきたところで体よく断るつもりだったし、姿を現さないのならその方が面倒でなくていいはずなのに、いつの間にかそうは思えなくなっていた。

「よく知りもしなかったはずの春乃に、気付いたら惹かれていた」

　握った手に力を込める。

　微笑んで告げた俺を、春乃の人よりも少し色素の薄い瞳が見つめていた。

　気持ちに気付いてからは早かった。

　春乃に対してずっと抱いていた、じれたりあたたかくなったりと忙しく色を変えていた感情がなんなのかがわかれば、あとはこちらに誘導するまで。

　幸い、春乃は結婚の条件に〝経済力〟を挙げている。

　正直、しっかりと情緒のある彼女の性格からして本気で〝経済力〟があればいいと考えているかは疑問ではあったが、父親や祖父、その上の先祖が大きくした会社に感謝しつつ、タイミングよく転がり込んできた提携話のついでに、春乃の話題を出した。

『春乃さんは変わらず元気ですか？　秋斗からたまに話は聞いていて、落ち込んだりもしている様子だったので少し気になっていて』

　提携先の社長相手ではなく、友人の父親相手にギアを入れ替えて聞いた俺に、宮澤社長は苦笑いを返した。

『それがなぁ。たまに恋人ができても、すぐにダメになるようで……春乃も多少意地っ張りな部分はあっても、そこまで扱いづらい子でもないと思うんだけどなぁ』

　春乃のどこが悪いのかに頭を悩ませる社長に、わずかな申し訳なさは感じたので、すぐに解決策を提案した。

『実は、最近周りが結婚を急かすんです。気持ちはわかるんですが、どうも相手がいなくて……私も他から見たら扱いづらいのかもしれないですね』

　苦笑を浮かべて告げると、社長はすぐに表情を明るくし『だったら――』と俺の望んだ通りの未来を口にしたのだった。

　俺の結婚を両親が異常なほどに喜んだのは、俺がこれまでそういった話を一切しなかったからだろう。個人的には結婚するかしないかが人生の豊かさを左右するとは思わないが、周りの基準は、特に親の世代はそこを重視するのも知っている。

　結果的にいい親孝行となったなら一石二鳥だと思った。

　そこからは、春乃が過ごしやすいようにと引っ越しをし、部屋を整えた。少しでも緊張が和やわらぐようにと、日用品は春乃の実家で使っているメーカーで揃え、彼女が好むジャンルの書籍も並べた。

　そこまでしてようやく目の前に現れた彼女が発した『初めまして』には眉をひそめたくなったし、必死に婚約破棄に持っていこうと努力する姿はかわいらしく見ていたし安心もした。

　予想した通り、〝経済力〟は二の次で、彼女が求めているのが愛情だとわかったから。

　ずっと秋斗から聞かされ続けていた彼女との生活は新鮮で、充実したものだった。

　元から好意は抱いていたが、新しい一面を知るたびに、想いは膨らむばかりだった。

　そんな気持ちを自慢したかったわけでも、春乃とのことをうぬぼれたかったわけでもないが、秋斗にだけは今回の件は話していた。

　喜んだ秋斗は、電話のたびに『それで、例の計画は順調なのか？』と弾んだ声で聞いてきて、そのはしゃぎようはとてもじゃないが三十を超えた男とは思えず、少し不安を覚えるほどだった。

「真意はどうであれ、おまえは〝経済力〟で男を選ぶと断言していただろう。それなのに同年代の男にばかりフラフラ惹かれて、一向に俺には会いにこなかった。どうなってるんだ」

　八つ当たりに近かった。

　秋斗の軽口を信じ勝手に春乃はそのうち俺のもとに来るだろうと考えていただけで、彼女がその通りに動かないからといって責められるいわれはない。

　それでも、毎日想いを募らせていたわけではないにしても、結果として何年も待たされた身としてはひと言言ってやりたくなった。

　苦笑して見つめる先、春乃は困惑した顔を浮かべながらも「そんなの、私が知りたいです」と小声で漏らした。










繋がる気持ち




　どうなっているのか、なにを言われているのか、なかなか頭が追いつかなかった。

　つまり蓮見さんは大学時代から私のことは事細かに兄から聞かされていて、〝経済力で結婚相手を選ぶ〟という私の負け惜しみさえも知っていた。

　だから、いずれ兄から蓮見さんの情報を聞いた私が、アプローチをかけに姿を現すと踏んで、ずっとではないにしても意識のどこかには置き、待っていた。

　なのに私は、校内の同級生だったり先輩だったりに惹かれ、付き合い出しては振られるというルーティンを繰り返し続けて一向に蓮見さんに会いにいく気配を見せず……。

　やっと家を訪ねてきたと思ったら、それは父が勝手に決めた政略結婚の予行練習でしかなく、当然蓮見さんの納得いく形ではなかった。

　だから……だから、こんなにも懇々とお説教トーンで色々言われているのだろうか。

　蓮見さんから漂う雰囲気からは怒っているというよりは、少し拗すねているだとか嫉妬に近いものを感じるので、一方的に話されていても不快感はなかった。

　というよりも、そんなにずっと私のことを待っていてくれたのかと思えば嬉しさしか感じないし、いい意味でも悪い意味でもクールな蓮見さんがじれた感情を抱えていたりしていたのかと想像するとかわいくて頬が緩みそうになってしまう。

　今、どんなに淡々と涼しい顔をして話していても、年上の男性に抱く感想でないのはわかっていても、一度生まれた母性本能みたいなものがずっと胸を膨らませていた。

「あの、蓮見さん、同居初日に好みのタイプは〝家庭的じゃなくてベタベタしない女性〟って言ってましたよね。私がその逆をするだろうってわかってて言ったんですか？」

　つまり、ベタベタしてほしいと思っていたってことになる。

　口の端が上がるのを我慢できないで聞いた私に、蓮見さんはふいっと目を逸らす。

「違う」

「でも……」

「春乃が俺から婚約破棄の言葉を引き出そうと考えることはわかっていた。だから、春乃にとって演じるのに困難そうなタイプの逆を言っただけだ。正直、少し困らせてやりたい気持ちはあったからな」

　蓮見さんは、やや眉を寄せ私に視線を戻す。

「俺がどれだけ根回ししたと思ってる。おまえがつまらない男と付き合い出すたびに、いちいちその男のところまで出向いて話をつけて……十歳近く歳の離れた相手にポカンとした顔をされる気持ちがわかるか」

　胸が恋愛とは違う理由できゅんきゅんしていたのだけれど、ややしかめた顔で問われ、驚く。

　私が付き合い出すたびにって……と、自分の過去を回想して答えを見つけた。

「もしかしていつも私が彼氏に振られてたのって蓮見さんが原因だったんですか？」

　だからやけにスパンが短かったのかと納得と驚きが混ざった感情で聞くと、蓮見さんは表情ひとつ変えずに答える。

「全部ではない。俺が話をつけたのは後半の三人だけだ。きつい態度をとったからかひどく萎縮していたが……まぁ、仕方ない」

「話をつけたって……」

　普段の態度から暴力的な話の持っていき方はないだろうけれど……と思っていると、蓮見さんは目を伏せ「大事にしてやってほしいと頼んだだけだ」と返した。

　その言葉に、しばらく呆ほうけてからふっと笑みが漏れた。

　過保護にもほどがあるし、そもそもそんなお願いを私ときちんと対面したことのない蓮見さんがするのはどうかとは思うものの、蓮見さんの気持ちを嫌だとは感じなかった。

　惚れた弱みだとか、恋は盲目だとか、色々と当てはまる言葉はありそうだ。でも、どうしても迷惑だとは思わないのだから仕方ない。

　当時の彼氏も驚いただろうなと笑ってしまう。

　随分年上の、しかもこんなに美形でしっかりとスーツを着込んだ男性に頼み込まれるなんて……と考え、元彼たちが口々に言っていた『重い』の意味に気付いた。

「重かったの、私じゃなくて蓮見さんだったんですね」

「真摯に向き合ったまでだ。それを重いと捉えたならたいした気持ちじゃなかったんだろう」

　悪いと思っていない顔で言われる。

　十歳も年上の男性に〝大事にしてやれ〟なんて言われたら、そりゃあみんな重く感じるし、早々に手を引くのも頷けた。

「私、振られるたびに悲しくて、結構泣いたんですけど」

「知るか。すぐに俺のところに来ないおまえが悪い」

　蓮見さんはそう言った後、少しだけ眉を寄せて続けた。

　今度は悪いと思っているような顔だった。

「泣かせたのは悪いと思ってる。それでも、どうしても欲しかった」

　そんな風に言われれば、文句なんか言えないしそもそも過去のことで蓮見さんを責めるつもりもない。

　それに、元彼たちの気持ちがそこまでじゃなかったという蓮見さんの意見はきっと正しい。

　けれど、そこまで想っていてくれたならどうして……と腑に落ちない部分はあった。

「でも、同居初日、私よりも仕事を優先させてましたよね。それに、私のことを知っていたなら、教えてくれたらこんなに悩んだりしなくて済んだのに」

　蓮見さんを好きだと気付いてからの私は、今思えばかなり迷走していた。

　柳原さんが相談に乗ってくれなかったら今だってきっとこうして落ち着いて向き合ったりできていなかった自信がある。

　それに、蓮見さんが最初から言ってくれていたら、変な意地を張ることもなかったのに……と考えていると、蓮見さんは片眉を上げて私を見た。

「〝こんなに〟？　言っておくが、長く待ったのも悩んだのも俺の方だ。たった一カ月で音を上げるな」

　それはその通りなだけに黙ると、蓮見さんが続ける。

「それに、秋斗の友人だと告げたらおまえは俺個人としてではなく、兄を通した俺を見るだろ。それは、なんとなく嫌だった」

　こちらも、言われてみれば気持ちはわかった。

　私だって、散々父の付属品みたいな言われ方や扱われ方を嫌ってきたから、個人として評価されたり見られたい気持ちは痛いほどわかる。

　でも。

　周りにどう思われていようがどうでもよく思っている蓮見さんが、私相手にはそう思わないのだと知り、じわじわと嬉しさが込み上げた。

「初日に部屋を空けたのは、春乃は慣れない部屋では寝つけないと秋斗から聞いていたからだった。正直、ひとりにするのはどうかと思ったが、俺を覚えていない春乃を見て、予定通り出張に出た方が春乃のためになると思った。慣れない部屋で知らない男と暮らすのは気を張って疲れるだろ。疲れると色々症状が出るとも聞いていたから、それを考慮した結果だった」

　自分自身を〝知らない男〟と表した蓮見さんに、自然と顔をしかめていた。

　私が覚えていないと知った時、蓮見さんはどんな気持ちだったのだろうと考えたからだ。蓮見さんはずっと覚えていてくれたのに。

　それでもぐっと耐え、私のためにひとりで落ち着く時間を用意してくれたのか……と申し訳ないような嬉しいような気持ちになる。

「だから、体調を心配して出張中の半月、毎日メッセージをくれていたんですか？」

「それもあるが、文章なら面と向かわない分、変な気を張らずに話ができるだろう。半月後に出張から戻った時、春乃の俺に対する警戒心が少しでも和らいでいればいいと思った。だから、帰るなり俺の後ろをついて回っているのを見て、嬉しくなった」

　ふっと笑みを浮かべて言われる。

　玄関から洗面所、そしてリビングまで蓮見さんの後ろをついて回ったのは無意識だっただけに恥ずかしい。

「ご両親の手前、婚姻届も提出しない状態で長い間同どう棲せいするつもりはなかった。けれど、春乃を焦らせるつもりもなかったから、数カ月は様子を見るつもりでいた。まずは部屋や環境に慣れて、それから俺に慣れていけばいいと思った」

　私は、家以外ではなかなか寝つけない。

　一度寝入ってしまえば大丈夫だけれど、寝入るまでに時間がかかる。

　だから私も、蓮見さんが出張すると聞いて安心していたのは確かだった。

　全部、私を気遣ってくれてだったのか……とじんわりと感動していたのだけれど、「それに、同じ部屋で寝たら気持ちが抑えられる気もしなかった」と続いた言葉に、〝感動〟の文字が一瞬にして消えた。

　蓮見さんとそういうことはしていても、そういう話をするのは初めてなので、目を伏せながら口を開く。

「でも、出張から戻ってきた日は……その、抑えなかったですよね。気持ち」

　半月部屋を空けてはいたけれど、その後は隣で寝たし……体も重ねた。

　頬が熱くなるのを感じて指の背で隠していると、蓮見さんは心外そうな顔をした。

「言っておくが、俺は抑えるつもりだった。俺の気持ちがどうであれ同居してすぐに手を出すのはどうかと思ったし、まず春乃からしたらありえないだろうと考えた。だから、春乃の気持ちが追いつくまでは待つつもりでいた」

「え……でも……」

　あの日蓮見さんはやや強引に覆いかぶさってきたはずだ。

　今の言葉とあの時の行動が矛盾していてうまくかみ砕けない。

　そんな私を見て、蓮見さんはひとつ息をついた。

「あれは、殴られる覚悟で喧嘩を売ったつもりだった」

「え？」

「おまえが相手と打ち解けるには一度喧嘩をするのが手っ取り早いと秋斗から聞いてたんだ。でも、俺は攻撃して春乃を傷付けたいわけではないし、喧嘩のきっかけなんて考えたところで思いつかなかった。だから、気持ちが通じ合ってもいないのに手を出そうとすれば、性格的に春乃は怒るだろうと考えた。それなら、傷付けずに喧嘩になる」

「え……え、待ってください」

　あれが喧嘩だった……？

　私が怒ってひっぱたくのを狙ってのことって、だって……。

　確かに、空気には挑発が含まれていた気がするけれど……え。

「拒絶されるために、わかりやすく挑発したはずだ。結果は……まぁ、俺が予想していたものとは違ったが」

　苦笑され、私は両手で顔を覆いたくなり、でも、蓮見さんが片手を握ったままなことを思い出し、せめて片手を顔に持っていく。

　こうして蓮見さんと一緒の時間を過ごして知った彼の性格からすると、あの時は確かにらしくないくらい挑発的だった。

　そうか……拒絶されるための強引な態度だったのに、私は誤った方向に喧嘩を買って受け入れてしまったのか。

　蓮見さん、相当困惑したのだろうなと思うと少しおかしくもなるものの、羞恥心がそれどころではなくて穴を掘りたい気分だった。

「俺に組み敷かれながらも目を逸らさないで見上げてくる春乃に、理性が利かずに本能のまま抱いたのは悪かったとは思っている」

　目を伏せながら言った蓮見さんが、私を見る。

「ずっと俺の方を向かせたかった。当時は無意識だったが、大学の頃、秋斗しか瞳に映さない春乃を見た時からおそらくそう思っていた。おまえが俺以外の男にふらついていると知った時には頭にきたし、おまえが頼りにするのも、甘えて手を伸ばすのも、安心して眠るのも、全部俺が相手でなければ嫌だと思っている」

　突然の告白に目を見開く。

　相変わらず涼しそうな顔のままだけれど、その瞳は無感情には見えない。一緒に過ごした時間の中で、彼の表には出にくい感情の機微に気付けるくらいまで慣れたからだろうか。

「先週抱いた時、春乃は俺の名前を呼んで好きだと繰り返した。だから、ようやく気持ちが通じたのだと思い喜んでいたのに、翌日から態度をよそよそしく変えられた挙句、無断外出だ。十年以上も俺の前に現れなかったことといい、本当にじらされる」

　先週……？と記憶をさかのぼり、ハッとする。

　蓮見さんに抱かれていた時、確かに夢中になってそんなことを言った気がする。そして、私の口から発された〝好き〟を聞いた蓮見さんは優しい微笑みを返した。

　私は与えられる気持ちよさや触れ合う喜びでいっぱいいっぱいだったから、うっかり本音を声にして、しかもすっかりそれを忘れていたけれど……そうか。蓮見さんは覚えていて、しかも喜んでいてくれたのか。

　あの時、蓮見さんが言った〝もういいだろ〟の意味をここにきてようやく理解した。

　あれは、〝もう意地を張らなくてもいい〟という意味だったのか。

　蓮見さんは私の手を握ったまま続けた。

「単純で真っすぐで、かと思えば変なところで意地を張ったり、一緒にいて飽きない。他人に優しくできるところは少し目に余るが春乃の長所だ。そこも含め気に入っている。豊かな表情も柔らかく心地いい声も顔立ちも好きだ。誰よりもかわいいと思うし愛しい」

　いったい、なにが始まったのかと思った。

　急に私を褒め出した蓮見さんにただ呆然としていると、蓮見さんは少し考えるような顔をし、それから再度私を見た。

「他に、あとなにを言えばいい。どうすれば俺の気持ちを信じて、結婚する気になるんだ」

　本当にわからないのか、真面目な表情で問われる。

　さっきからの蓮見さんの怒ど涛とうの告白劇場に、私は驚いたり恥ずかしくなったりと大忙しで今も頭の中は混乱しっぱなしだったけれど……ジッとこちらを見て答えを待つ蓮見さんを見ていたら、自然と笑みがこぼれていた。

「そんなの簡単です」

　蓮見さんの手を握り返して告げる。

「好きだって、だから結婚したいって言ってくれたら頷きます」

　最初から簡単な話だったのだと今さら気付く。

　私の意地のせいで少し遠回りしてしまった気はしたけれど、蓮見さんと一緒に過ごした時間は楽しかったので、これでよかったのだと思えた。

　蓮見さんが握っていた手を、ダンスに誘うような形に変える。

「愛してる。俺と結婚してほしい」

　真剣な表情。動じない、冷静な瞳。涼しそうな雰囲気。

　この部屋を訪ねてきた時と同じ顔なのに、今はこれ以上ないほどの情熱が伝わってくるのだから不思議だった。

「はい。私を蓮見さんの奥さんにしてください」

　はにかみながら答える。

　蓮見さんは柔らかく微笑んで、私を抱き寄せた。




　その後、正直に白状すれば、私は感情も高ぶっていたし、プロポーズされて嬉しかったし、とにかくギュッとするだけじゃなく、キスしたりもっと深くまでたくさん触れてほしいと心の内では望んでいたし、顔にも出ていたと思うのだけれど。

『必要なら着替えろ。俺はネクタイを締めるが、春乃は自由でいい』

　蓮見さんは、私の腕を掴んでソファから立ち上がらせた。

『……出かけるんですか？　どこに？』

『役所と、春乃の実家だ。婚姻届を持って挨拶に行く』

　すぐに携帯を耳に当てた蓮見さんの電話の相手が、スピーカーじゃないのに漏れてくる明るい大きな声で父だとわかったけれど、しばらくポカンとしてしまった。




　ネクタイを締めスーツで固めた蓮見さんは、その後予定通り役所を経由して有名な和菓子を手土産に私の実家に向かった。

　そして、予行練習をやめ正式に結婚したいと両親に頭を下げる。

　父も母も嬉しそうで、私も嬉しくて、でも蓮見さんはいつもの無表情の端っこに少しの緊張を乗せていて、そんなところが微笑ましかった。

　証人欄は両親に頼んだ。

　本来なら一カ所は蓮見さんのお父様なりお母様にお願いした方がいい気がして進言もしたけれど、〝うちの親はそういうことにこだわりはないからいい〟と言う蓮見さんに従った形だ。

　どちらにしてもご挨拶には伺わないとなので、後日、うちの両親と一緒に一度蓮見さんのご実家に出向き、その後再度顔合わせの場をしっかりと設けるという話でまとまった。

「振袖、成人式のがあったよね。持っていってもいい？」

　結婚の挨拶なら着物がいいだろう。

　帰りがけに思い出して言った私に、母は「ああ、そうね」と笑顔を見せてから少し残念そうに眉を下げた。

「正直、春乃ちゃんが予行練習を終えて本番を迎えないまま出戻ってくる可能性も半分以上あるかなって踏んでたのよ。ちゃんとまとまるなら新しく作っておけばよかったわ。今からじゃもうオーダーメイドは間に合わないだろうし……せめて草履とバッグだけ新調する？」

「いいよ。全部気に入ってるから、今のままで大丈夫。その前に、うまくいかないかもって思ってたの？」

　経済力を一番に望む私にはもってこいの相手だと推していたはずなのに、どうして……と考えていると母が言う。

「だって、春乃ちゃんの性格からして愛情がない結婚生活なんて無理でしょう？　でもほら、自分で選んだ相手だと春乃ちゃん、いつもうまくいかなくて泣いてたから、私たちで用意しようかって話はお父さんと前からしてたのよ。そんな時に蓮見さんと提携の話が出て、まさに渡りに船だったってわけ」

「春乃は案外ほだされやすいから紳士的な蓮見くんに惚れる確率は高いと踏んだが、蓮見くんが音を上げるんじゃないかと思ってなぁ。母さんといつ蓮見くんからキャンセルの連絡がくるかと話していたんだが、まさかこんな嬉しい報告がくるとは思わなかったよ。いやいや、生きててよかったなぁ」

　別に今まで九死に一生の事故に遭った経験もなければ大病を患ったこともない父が呑気に笑う。

　娘がキャンセルされるかもしれないと思っていたと笑う両親に、呆れればいいのか怒ればいいのかわからなくなって、結果的に笑みがこぼれた。

　私を二十四年間育ててくれた両親だ。私の性格なんて知っていて当然だった。

〝経済力さえあればいい〟が負け惜しみからの言葉だとわかりながら、そこを使って蓮見さんの部屋に送り込まれたというわけだ。

　キャンセルされると思われていたのは癪だけれど、私自身、蓮見さんと釣り合う自信があるかと聞かれれば難しいところなので責めないでおく。

「とりあえず、振袖と一式持ってくるわね。着つけはどうする？　自分で着るのが面倒なら日程が決まったら教えてくれれば頼んでおくわよ。私も頼むからそのついでに」

「大丈夫。着られる」

「そう？　でも、当日困らないようにそれまでに一度か二度、着てみなさいね。練習用の訪問着も持ってくるからちょっと待ってて」

　母が二階のウォークインクローゼットに向かうのを眺めていると、隣から「着つけができるのか？」と聞かれる。

　答えようとしたけれど、父が話し出す方が先だった。

「小学校の高学年の頃に京都に行ったことがあってな。その時に春乃が黄色い着物に一目惚れして買ったんだが、自分でも着られるようになりたいと言うから着つけ師を呼んで週に何度か習わしていたんだ。自分で着られるようになってからはたまに着物で出かけたりもしていたんだが、高等部の頃でパタッとブームが終わったなぁ」

　ブームが終わったわけじゃない。

　着物で歩いているところを見たクラスメイトに〝さすが社長令嬢〟だと揶揄されたからだ。

　どんなに好きなものでも、その烙らく印いんが押された途端、どうしても手が伸ばせなくなってしまうのだ。

　自分がないと言われればその通りでも、私には周りになにかを言われてもそのままでいることは難しい。

　気持ちを飲み込んで「飽き性はお父さんに似たんだよ」と笑った私を、蓮見さんがジッと見ていた。




　実家から役所に戻り、記入済みの婚姻届を提出する。

　なにも気持ちが通じ合ったその日にこんなに急いで色々回らなくてもいい気がしたけれど、「これ以上はもう待ちたくない」と言う蓮見さんに従った。

　若干眉が寄っていて苦々しい顔をしていたのは、うんざりしていたからだと思う。

　なんだかんだと十年もこのいっこうに解決しない問題を頭の隅っこに置いていてくれたのだ。私だってきっと、やっとその問題が解決済みのボックスに仕分けできるとなれば、急ぐ。

　蓮見さんが決して私とのことを迷惑に捉えていただとかそういうわけではなく、ひと区切りつけたかったのだろう。

「問題ないですね。では、おめでとうございます」と、役所の人に営業スマイルで祝福され帰路につく。

　会社の先輩たちに聞いてはいたものの、本当にあっけなく終わった。

　これで本当に私は〝蓮見春乃〟になったのだろうかと心配になるほどだ。人ひとりの名前を変えるのだからもう少し仰々しくてもよさそうなものだ。

　とりあえず、今後は会社に報告して新しい名前の保険証と名札を用意してもらわないと。診察券関係は次回の受診時で問題ないだろうし、他は私宛の郵便くらいだけれど、このまま実家に届いていても困らないので放っておくことにする。

　住所変更は先ほど役所で済ませたので、大事な郵便物はきちんとあのマンションに届くはずだ。

「名前だとか住所の変更だとか、女性ばかりが手続きがあって大変だって話をたまに耳にしていたんですけど、確かに少し手間かもしれないですね」

　もしも私が資格コレクターだったら、資格証ひとつひとつの名前も変更が必要だったかもしれない、と考えるとゾッとした。

　運転免許すらなくてよかった。大学時代に取った資格もそこまでたいしたものではないので、わざわざ変更する必要はない。

　静かな車内。

　少し待ってみても、ハンドルを握る蓮見さんから返事がないので気になり隣を見る。

　もしかしたら、男性を責めたような物言いに気分を害してしまっただろうか……でも、そんなに心の狭い人でもないと思うけれど。

　不思議に思いながら見つめていると、そのうちに蓮見さんが口を開いた。

「着物や浴衣が好きだったなら、また着ればいい」

「え？」

「まとまった休みがとれたら京都にでも行って、好みのものを何着か仕立てるか」

　やっと返ってきた話題はそれまでとはまったく違うもので首を傾げる。

　でも蓮見さんはドライな反応しか示さないことはあるにしても、完全に無視することはない。となるとなにか脈略があったのだろうか……と考えていた時、蓮見さんが続ける。

「おまえは俺の妻だ」

　正面を向いたままの彼の横顔を見つめ瞬きを繰り返す。

　妻……と言われればそうだ。先ほど婚姻届を提出してきたから、戸籍上ももうしっかり蓮見さんの妻になっている。

「……そうですね」

　不思議に思いながらもそれだけ返した私に、蓮見さんは一度こちらに視線を向けた後、再び進行方向に戻した。

「親子関係は、確かに運命としか言えないし生まれながらにして持っているものには違いが出てくる。だから、周りは羨ましがって色々言うかもしれない」

　また話題が変わる。

　でも、蓮見さんがなにかを伝えてくれようとしているのがわかったので、黙って続きを待った。

　車内を、優しい空気が包んでいた。

「でも、夫婦は違う。俺が春乃を望んだから夫婦になったんだ」

「……はい」

「ここは、俺の隣は、おまえが掴み取った場所だ。運命でもなんでもない。今まで色々傷付いて考えて努力してきたおまえだから、俺は惹かれた。〝宮澤春乃〟じゃなければ意味がないし、きっと欲しいとも思わなかった」

　車が赤信号で停車すると、蓮見さんがこちらを見て目を細める。

「少なくともひとりの男を十年待たせたんだ。春乃は自分自身にもっと自信を持っていい」

　蓮見さんがとても柔らかく微笑んでいるから、私もそうしたいと思うのに……じわじわと浮かんでくる涙と込み上げる感情が邪魔をして笑顔が作れない。

　そんな私に蓮見さんが告げる。

「居心地が悪くないよう俺も努力する。だから、ずっとそこに座ってろ」

　頬を撫でられ、唇をかみしめる。

　胸を包むあたたかい感情が、これまでついた傷痕を埋めていくみたいだった。

　今までのこと全部が報われた気がした。

　蓮見さんの言葉でこれまでのことがどうでもよくなるなんて我ながら単純だとは思うけれど、でも、これが私が望んでいたものなんだと、蓮見さんに告げられて初めて気付いた。

「ここ以上に居心地がいい場所なんて、ありません。だから、ずっと座ってます」

　こぼれそうになる涙をこらえながら言い、微笑む。

「でも、ひとつ間違ってます。私はもう〝蓮見春乃〟です」

　私の訂正を受けて、蓮見さんがおかしそうに笑った。




「あっ、だめ、また……んんっ」

　与えられる快感が強すぎて腰が跳ねる。もう何度目かわからない感覚はなかなか体から抜けてくれず、自然と浮かんだ涙が目尻から流れていた。

　それに気付いた蓮見さんが、親指の先で私の涙を拭ってくれる。そのまま目尻に唇を押し付けられると、胸が喜びで満たされていくのを感じた。

　こういう行為で純粋に泣くことがあるのだと、蓮見さんに抱かれて初めて知った。

　私の経験が浅いのもあるにしても、蓮見さんが執拗なのも十分あると思う。

　覆いかぶさって私のこめかみや頬にキスしていた蓮見さんが一度上体を起こし、自身の髪をかき上げる。汗の浮かぶ額や色気が漂う目元があらわになり、胸の奥がキュンと締めつけられた。

　呼吸が整わない中、横たわったまま力の入らない体を見下ろしていくと、そこら中に散らばる赤い印が目に入った。今までも、蓮見さんが私の体中にキスすることはあったし、痕を残すこともあったけれど、多くてもふたつ程度だった。

　でも今は見える範囲だけでもその倍以上はあって、自然と頬が緩む。蓮見さんのものだと言われているみたいで、両想いになれたことを蓮見さんも喜んでくれているみたいで、嬉しかった。

「あっ、まだ待っ……」

「悪い。待てない」

「んぅ……っ、あっ、あ、ズル、い……」

　敏感になったままの体にさらに追い打ちをかけられたらどうにかなってしまう。

　だから、腰を進めようとした蓮見さんを止めたのに、無理だと短く答えた彼はそのまま私にキスして停止の言葉を封じた。

　唇を合わせたまま重なった体に、背中をぞくぞくしたものがせり上がってくる。

「は、ぁ……っ」

　頭の芯まで溶かされてしまったんじゃないかと疑いたくなるくらいの快感に襲われ、必死に蓮見さんを見つめる。

　勝手にポロポロとこぼれる涙を指先で拭ってくれた蓮見さんが、私を見て目を細める。

「春乃……っ」

　私を呼ぶその声にも、眼差しにも、確かに愛しさが込められていて、それを感じとった瞬間、拭ってもらったばかりの涙がまたあふれた。




　上下している蓮見さんの背中に腕を回ししがみつくように抱きしめる。

　今までの行為の余韻が抜けずに、呼吸が震えていた。

「春乃、大丈夫か？」

　肘で体を支えて空間を作った蓮見さんが私の頭を撫でながら聞く。

　彼のおでこに浮かんだ汗が乱れた前髪を伝っている。寝室の照度の抑えられたライトに照らされキラキラと光る汗にすら胸が締めつけられるのを感じた。

「はい……大丈夫です」

　蓮見さんが私に確認したのは、行為がいつも以上に執拗だったからだろう。

　散々じらされた後は泣き出すくらいにぐずぐずに溶かされて、何度も優しく追いやられた。

　本能のまま声を出して求めてしまった自分を思い出すだけで恥ずかしくなる。

　いつもと少し違った理由を、蓮見さんも入籍が嬉しかったのかな、と考えていた時、彼がふっと微笑んだ。

「日中は、物欲しそうな顔をしていたおまえを強引に連れ出したからな。満足してくれたようでよかった」

　その言葉に、一気に顔が熱を持った。

　やっぱりあの時、そういう顔をしていたのか。

　そして、蓮見さんにもしっかり気付かれていて、だからこんな……と居たたまれない気持ちになり目を伏せた。

　はしたなくて恥ずかしい。

「すごく満足、です」

　むしろちょっとツラかったくらいだ、とは言わずに見上げると、蓮見さんこそ満足そうに「そうか」と笑った。

　私のおでこに唇を押しつけた蓮見さんが隣に横になる。

　すぐに回ってきた腕に抱き寄せられたので、そのまま彼の胸に頬をくっつけた。

　まだ駆け足の心音が聞こえてきて心地いい。

「そういえば、下着。変えたのか？」

　なにを言われているのかがわからず、腕の中から蓮見さんを見上げる。それから、ナイトブラのことだと気付いて、慌てて目を伏せた。

　そういえば、初夜の時にそんな話をした覚えがある。ナイトブラだから恥ずかしいと。そして今日の下着はナイトブラではなく、普通だったから蓮見さんも不思議に思ったということなのだろう。

　どう言い訳しよう……とひと通り考えてから、諦めて本音を告げることにする。

「だって、もしかしたら……って思ったので。一応」

　暗に期待していたと言っているようで恥ずかしいけれど、ごまかさずに告げる。お風呂上がり、少し悩んだ末、お気に入りの下着を手に取ったのは確かだった。

　今度、見た目もかわいくてセクシーなナイトブラを探そう。見た目も大事だけど機能性も大事だ。

　白状した私に、蓮見さんはふっと笑ってから抱き寄せる腕に力を込めた。

「正直、俺は春乃がなにを身に着けていても構わない。だが、気を遣っている姿はかわいいし、愛しく思う」

　思いがけず甘い言葉を返されたので、少し驚きもしたけれど、素直に言ってよかったと頬が緩んだ。

　ついでに心のガードも緩み、蓮見さんの胸にすり寄り甘える。

　気持ちのいい疲労感があり、もうこのまま寝入ってしまおうか……と明日の朝シャワーを浴びる場合の起床時間を計算し出した時。

「こうしておまえが俺の腕の中から抜け出そうとしないのは初めてだな」

　そんなことを言われる。

　その自覚はあった。意識してこういう時間から逃げていたから。

「気分がいい」と言う蓮見さんに苦笑いをこぼす。

「私なりの自己防衛だったんです。でも、もう必要なくなったので」

　いくらほだされてももう問題ない。

　だからぐりぐりとおでこを撫でつけていたけれど、そのうちにハッとして顔を上げる。

「そういえば、来週兄が帰国するって話でしたね」

　それを聞いたのは、実家での話の中でだった。

　父から伝えられた話では、短い期間ではあるものの一時帰国する予定らしい。

「結婚の報告も兼ねて会おうと思ってるんですけど、蓮見さんはどうします？」

「俺も会いたいとは思ってるから、日程が決まり次第、仕事の調整をする」

「兄と会って、蓮見さんのご実家に挨拶に伺って……十一月は忙しくなりそうですね」

　仕事柄水曜日が定休なので、予定が決まり次第、土日に有給申請をしておかないと。

　有給は消化しきれたためしがないので余っているからいいにしても、忙しい土日に休むのは周りに迷惑がかかる。

　でも、こういう事情なら仕方ない。

　あとで、仕事のしわ寄せがいく社員にはお菓子でも持っていこう……と考えていると、蓮見さんが「確かに忙しくなるな」と答えた。

「顔合わせが済んだら、式場を決めて、ドレスや披露宴のプラン選びに招待客のリストアップ……宮澤社長は、社内でもなにかしら催しを開きたそうだったから、それもと考えるとなかなかタイトなスケジュールになりそうだ」

　具体的に言われて驚く。

　正直、私が考えていたのは顔合わせまでだったけれど、その後からの予定の方がぎっしりしていて大変そうだ。

「まぁ、これから冬になるし式は暖かくなるのを待ってからでもいい。三月四月はお互いに仕事が忙しいだろうから、それ以降で考えている。春乃が望むなら早くても構わないが」

「あ、いえ。私も四月以降の方がいいです」

　年度末、年度始めは異動も重なり忙しい。

「それなら、今から月に一、二度、休みを合わせてゆっくり探し始めればいい。水曜日は基本的に大事な会議は入れていないし休みは俺が春乃に合わせる。ただ、それでも無理な部分は出てくるだろうから、そこは春乃にも調整を頼むかもしれない」

「もちろんです。というか、半々で大丈夫です。蓮見さんにばかり仕事の都合をつけてもらうのは申し訳ないので」

　蓮見さんが私の仕事をないがしろにせずに、きちんと考えてくれていることに感謝しながら微笑む。

　蓮見さんはそんな私の目尻や頬にキスを落とし……。

「その辺はおいおい考えよう。最悪、予定が合わないようならドレスやプランの決定はこの部屋ですればいい。ブライダルコーディネーターにドレスを持ってこさせるくらい可能だろう」

　とんでもないことを口にした。

「オーダーしてから仕上がるまでに時間がかかるし、優先するのはドレス選びだな。春乃は着物が好きだと言っていたし、お色直しで着物を着るようならそれもオーダーする必要が……」

「あの。ドレスのオーダーメイドは必要ないです。一度しか着ないものですし、全然……お色直しとかもまだ考えが追いつかないので……」

　今日、入籍したのだ。

　しかも、気持ちが通じ合ったのだって今日で、さすがにそこにきてドレスのことまで頭が回らない。

　それに。

「あとできちんと考えます。なので……今はただ甘えていてもいいですか？」

　せっかく意地を張らずに蓮見さんの腕に中にいられるのだから、今は難しいことは考えずにただ触れていたい。

　そう伝えると、蓮見さんはわずかに目を見開き、それから存分に私を甘やかしてくれたのだった。










過去の応酬




「そうかー、入籍したのかぁ。いや、大祐から断続的に話は聞いていたんだけど、実際ふたりを目の前にすると感慨深いものがあるなぁ」

　帰国を遂げた兄が父譲りの呑気な笑顔を浮かべた。

　場所は大祐さんのマンションのソファ。

　ひとり掛けのソファに兄が、長いソファに大祐さんと私が並んで座っている。

　たまにまだ〝蓮見さん〟が混ざってしまうけれど、〝大祐さん〟という呼び方もようやく慣れてきて、初めて名前を口にした一週間前のような照れは消えつつある。

　何事も繰り返すことが大事である。

　訪ねてきた兄を、私は笑顔で、大祐さんは少し不機嫌な顔で迎え入れた。

　と、いうのも。

「そもそも秋斗からなにも聞かされていない春乃が俺に会いにくるはずがなかったんだ。俺の話を春乃にするんじゃなかったのか」

　そう、大祐さんと昔のことについて話しているうちにそもそもそこからすれ違っていると気付いたのだ。

　私は兄からは大祐さんについてなにも聞かされていないし、もちろん、薦められてもいない。

　存在自体を認識していない相手には会いにいけない。

　それを知った大祐さんの静かな苛立ちは、今、真っすぐに兄に向かっていた。

　じろっとした目で見られた兄は、ケロッとした笑顔で首を傾げる。

「あれ。言ってなかったっけ？　なんか言った気がしてたんだけど、じゃあ俺の気のせいだったんだな。ごめんな、大祐」

　こうも明るくあっさりと謝られてしまえば、これ以上責められない。

　父や兄に文句をつけるたびにこの手を食らっている私としては、今大祐さんが感じている行き場所のない怒りが痛いほどよくわかった。

「もういい」と、ため息交じりに言った大祐さんの隣で、わかります！と力強く頷いていると、兄に話しかけられる。

「そういえば、空港であの子に会った。おまえの二代目の彼氏の……ああ、戸村くんだっけ。彼も海外に行ってたみたいで帰国したところだって言ってたな。春乃に会いたがってた」

　懐かしい名前を出され声を飲んだ。

　戸村くんと付き合っていたのは、中三から一年ちょっと。

『ごめん。なんていうか、歩幅が合わないんだよ。春乃はいちいち立ち止まらせたがるから。よく、道端に咲く花に目を留める人、とか比喩があるけど、まさにそれなんだ。俺がどうでもいいと思ってる色々なものをいちいち気に留めて俺の腕を引っ張るから……正直、うっとうしいんだ。付き合ってみてわかったけど、春乃ってやっぱり令嬢なんだなって思うよ。色々な場面で、俺とは違う』

　告げられた言葉が頭をよぎり、あの時の嫌な気持ちまで思い出され自然と顔をしかめていた。

「戸村というのは」と大祐さんが聞くと、私よりも先に兄が答える。

「春乃の二代目の彼氏で、歴代彼氏の中では一番続いた子だったんじゃないかな。あれ、大祐は見たことなかったっけ？」

「え」

　思わず声を漏らし、隣に座る大祐さんを見る。

　聞いた話では、大祐さんが会いにいったのは三人目からだから、戸村くんとは会っていないはず……と思いながら見ていると、兄が続ける。

「確か俺と一緒だった時に春乃たちを見かけたことがあったと思うけど」

　兄に言われ、大祐さんは少し考えた後「ああ、あれか」と呟くように言った。

「忘れてたのか？　大祐、すごい睨んでたのに」

「睨んではいない」

　きっと睨んでいたし、〝俺には会いにこないくせになにを他の男と仲よさそうに歩いているんだ〟くらいは考えていたと思う。

　嫉妬とかではなく、普通に苛立っていたんだろう。

　でも、大祐さんが説明し出したのは予想に反して優しい理由だった。

「あの日は雨だった。車道近くを歩いていれば走行している車の風を受けて傘が煽られるし、当然水しぶきも飛んでくる。にもかかわらず、春乃に車道側を歩かせていたことが引っかかっただけだ。本当に大事に想っていたら、気にかけるはずだからな」

「ああ、なるほどな。大祐は意外とジェントルマンだもんなぁ」

「あれを見てなにも思わない秋斗がおかしい。〝レイドバッグホームズ〟の子息や令嬢と聞けば下心を持って近付いてくる人間はそれなりにいる。昔から思っていたが、警戒心がなさすぎる」

　足を組んだ蓮見さんに鋭い眼差しを向けられた兄は、へらっと笑う。

「いや、だって人間は信じてこそっていうかさ、疑ってばかりじゃなにも始まらないし。まぁでも、戸村くんについては俺も大祐と同じ考えだな。あいつのどこが好きだったんだ？」

　心底わからないといった顔で聞かれる。

　十年近く前のことだし、思い出すまでに時間がかかった。

「確か、私のこと特別扱いしなかったからだと思う。みんなが〝お嬢様〟っていう目で見る中、戸村くんは〝偉いのは親であって、こいつじゃないだろ〟って。〝だから、そういうフィルターかけて見るのは宮澤にも失礼だ〟って言ってくれて、それで……」

「コロッといったんだな」

　言ったのは大祐さんだった。責めているわけではないにしても、おもしろくはなさそうな眼差しで問われ口を尖らせた。

「中等部の頃の話です。クラスの子たちにからかわれていた時、男子にそんなこと言って庇われたら好きになっちゃうものなんです」

　当然の成り行きだった。

　しかも戸村くんは、頭もよくてスポーツも万能で生徒会長を務めていたような人気男子だ。

　顔立ちもアイドルみたいに甘く整っていたし……そう、仕方ないのだ。

「春乃はほだされやすいからな。ちょっと優しくされたらすぐコロッといってたし。電話でしか聞いてないけど、後半三人くらいはもうあっという間に終わってたもんな」

　ケラケラと笑う兄に対して、どんな顔を返せばいいのかわからなくなり、隣を見る。

　あっという間に終わったきっかけを作った当人は涼しい顔をしてコーヒーを飲んでいた。

　こんなに大人な人が、高校生相手にわざわざ会いにいき、私を大事にしてほしいと頼んだのだと思うと、胸がキュンと鳴る。

「で、その戸村くんがなんか謝ってたから伝えておく。〝あの頃は余裕がなくて春乃に八つ当たりした。悪かった〟って。聞いた話だと、家があまり裕福じゃなかったから特待生を維持して学費免除の資格を得るために相当大変な思いをしてたらしい」

「え、そうなの？」

　初めて聞く話に驚いた私に、兄が頷く。

「ああ。確か学費免除って、学年でひとりかふたりだけだったし、戸村くんが言っていたのが事実ならかなり苦労したんだろうな。今は無事目指していた仕事にも就けたらしいけどな」

　驚くと同時に、あの時の言葉がよみがえり昇華される。

『ごめん。なんていうか、歩幅が合わないんだよ。春乃はいちいち立ち止まらせたがるから。よく、道端に咲く花に目を留める人、とか比喩があるけど、まさにそれなんだ。俺がどうでもいいと思ってる色々なものをいちいち気に留めて俺の腕を引っ張るから……正直、うっとうしいんだ。付き合ってみてわかったけど、春乃ってやっぱり令嬢なんだなって思うよ。色々な場面で、俺とは違う』

　学費免除のために勉強に生徒会の仕事に一生懸命だった戸村くんからしたら、私はきっと呑気に見えたのだろう。

　寄り道する余裕なんてないほど必死だった。だからこその言葉だったのだと、納得できた。

「今、充実しているならよかった」と漏らした私に、兄は「そうだな」とカラッと笑い、大祐さんは少しムスッとした顔で黙っていた。




　散々引き留めた私に「いや、いい加減大祐に睨まれるのが限界だから帰るよ」と兄が苦笑いを残して帰っていったのは、それから二時間ほどが過ぎた後だった。

　兄に出したカップやらお菓子をキッチンで片付けていると、大祐さんが作業台に軽く寄りかかり腕を組む。

　そして横から私に視線を向けた。

「会いたいなら、会ってきても構わない」

「え？」

「二代目の彼氏の話だ」

　そう言われ、そういえば〝会いたい〟と言われたんだっけと思い出す。

「いえ。会いたいとも思いませんし、それに戸村くんだって社交辞令というか、本気で会いたいと思ったわけではないと思います。ただ懐かしんだだけで、大祐さんの言う通り、そこまで好きでいてくれたわけでもなさそうですし」

　戸村くんは八つ当たりだったと謝ってくれたけれど、本気で好きだったらやっぱりうっとうしいなんて言葉は出てこない。

　そう笑うと、大祐さんは少し考えてから「コンシェルジュとの親睦がいい例だ」と切り出した。

「マンションのコンシェルジュと親しくなる必要性はない。それを春乃はいちいち足を止めて、気にかけ笑顔を交わす。それが学業だけで精一杯だった戸村くんからすればうっとうしかったんだろ。歩幅が合わないというのは、おそらくそういう意味だ」

「……なるほど」

　わかりやすいたとえ話に納得してからハッとする。

「だとしたら、大祐さんも戸村くん側の考えですよね。効率重視というか、無駄なことは嫌いそうですし。……もしかして、うっとうしいとか思ってますか？」

　むしろ、戸村くんよりも大祐さんの方がその傾向は強そうだ。

　それは一緒に暮らしている中でわかるだけに、ずっと負の感情を持たれていたのだとしたら、と不安に襲われる。

　でも、大祐さんは「思わない」と即答した。

「俺がそちら側の考えを持っているのは事実だ。仕事でもプライベートでも、できる限りの無駄は省きたい」

　立ち上がった大祐さんが私の前に移動し、私の顎を指ですくった。

　真っすぐな瞳が私を捉える。

「けれど俺は、春乃を俺の歩幅に合わせようとは思わない。俺が快適に過ごすために春乃を急がせるのではなく、春乃のペースで進む世界で、ただ隣にいられればそれでいい」

　腰を折った大祐さんが距離を詰め、唇を合わせる。

「そんな心の狭い男と十年大人しく待った俺を並べるな。腹が立つ」

　キスの合間で告げられた言葉に、嬉しい気持ちが我慢できずにやけてしまった。

〝大人しく〟の部分についてはやや意見がありつつも黙ってキスを返す。

　大祐さんはちゃんと〝私〟を〝私〟として見て受け入れてくれる。それが、言葉や態度からしっかりと伝わってくるので、胸の奥から喜びがあふれ、体中を巡っていく。

　幸せだなぁと心の底から思ってしまい、そんな自分に思わず笑みがこぼれた。










幸せな結婚




　料亭を貸し切っての両家の顔合わせはつつがなく終わり、式場も候補をふたつまでに絞り込むことに成功した十一月下旬。

　うちの両親の旅行のお土産を渡すために訪れた蓮見家で、その話題は出た。

「〝ＢＬＯＳＳＯＭ〟……ドレス専門店？」

　向かいのソファに座りニコニコと笑顔を向けるお義父さんとお義母さんがテーブルに差し出したのはそこそこ厚さのあるカタログ。

　表紙には、シックな雰囲気の階段の中ほどに立つ、ウエディングドレスに身を包んだ女性が写っていた。

　階段に広がるドレスの裾が見事だな……と思いながら顔を上げると、お義母さんが「実はね、そこの社長さんたちと知り合いなの」と切り出した。

「私、趣味で社交ダンスをするんだけどね、大会前によく作ってもらっているのよ。腕も確かだし、もともとはウエディングドレスの専門店だからオーダーするなら丁度いいと思って」

「え、あの、でも一生に一度しか着ませんし購入するつもりはないんです。レンタルで構わないと大祐さんとも話をしていて……」

「ああ、いいのいいの。もちろん、そのへんはふたりで決めればいいことだもの。だからこれは強制じゃないのよ。ただ、一度お店を見にいってみるくらいはしてもいいんじゃないかと思って。ほら、春乃ちゃんも言うように一生に一度だもの。せっかくなら納得するドレスを着てほしいし、心残りのないお式にしてほしいの」

　お義父さんとお義母さんは、上品でとてもいい人たちだ。

　私のこともすぐに受け入れてくれたし、私にかけてくれる言葉の端々には気遣いも感じる。

『私、娘がずっと欲しいと思ってたの。だからつい押しつけたり甘えたりして負担になりたくないから、半分くらいはお客様っていう意識で接したいと思ってるの。でも、春乃ちゃんは自由に甘えてね。都合のいい時だけ実の親だと思ってわがまま言ってくれたら嬉しいわ』

　お義母さんは笑顔でそう口にしたけれど、そんなこと普通は言えない。立派な方だと思った。

　だから、納得のいくドレスをと勧めてくれるのはとても嬉しいのだけれど、安い買い物ではないしなにより購入したところで活躍の場がないだけに困る。

　返事に迷いチラッと隣に座る大祐さんに助けを求めたのに、彼は私と目が合いながらもなにも言わずにその視線を逸らした。

　その態度に、そういえば大祐さんもドレスの購入を勧めていたことを思い出す。なんなら着物や浴衣も作ればいいと言っていた。

　これは、あれだ。完全なるアウェーだ。

「宮澤さんだって、きっと同じ気持ちだと思うの」

「私の両親のことでしたら気にしていただかなくても大丈夫です。でも、お義父さんとお義母さんのお心遣いはありがたく……」

「とりあえず、今日は夜まで予約は入っていないらしいから寄っていきなさい。ね。それで好みに合わなそうなら断ればいいだけの話だから、春乃ちゃんも重たく捉えないで」

　ニコッと華やかな笑顔を向けられてしまえば、新米嫁の私に拒否権なんてものはなかった。




「大祐さんは、私の気持ちを尊重してくれているのかと思っていました」

〝ＢＬＯＳＳＯＭ〟に向かう車内。

　わざと刺々しい声で言ったのに、大祐さんは涼しい顔を崩すことはなかった。

「尊重はするし、なによりも優先したいと考えている。けれど、時と場合による」

「それは尊重していないのと同じ……」

「結婚式は基本的には春乃の好きにすればいいと思ってはいる。だが、ドレスの件に関して言うなら、俺はオーダーメイドすればいいと思っていた。だったら母の勧めを断る理由はない」

　なんでそこまで購入にこだわるのか。

　蓮見家がもともとレンタルという概念を持たない一家なのか。

　頭に浮かんだ疑問に答えるようなタイミングで大祐さんが続ける。

「一生に一度しかない機会なら、俺にできる最高の形でその場に立たせてやりたいと考えるのは普通だろう。真新しいドレスを着せてやりたいと思っている。結婚式は、俺にとってもウエディングドレス姿の春乃を見られるたった一度という少ない機会だ。俺の楽しみの邪魔をするな」

　偉そうになのか、甘くなのか、どこに分別すればいいのかわからない命令をされ、眉を寄せる。

　それを言えば私だってタキシード姿の大祐さんは楽しみだ。でも、着ているタキシードがレンタルだろうがオーダーメイドだろうが関係なく素敵だと思う。

「それに、レンタルだとどうしても体のラインをすべて綺麗には拾えない。オーダーメイドするのが最良だ」

　そういえば、大祐さんのスーツもワイシャツもオーダーメイドだけれど、確かにシルエットがとても綺麗だ。

　私も両親から既製品はサイズを合わせてもどこか不格好になるから、大事な場面で着る服はオーダーメイド品にするようにと昔から言われていたことを思い出す。

　なので、蓮見家との顔合わせは仕立てた振袖で行ったし、大祐さんの部屋に初めて行った時に着ていたワンピースもオーダーメイド品だった。

　そう考えれば、結婚式という二度とない大舞台に仕立てたドレスで立つのもまぁ……と頭の中のシーソーが傾き始めた時、お義母さんから伝えられた名前が浮かんだ。

「担当の〝御み園そのさん〟って、大祐さんは会ったことありますか？」

「いや。その店に行くのも初めてだ。なにかあるのか？」

　私の態度から察したのだろう。

　目ざとく聞かれる。

「いえ……高等部の頃のクラスメイトに御園って子がいたんです。だから、そうある名字でもないしもしかしたら、と思っただけです」

「同一人物だったら困るような顔だな」

　少しの笑みを浮かべながらの大祐さんの指摘は大正解だった。

　御園仁ひと美みとは、高等部三年間クラスが同じだった。見た目は美人で、スタイルもよかった。友達……だと、私は思っていた。あの会話を聞くまでは。

『だって、宮澤、相当な令嬢でしょ？　性格悪いとかはないけど、普通に友達にはなれないでしょ。なんでも持ってるし、常に前を向いててステージが宮澤だけ違うっていうか。だから、戸村くんくらいは私がもらってもいいと思うの。戸村くんだって、話してみたら宮澤のことうっとうしいって言ってたし』

　あれ以降、よそよそしくなった私を不思議に思ったのか、御園は理由を聞いてきた。なので、立ち聞きしてしまったことを話してから本音を告げた。

『私は友達だと思ってたから、あんな風に言われてショックだった。あと、戸村くんは渡さないから』

　そう伝えると、彼女は驚いたように目を見開き……そこからは必要以上の会話はせずに卒業し今に至る。

　だからもしそんな御園が、これから会う〝御園さん〟だったら嫌だなぁと考えていた時、車が止まった。

　赤茶色のレンガ調の外観のお店の入り口上部分に〝ＢＬＯＳＳＯＭ〟という白い看板が掲げられている。

　蔦つたが似合いそうな外観だけれど、緑はなく、すっきりとしていた。

　車を降り、大祐さんがロックをかけた時、ガラス戸が店の内側から開けられた。

「蓮見様ですね。お電話いただいてお待ちしておりました。私、いつもお母様のドレスを担当させていただいております、御園仁美と申します」

「ああ。今日はよろしく頼む」と応じた大祐さんが私にチラリと視線を向ける。

〝こいつか？〟と聞いてくる眼差しに、私は苦笑いを浮かべコクンと小さく頷いた。




「蓮見さん……ああ、お母様の方ね、とにかく電話もらってびっくりしてたの。大祐さんが結婚なさったって言うから。ほら、結構ドレスってサイズ測ったり生地とか形選んだりって時間がかかるから、その間ご家族の話にもなるの。それによると大祐さんはあまりそういう話はないって、お母様がガッカリしてる様子だったから」

　試着室の中、私にドレス専用のコルセットを締めながら、御園が話す。

　そういえば口数の多い子だったと思い出す。

「なのに急に結婚されたっていうからびっくりしたんだけど、相手が宮澤だったなんて二重でびっくり。しかもウエディングドレスのオーダーメイドなんてそうないから、三重とかそれ以上かも」

「御園は、ここで働き始めて長いの？」

　高等部卒業後の進路は知らない。

　でも大学では顔を見なかった気がして聞くと、御園はコルセットのホックを止めながら頷く。

「うん。専門学校行ってそれからだから、四年くらい」

「……ねぇ。これ、きつすぎない？　サイズ合ってる？」

　背中のホックがひとつ止められるたびに締め上げられていく気分だ。

　着物とは違う苦しさがある。

　中世ヨーロッパの豪華なドレスを身にまとった貴婦人が頭をよぎる。あの時代も確かものすごいコルセットをつけていたという話だった気がする。

「合ってるよ。大丈夫だって。慣れるから」

　試着室と言っても、奥行き二メートル、幅七、八メートルほど広さがあり、鏡もだいぶ大きい。こういうお店専用の造りなのだろう。

　御園と私、それにドレスを着ているマネキンが入ってもまだまだ余裕があった。

　壁一面の鏡に映った私は、胸から腰までのコルセットとシルクのカボチャパンツという出で立ちで、間違えても大祐さんに見られたくないと思った。

　ちなみに、大祐さんはカーテンの向こうで待機中だ。

　鈍器になりそうなくらい厚みのあるカタログを今頃眺めているのだろう。

「ドレス、うちで作ってくれるなら友達割引しちゃう。ああ、でも、蓮見さんにはそういう誘い文句は効かないかな。宮澤に似合う最高のドレスを仕立ててみせますっていうセールスの仕方の方がよさそうね」

　試着するウエディングドレスは、スカート部分がふわっとしたプリンセスラインのものだ。トップはレースがふんだんにあしらわれていて、肩を完全に露出するデザインだった。

　御園は慣れた手つきでマネキンからドレスを脱がせると、私に着せていく。

　されるがままになりながら御園をこっそり盗み見る。外見は高等部の頃と大きく変わらないものの、雰囲気がどこか違って感じた。あの頃よりもピシッと背筋が伸びている。

「〝ロータステクノロジー〟の御曹司なんて、世界的に見てもかなりの優良株よね。やっぱりそこに惹かれたの？」

　御園が私にドレスを着せながら、抑えたトーンで聞いてくる。

　鏡越しに合った目にはありありと興味が浮かんでいて、顔をしかめた。

「そんなんじゃないよ。大祐さん自身にきちんと惹かれてる。冷たく見えるけど、実際は優しいしよく気も配ってくれる。頼りにもなるし、寄り添おうと努力もしてくれる。これ以上ない人だよ」

　さすがにこの発言を本人の耳に届ける気はないので、小声で答える。

　目を伏せてスカート部分を整えている御園は口元に笑みを浮かべていた。

「ふぅん。しっかり恋愛結婚なのね。幸せそうでいいなぁ」

「まぁ……うん。ありがとう」

「でも、宮澤には合ってるかもね。いつも同年代の男ばかり選んでたけど、正直ずっと違う気がしてたのよね。宮澤って前のめりに突っ込むところがあるし、そういうのを受け止めてくれる年上の方が合ってるんじゃないかなって。まぁ、恋愛対象は好みがあるし放っておいたけど」

　御園が続けた言葉に、一瞬声を失ってから口を開く。

「そんなことを思ってたの？」

「うん。なんで？」

　キョトンとした顔で鏡越しで見てくる御園に、言いづらさを感じ目が泳ぐ。

「だって……私のことあまりよく思ってないみたいだったから、そんなところまで見てくれているとは思わなくて」

　疎遠になった原因の言葉を言っているのが伝わったようで、御園は「ああ」とバツが悪そうな笑みを浮かべた。

「あの時はごめん。本音は本音なんだけど、言い方がまずかったよね。宮澤は相当な令嬢だから、宮澤がまず私を友達だなんて思っていないと思ってて……だから、ショックだったって言われて驚いたの」

　あの時の御園の目を見開いた顔が浮かんだ。

「そうだったの……？」

「うん。だって普通思わないでしょ。これだけ立場も違うし、それに高等部の頃って私色々中途半端だったから。でも宮澤はいつも前を向いて頑張ってて、そういう内面でも全然違ったし、まさかあのいつも凛りんとしている宮澤が私の言葉でショックを受けるなんて思いもしなかった」

　目を伏せて笑みを浮かべる御園に、何度か瞬きしてから口を開く。

「御園、あの頃、そんなに中途半端だった？」

「うん。学力も中の上から抜け出せなかったし、そもそも将来のビジョンがなにもなかったからどこに向かって頑張ればいいのかもわからなくて、モチベーションもなかったもん」

　当時の御園を思い出す。

　確かにいつもどこかつまらなそうだった気がした。

「宮澤は校内でも飛びぬけたお嬢様なのにそれを鼻にかけないで誰にでも優しくて、クラスの誰よりも真っすぐで必死に頑張ってたから、羨ましかったし憧れもあった」

　意外なカミングアウトをされ、驚いた後、笑みをこぼした。

「憧れられるようなものじゃなかったよ。〝真っすぐ〟なんてこともなかった。主体っていうか、自分自身がなくて必死にもがいてただけ」

　なにを始めるのも〝お嬢様だから〟と馬鹿にされたのが理由で、なにを辞めるのも同じ理由だった。そこに私の意思はかけらもない。

　そんな自分が嫌なのに抜け出せず、もがいていた。

「働き出して、自分の足でそれなりに立てるようになって……私自身を認めてくれる人と出逢って、やっと〝真っすぐ〟になれた感じ。最近の話だけどね」

　ふふっと笑った私を見た御園が、キョトンとする。

「なんだ。宮澤も悩んでたんだ。わからないものだね」

「そうだね」

「でも、戸村くんはそういう宮澤を知らなかったんだろうね。だから、うっとうしいなんて言えたんだと思う」

　御園の声で発された名前に、高等部時代の制服を着た彼が浮かんだ。

「〝彼女が宮澤なんて鼻が高いでしょ〟って言ったら、うっとうしいなんて返ってきて、半分はチャンスがあるかもって喜んだけど、半分はイラッときてた。あんなに頑張ってる宮澤を見てうっとうしいってなに？って思って。まぁ、昔の話だけどね。カーテンの方向いてくれる？」

　御園に言われるまま、その場で向きを変える。スカートの長い裾は御園が持ち丁寧に床に広げていた。

「御園、結構戸村くんにアピールしてたよね。いつ奪われるかってひやひやしてた」

「だって宮澤が〝戸村くんは絶対に渡さないから〟って本気で言うからこっちもついムキになって余計に戸村くんにちょっかい出して……こう考えると私の高等部時代、ずっと宮澤関係のことばかりだったなぁ。若気の至りすぎて恥ずかしい」

　そう笑う彼女の顔は晴れ晴れとしていて、見ていても気持ちがいい。高等部の頃の〝中途半端〟だという言葉が嘘みたいだった。

「御園、なんか変わったね。いい意味であっけらかんとした」

　ドレスの背中側のファスナーをゆっくりと上げた御園が、呆れたように笑う。

「そりゃ何年も経ってるし、その間に色んな相手にも出会ったもん。変わるよ。宮澤にもいるでしょ。キーパーソン的な存在」

「キーパーソン……」

「その人との出会いがきっかけで前向きになれたとか、思い返してみればいつもターニングポイントにはその人がいたとか。私はそれが専門学校時代に講師として来ていたここの社長なんだけど、出会えてラッキーだったってすごく思う。……できた」

　終始話しながらだったのに、手際よくドレスを着せた御園は、お義母さんの言うように腕がいいのだろう。ドレスに向ける眼差しはプロの目線だった。

　ドレスに合わせ私の髪を緩くアップにした御園が、カーテンを開ける。

「蓮見さん、お披露目ですよー」という御園の声に顔を上げた大祐さんが立ち上がり、私の前に立った。

　目の前というわけではなく、二メートルから三メートルほど離れた場所に立ち私を眺める大祐さんが吟味するように視線を上下させるので恥ずかしさから目を逸らす。

　まるで美術品でも楽しむような眼差しが居たたまれない。

　大祐さんのことは好きだけれど、あまり私の恥ずかしさだとか気持ちの都合を考えてくれないところはどうかと思う。

　心ゆくまで時間をかけて眺めていた大祐さんは、私のドレスの裾と靴がぶつかるくらいまで近付くと、後ろに広がる裾に視線を落とす。

「悪くないな。色も光沢具合も春乃の雰囲気や肌に合っている。生地はシルクか？」

「トップ部分はシルクサテンです。こちらは、スカート部分はチュールとなってますが、オーダーメイドされる時にはレースから色々な種類が選べます。オーガンジーという生地もおススメで、もしガーデンウエディングなどを予定しているようでしたら、グラスオーガンジーという生地がとても――」

　その後は、営業トークを炸さく裂れつさせる御園と、意外と生地や形に詳しい大祐さんが主に話を進めていた。

　着るのは私のはずなのに、「春乃さんの髪色や肌の色を考えると、こちらの色の糸で刺し繍しゅうを入れたレースをあしらうのもいいかと」だとか「これだとかわいらしい顔立ちが強調されすぎて若干幼さが前に出る。彼女の性格からしてももう少し凛とした仕上がりにしたい」だとか、交わされる会話が恥ずかしすぎて入り込む余地はなかった。

　ここまで私のことを考えてくれている大祐さんとプロの仕事をしてくれている上に同級生としての意見も取り入れてくれている御園に任せれば最強のドレスができ上がるのは明らかだったので任せることにする。

　結局、御園のところでドレスを仕立てるという流れになったなぁと思いながら、次の打ち合わせの日程を決め店を出ようとしたところで、彼女が笑顔で言った。

「お母様から、一番いい生地で仕立ててもお釣りが出るくらいの手付金はもういただいているので、私もやりがいがあります。こんな素敵なドレスを手がけられる機会は、きっと店としてもそうないのでスタッフ一同誠心誠意を持って取り組ませていただきますね」

　どうやら、もうここに送り込まれた時点で流れは決まっていたらしい。

　あとでうちの両親に伝えてお礼を送ってもらおう。そして私からも電話を入れて……と帰宅後の予定を考えながら車に乗り込んだ。

「大祐さんがドレスの生地や形に詳しくて驚きました」

　私は女性なので、ドレスの型はいくつか知っているけれど、男性はひとつも知らない人がほとんどではないかと思う。

　生地に至っては、女性だって多くはシルクやサテンくらいしか知らないだろう。

　それなのに大祐さんの口からは〝ベルライン〟だとか〝ジョーゼット〟だとか、私でも知らない単語が出てきていた。

　そのせいで、御園のギアが一段階上がった感は否めない。

「春乃が試着している間にカタログから得た知識だ。元から知っていたわけではない」

「すごい記憶力と対応力ですね……」

「普通だ」

　少なくとも今まで私の周りでそんな人はいなかったので、普通ではないと思う。

　十年前の私のことを覚えていたのもその辺の能力のせいかもしれないな、と考えていると、少しの沈黙の後、蓮見さんが「奪い合うほど好きだったのか」と聞いた。

「え？」

「〝戸村くん〟の話をしていただろう」

〝ＢＬＯＳＳＯＭ〟の店内には薄くＢＧＭが流れてはいたけれど、お客さんは私たちだけだったし他のスタッフも奥の部屋にいたから静かだった。

　私がいくら声を潜めてもカーテン越しに聞こえていたんだろうとすぐに思い至り、苦笑いを浮かべた。

「付き合った人は、みんなちゃんと好きでした。……でも、キーパーソンではなかったのかなって思います」

　戸村くんの話が聞こえていたなら、この話題も耳に届いたはずだと思い言うと、予想通り大祐さんは「ああ、そんな話もしていたな」と反応した。

　大祐さん、カタログを頭に詰め込みながらこちらの会話まで拾っていたなんてすごいな。きっといくつもの仕事を同時進行でこなせるタイプだ。

　十八時を過ぎた道は混み合っていて、ナビがそこら中で起こっている小さな渋滞を教えていた。

「私、御園からその話を聞いた時、私にとってのキーパーソンは間違いなく大祐さんだと思いました」

　大祐さんと会ってからというもの、ずっと心に傷として残っていたものがひとつひとつ解決されていった。

〝お嬢様〟という印籠しかり、戸村くんのことしかり、御園のことも。

「同時に、大祐さんにとってのキーパーソンになりたいと思いました」

　信号で車が止まる。

　大祐さんがこちらを向いたのがわかったので、私も運転席に視線を移した。

「妻とか、そういう立場よりも、大祐さんの人生の要になりたいなって。大祐さんの人生にとってのラッキーになれたら、それ以上はないくらいに私は幸せだと思いました」

　もちろん、好きな人からずっと愛を囁かれたらそれはとても幸せだと思う。

　女性にとってこれ以上ないとも思う。

　けれど、私はそれよりも、大祐さんの人生を豊かにする存在でありたい。

　美味しいご飯や笑顔の挨拶、あたたかい気遣い、明るいリビング……そういうものをたくさん、大祐さんの辿る道に添えて幸せを感じさせたい。

　大祐さんのこれからを、照らす存在でありたい。

　そう思い告げると、大祐さんは少し目を見開いてからふっと笑みをこぼした。

「そういうところなんだろうな。御園さんが、憧れていたというのは」

　信号が青になる。

　大祐さんは視線を進行方向に戻すと、ゆっくりとアクセルを踏んだ。

「春乃は、持っている情が大きいんだろう。それを目に留まった相手に配るにしても俺に向けるにしても、自分自身の器の中身がなくなるかもしれないというためらいがない。無償の愛と言えばわかりやすいか」

「他人への配慮だとか気遣いを言っているのであれば、大祐さんだって十分優しいし、過保護ですよ」

　私も大祐さんに気を遣いたいと思い日々生活しているけれど、大祐さんのそれは常に私の上をいく。

　それは少し悔しくも感じていたので指摘すると、大祐さんは淡々と答える。

「まず前提として俺が見返りなしに情を与えるのはおまえだけだし、たとえ有償だとしても相手は選ぶ。切り捨てる人間も多い」

　そうだろうか。

　出会ってしばらくは私も大祐さんを冷たいと認識していたけれど、それは最近違うように思う。

　柳原さんの件にしても、彼女の気持ちに薄々気付きながらも仕事の腕を認め依頼し続けたのは彼の優しさじゃないかと思う。

　最初は〝彼女の気持ちはどうでもいい〟というような発言だけを見て冷たいと思った。

　でもよくよく考えてみると、そこで切り捨てることもできたのにそうしなかった大祐さんは冷たいわけではない。

　だから、本人が言うほど冷淡ではないのだと伝えようか迷っていると、視線が重なった。

　フロントガラスの向こう側には何十台ものストップランプが連なっていた。

「おまえは」と切り出した大祐さんが目を細める。

「こうして一緒にいられるようになって、どれだけ俺が浮かれているかをもっと知った方がいい。とっくに俺の要になっているし、今までの人生での幸運を挙げるとすれば、春乃の存在以外にはない。だから、それ以上は考えずに大人しく俺の妻の座に座っておけばいい」

　同居を始めた頃からは考えられないような柔らかい微笑みで言われ、うっかり見惚れてから笑みを浮かべた。

「プロポーズですか？」

「そうだ。二度目のな」

　日が落ちた空には冬の星が散らばっている。

　ストップランプの赤色がそこら中で点灯する中、近付いてきた大祐さんと唇を合わせた。

「ずっとここにいろ」

　キスの合間に囁かれた〝ここ〟が大祐さんの隣だとわかり、自然と頬が緩む。

　今日の大祐さんは心のガードが緩んでいるみたいだ。

　もしかしたらドレスを選んだりして結婚式が現実味を帯びてきたことに本当に浮かれているのだろうか。

　だとしたら、嬉しい。

　大祐さんをウキウキさせられて、嬉しい。

「はい。ずっとそばにいて、大祐さんを私のすべてで幸せにします」

　真っすぐに見上げた先で大祐さんの顔がわずかに赤く染まっていた気がしたのは、周りの車のストップランプのせいだろうか。

　多分違う気がしたけれど、そういうことにしておこうと思った。










あとがき




　こんにちは。ｐｉｎｏｒｉです。たくさんの本の中から、この作品を手に取ってくださりありがとうございます。楽しんでいただけていたらいいな、とドキドキしております。




　さて、突然ですが、私はヒロイン憑依型の文字書きです。なので第三者目線（神様目線とも言いますが）で物語を見て造ったり、しまいにはキャラが勝手に頭の中で動いて話し出したりなんて素敵なことは滅多にありません。そのため、ヒロインは自分の中にある性格でないと筆が進まない感じです。

　それは性格だけでなく、境遇にも言えるので……今回の令嬢ヒロインである春乃は、なかなか難しかったです。なにしろ私に令嬢要素がないので。

　こういう時、令嬢はどうするんだろう、そもそもひと言で令嬢って言ってもどんな？とうんうん唸りながらの執筆となりました。結果的には、自己肯定感がしっかりとしているがゆえ挑戦や失敗を怖がらない、でも周りの評価は気になる臆病さがある春乃が生まれました。

　そして、そんな人間味あふれる春乃の相手は真逆のタイプにしたかったので、そこで生まれたのが蓮見です。

　読者様にはもうバレているかもしれませんが、書いていてとっても楽しいキャラでした。無表情の下に春乃へのこじれた初々しい想いを隠しているのだと思うとかわいくてたまりません（笑）。蓮見が連発している「そうか」が、初めと終わりで、印象が変わっていたらとても嬉しく思います。

　そして、表紙のふたりが今、皆様の頭の中で笑っていたらとっても嬉しいです。




　最後になりましたが、文庫化にあたりご協力くださったスターツ出版様、担当編集の鶴嶋様、編集協力の山内様。冬の気温やふたりの身じろぐ音まで届いてきそうな情緒あふれる表紙を描いてくださった一花夜様。そしてなにより、いつも応援してくださる読者様。この本に携わってくださったすべての方に感謝しております。

　素敵な機会をいただき、本当にありがとうございました。




ｐｉｎｏｒｉ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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